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　海の香りが肌に髪に染みてくる、南イタリア。優雅な避ひ暑しよ地ちの美しい海岸。

　空は澄み渡りのどかで、気候もよく、人が心豊かに暮らすのに、これほど適した場所はそうはないと思える海辺の町。

　明るい陽射しの下もと、大人たちが午ご睡すいを取っている隙すきに、四歳の少女はこっそりとエプロンドレスのエプロンを広げ、両手いっぱいのカラフルな宝石を包み込む。

　まだネックレスや指輪や、ネクタイピンなどに加工されていない、美しいカットだけ施ほどこされている裸石ルースだ。

「ね、ヴィー。今日もまた、おはじき遊びをしましょ」

「いいよ。スカーレット。でもこれはダメ」

　生真面目なヴィーは、そう言ってあめ玉くらいのエメラルドのルースを除よけながら、スカーレット・ヴァンスに微笑ほほえみかける。

　ヴィーのドレスは、今日も素敵だ。裾すそのレースも海の風にちらちらと踊おどって、笑っているみたい。

「エメラルドはダメなの？　私、好きなのに。葉っぱの囁ささやく声がするのよ。可愛い女の子の声」

「柔らかな結晶体だからね、ぶつけるとすぐ欠けちゃうんだ。おじいさまが言ってたよ」

「そうなの」

　ヴィーのおじいさまは国の偉い人で、スカーレットのおばあさまは彼の財産管理を手伝う大貴族の夫人。二人とも同じくらいに宝石をたくさん持っていて、とても詳しい。

「じゃあね、これね。赤い血色の紅玉ルビーを〝こつん♪〟。これとこれは十二の御み使つかい。十二の石があったなら、十二の門をくぐれるの。人にん魚ぎよのお城は硝子ガラスのようにすきとおった、ふしぎな純金でできていて、お城のかべは碧玉ジヤスパー。青玉サフアイア色のめだまをくりぬいて、瑪め瑙のう色のおさかなを食べちゃった……」

「じゃあね、スカーレット。次は……魔物の緑玉エメラルドに、太陽のかんらん石。人ひと柱ばしらの緑ベ柱リ石ルに、猫の目の黄玉石イエロージヤスパー……。カワセミ翡ひ翠すいに、リンドウの紫水晶アメジスト……」

　そうっと、そうっと、二人はハンカチの上で色とりどりの宝石の大きな粒を弾はじいて遊ぶ。

　キラキラと強い陽ひ射ざしは宝石をいっそう美しく輝かせる。白いハンカチに、鮮やかな絵が描かれているようだ。

「食べるなら、貝の中の白い真珠パール。ううん、私は赤いさんご……それよりも黄金の月がいいわ……金糸雀カナリヤの食べる月。そしてこれ、今日のとっておきの石。海にうかぶ、人魚の涙よ」
















　スカーレットは、家族で異国の別荘に長期間のバカンスに来ると、言葉遊びの歌を歌いながら、磯いそや砂浜で遊ぶのが日課だった。

　ヴィーというのは、その別荘地に行くと毎日のようにスカーレットと遊んでくれた子。

　少し年上の彼女は、海辺に出るにもいつも上質なドレスを身につけている。澄んだ青紫の目をした、とても可愛らしい顔立ちの少女だった。

　スカーレットのおばあさまとヴィーのおじいさまは仲良しで、一緒に世界中を旅しては、美しい宝石を集めるのが趣味だった。不吉な曰いわくつきの宝石までもコレクションしているところは気が知れないと、スカーレットの母親はいつも呆れながら言っていたものだ。

　そして二人が長い船旅から戻ってくるといつも、綺麗な輝きは宝石箱いっぱいに増えていた。

　スカーレットとヴィーの二人が遊んでいるのは、ほとんどが、そのおばあさまのもの。




　ポチャン……。




「や……やだ」

　その日はたまたま、木こ陰かげになっている海岸の堤防で遊んでいた。いつもならそんな失敗はしないのに、宝石を弾く指が滑って、スカーレットは宝石をひとつ、海の中に落としてしまったのだ。

　スカーレットの心臓は止まりそうになった。

「どうしよう……」

　それは、ひときわ大きな、青紫色に輝く雫しずく形がたの一粒。

　おばあさまが、スカーレットの〝守り石アミユレツト〟だと言っていた、特別の宝石だった。

　いつもは鍵のかかった宝石箱に入っているが、今日、うたた寝をしているおばあさまの側そばにあったのを、少しの間だけと思って、こっそり持ってきてしまったのだ。

　陽に透かすと、この世のものとは思えないほどに美しい石。ヴィーと一緒に眺めたかったのだ。

　雫形の輝きは、みるみるうちに水の中へと沈んでいく。

　太陽の光が届かない深さまでいくと、矢や車ぐるま草そう色の宝石は海の色にまぎれ、あっという間に見えなくなってしまった。

「どうしよう……〝人魚の涙〟をおとしちゃった……。あれはおばあさまがいちばん大事にしていた宝物なのに。本当に、とても大切にしていたの。〝恋と愛と幸運のアミュレット〟なのよって……なのに」

　その宝石には名前があった。

〝人魚の涙〟。

　スカーレットが堤防から下りて水の中を捜さがそうとするのを、ヴィーが慌てて止める。

　満潮までは時間があるとはいえ、四歳の少女の足が立つ水深ではないだろう。

「大丈夫。捜してきてあげるから。スカーレットのために、きっと見つけてあげるから、ね？　ほら、泣かないで」

「でも」

「ヴィクトリア様は……スカーレットのおばあさまは、きっと許してくださるよ。それに、うちのおじいさまもよく似た石を持っているから、もしどうしてもあの石がいいなら、それを貰えるように頼んでみてあげる」

　可か憐れんなヴィーは、そう言ってなだめながら、涙の止まらないスカーレットを優しく抱き締めてくれた。

「でもあれは〝幸運のお守り〟なのよ……あれをなくしちゃったら私、不幸になるわ。おばあさまも不幸になっちゃう」

　泣きながら、ヴィーに手を引かれて別荘へと戻ったスカーレットは、しかし、その後二度とヴィーと会うことはなかった。

「大丈夫、きっと捜してきてあげるから」

　そう言っていたヴィー。

　祖母から聞いた話では、翌日の干かん潮ちようの頃、ヴィーは周囲に何も言わずに姿を消したのだという。

　海岸には、ヴィーの靴と上着が残されていた。

　泳ぎの得意なヴィーは、スカーレットのために海に潜っていき、そのまま帰ってこなかったのだ。

　守りの石をなくしたスカーレットは、大切な友達も失ってしまった。

〝人魚の涙〟はその名前の通り、スカーレットの涙になった。




　───そしてなぜか、あの海辺の思い出も、親しかったヴィーのことも、やけにぼんやりとした記憶としてしか残らなかった。

　あまりにショックな出来事で、幼い少女の心では受け止めきれなかったのかもしれない。いやな現実を記憶から消し去ってしまう働きが、人の心にはあるというから。

　翌年以降、スカーレットの一家が海辺の街へヴァカンスに行くことはなくなった。

　その頃からだ。スカーレットの一族にあらゆる不幸が降りかかり始めたのは。




（きっと、全部が私のせいだ……私が〝幸運を呼ぶお守り〟をなくしたから……）




　あのとき───。

〝人魚の涙〟をなくし、親しい友人を亡くし、ミズーリ国の本邸に戻ってからも毎日泣きやまないスカーレットに、祖母はやさしく頭を撫でながら話してくれた。

「スカーレット。あの石はね、私と私の敬愛するカイラ王とで、一つずつ持っていた〝恋と愛と幸運のアミュレット〟だったの。いずれあなたに正式に譲るつもりだったものよ。私が今の役目を果たせなくなったとき、あなたに継いでもらいたかったの。宝石を守る役目をね」

「宝石を守る役目？」

「ええ。〝十二の悪魔〟、そういう名前のついた特別に美しく強大な魔力を持つ呪いの宝石。それを私と彼は人の悪意に曝さらされないよう、大事に守ってきた。〝人魚の涙〟は、〝十二の悪魔〟より更に強い力を持つ、至し高こうの石よ。なくしてしまったのは残念だけれど、それが海の中だったのは、いいことなの。あの石は、もともと人魚がくれた魔法の宝石だったから」

　祖母の話は、たいていがどこかおとぎ話のように不可思議だったけれど、その話は群を抜いていた。だからつい、スカーレットは眉まゆをひそめて否定する。

「おばあさま。海には人魚なんかいるわけないし、魔法だって絵物語の中のことよ？」

　美しい祖母は、首を横に振る。

「〝人魚の涙〟はね、もとは所有者に死や禍わざわいをもたらす危険な宝石だった。でも私たちがそれを手にしたとき、大洋の果ての洞どう窟くつに棲む人魚が『二つに割って、お前たち二人がそれぞれ大事に持つように。そうすれば、悪しき力は働かない』と言ってくれたの。それは言葉の通り、私と彼の心を結びつける愛の石になったわ。宝石たちは、美しいこの星の結晶。私たち人間はそれを身につけて、神や天地や精霊の声を聞くの。この世界の鉱物の花たちは、すべて人の心を美しくするために地中から現れるのよ」

　祖母は、首を傾げている孫に向かって悪いた戯ずらっぽく笑う。

　早くに夫のヴァンス伯を亡くしていた祖母は、再婚はせず、そのまま女手ひとつで家族を支えながら、人知れぬ穏やかな恋をしていたらしい。ミズーリ国王との関係はあくまで潔きよいものだったが、互いに信頼し、敬愛し合える無二のパートナーを持った彼女は、いつも光を浴びた花のように輝いていた。

「おばあさま。でも、あのアミュレットは、海の底に沈んでしまったの。わたし、おばあさまの大事なお守りをなくしちゃったから、これからきっとどんどん不幸になるわ。もう二度と、ヴィーにも会えない」

　あの宝石をなくした途端、大事な友達も亡くしたのが、第一の不幸。

「スカーレット。あなたの心が宝石のように澄んだままなら、きっとあの子とは、またどこかで会えるわ。それにね、人魚は本当にいるの。深い深い海の底で、たくさんの宝石の入った宝箱を守っている。その輝きにふさわしからぬ者が盗みに来たときには、彼らは悪魔に変わる。薄汚れた欲望からその宝に手を伸ばす人間は、人魚に嫌われ、海の魔物によって死の国へと導かれてしまうのよ」

「薄汚れた欲望って？」

「欲しいものをを手に入れようとして人を殺あやめたり、ねたんだり、噓をついたりする心。宝石は、それを持つ人間の邪よこしまな感情を写し取ってしまうわ。だから、汚いものを見せてはいけないの。醜い心に触れた石は、人々に禍いをもたらす〝死と呪いの宝石〟になってしまう。私と陛下はそうした宝石を見つけては浄化して、元の純粋な輝きに戻してあげているのよ。それでも浄化しきれない哀あわれな宝石は、館やかたの奥の秘密の部屋で、大事に大事に守ってあげるの。あの〝十二の悪魔〟のようにね。スカーレット、あなたには宝石の守り人としての素質がある。いずれ、あの石たちを守る方法を教えましょうね」

　優しく美しかった祖母は奥の部屋の方を見て微笑んだが、まだ幼いスカーレットにはその話はとても恐ろしかった。

　人の情念を写し取って穢けがれた〝死と呪いの宝石〟なんてものがあるのだと、恐怖した。

「私……とてもこわいわ。もちろんあのアミュレットはきっとさがして、おばあさまにお返ししたいと思うけれど」

「大丈夫よ、スカーレット。海に沈んだ〝人魚の涙〟の代わりに、この〝人魚の雫〟をあなたに貸してあげましょう。あなたが落胆しているとお話ししたら、陛下が貸してくださったの。いつかあなたが自分の石を見つけたときには……彼に返してあげてちょうだいね」

　そう言って祖母は、なくしたアミュレットとそっくりな双子の宝石を取り出し、スカーレットに手渡してくれた。

　マーメイド・ブルーサファイア。妙たえなる矢車草の青い色。

『大丈夫よ、スカーレット……。私があなたを守ってあげる……』

〝人魚の雫〟から、そんな声が聞こえた気がした。

　幼いスカーレットは、妖しい輝きを放つ祖母の宝石たちが陽の光に透けて輝くのを、ただ見つめていた。




　それからわずか数週間後、祖母ヴィクトリアは帰らぬ人となった。親友であり、彼女が宝石の鑑定を手伝っていたカイラ王と共に、新しいダイヤモンド鉱山を視察に行った旅先で、爆発事故に巻き込まれたのだ。

　亡き王に代わり王座を継いだのは、政務大臣を務めていた王弟だった。新王は旧体制の刷さつ新しんを図はかり、カイラ王の〝影〟とも〝愛人〟とも噂されたヴィクトリアの一族は疎うとまれ、ミズーリ国を追われることとなる。




　それは、深遠なる力を秘めた宝石たちがもたらす物語の、新しい始まりとなる───。
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　やがて、時は流れ───。

　国内外に数多く所有していた城館も、宝石も、すでに過去の栄華。

　故国ミズーリを追われたスカーレットの一族は隣国イタリアへと逃のがれ、唯一の財産となった古びた城館で細々と生活していた。

　あの日の幼い少女の決意も、海辺の記憶とともに霞かすんで……。




「おばあさま……ごめんなさい。私、もうあの海でなくした宝石は見つけられなくなっちゃった。お屋敷にあったコレクションも、本当は取り戻したかったけど」

　流れる金の髪。緑の森を映すようなエメラルドの瞳。

　十六歳になったスカーレットの左手には、今、白い輝きを放つ大きなダイヤモンドがはまっている。十四歳年上の男性から贈られた婚約指輪だ。

（私はこの海を越えて、花嫁になるの……シークエンサ男爵様の花嫁に……。ド貧乏で名ばかりの伯爵令嬢から一転、億万長者の花嫁になってみせるの!!）

　イタリア南部、ジェノバの港。

　目の前にそびえるのは、イタリアのマール社とイギリスのケンブリッジ社が合同出資で建造したばかりの豪華客船。

　乗員一三〇人、乗客一三五〇人を収容する七階建ての大型船〈ヴィーナス号〉。美の女神の名を持つ、優美で真っ白な船体を見上げながら、よそゆきのドレスを身に纏まとったスカーレットは浮かない顔だ。

（〝人魚の涙〟を落としてから十年以上、ずっと不幸のどん底だった私に、大金持ちの実業家の婚約者ができたのよ。素敵な船で英国に行くの。向こうの大きなお屋敷に！　なのに……）

　自分はもっと期待に胸をふくらませて、この大おお海うな原ばらに出ていってもいいはずだ。

　初めての豪華客船での航海を、目一杯楽しんだっていいはずなのだけど。

（今ひとつ、気分がブルーなのはなんでかしら。そうよ……もっともっと、楽しい気持ちで船に乗り込まなくちゃ。おばあさまには申し訳ないけど、海に落とした宝石は見つからない。おばあさまが部屋から出してはいけないと言っていた〝十二の悪魔〟も、どこに行ってしまったか、捜しようがないんだもの……）

　スカーレットはぐるぐると巻いてふくらんだストールを両手で抱き締めたまま埠ふ頭とうに佇たたずみ、接岸されている豪華客船を見つめていた。

　荷物はすべてポーターが運び込んでくれているはずだから、スカーレットは、このストールを抱えるのみだ。

（〝十二の悪魔〟も〝人魚の涙〟も、もう私が目にすることはないのね。これはもう運命が『宝石のことは諦めろ』と言っているんだわ。恐ろしい曰いわくつきの宝石の行方ゆくえよりも、美青年との婚約。そしてそのフィアンセは大金持ち。今の私には、ヴァンス家のために自由になる現金が一番に必要なんだから）

「ね、プリンス」

　このまま船に乗り込めば、数日後にはイギリスの地に立つことになる。

　スカーレットはストールの塊かたまりを抱え、乗船タラップへと向かおうとして、ふと、埠頭の端に立ち、自分と同じように船を見上げる少年の姿に目を留めた。

　潮風に踊る黒髪、白い肌。通った鼻筋に厚めの赤い唇。ちょっと気難しげに張った眉。スラリとした長身で、足と腕の長さがプロポーションをひときわ優れて見せている。

　服装は質素で、革製のトランクはかなり使い込まれているから、おそらく一等船室の乗客ではないだろう。

　しかし、彼の手に輝く大粒の黒ダイヤの指輪が、ただならぬ存在感を放っている。

　磨けばもっと光るはずなのに、手入れを怠おこたっているのか、あまりにも古くてもう汚れが落ちないのか、その輝きはくすんで鈍にぶい。

（でもあれは多分、本物の高価なダイヤ）

　幼い頃から祖母の宝石を間近で見てきたスカーレットは、いつしか天てん然ねん石せきと模も造ぞう品ひんを見分ける鑑かん識しき眼がんを養っていた。

　貴族や豪商などの間では、高価な宝石を購入すると同時にそっくりなイミテーションを作って、旅行などにはそちらを持ち出すことがほとんどだが、彼の指輪は本物だろう。

「スカーレット！　何をぐずぐずしているの？　早く乗っていらっしゃい！　スカーレット・ヴァンス！」

　一等船客用の船のタラップはとうに下ろされている。

　少年に気を取られていたスカーレットを、すでに乗船してデッキの上から急かしたてたのは、今回の船旅の同行者である叔お母ばのメリーアン。今回の旅で、母につけられたお目付け役だ。

　せっかちで気位が高いが、美しく、まだまだ若い未亡人の叔母に、スカーレットはいつもお小言を貰っている。

「あ、はい。ごめんなさい。すみません。通して……」

　いつの間にか、一等船室の乗船時間は過ぎてしまったようで、今、桟橋埠頭から三本渡っているタラップの周辺は二等、三等船室の客でごった返していた。前方の一等客用のタラップまでは、その人混みを突っ切らないとたどり着けない。

　スカーレットは、白いストールを抱き締めたまま、雑ざつ踏とうをかき分けて、必死に桟橋の先の方へと行こうとする。

　早くしないと、タラップが引き揚げられてしまうかもしれない。

　メリーアンが、スカーレットのことを見下ろしながら欄らん干かん沿いに船上のプロムナードを伴ばん走そうしてくる。

　ぐずぐずしていたら、船に乗った後、またお小言が飛んでくる。

「ごめんなさい、通して。急いでるの……！」

　あとちょっとだ。

　大きなトランクをいくつも抱えた大柄な男や丸々太った中年女性、親に手を引かれた子供たちの間からようやく抜け出るとほっと息をついた。しかしその直後、誰かの荷物から突き出していたこうもり傘に足を取られる。

「きゃ！」

　二、三歩よろけて、そして踏んばりきれずに転びかけ、咄とつ嗟さにそこにいた誰かにすがりつく。

　恐る恐る顔を上げると、その人物が上着の内ポケットに、鈍く輝く何かを慌てて隠した瞬間を目にした。

　銃だった。

　小さな銀の飾りが施ほどこされた短銃だ。

　スカーレットは、凶器の放つ冷たい輝きに戦おののいて、そのまま硬直してしまった。

　この上着に、背筋の伸びた立ち姿。しなやかな体格からして、きっと若い男性だ。

（でも、銃をポケットに持っているなんて……）

　ちょっと野や蛮ばんだと思う。スカーレットはハンティングという趣味を快こころよく思わない。

「君、大丈夫？」

　スカーレットがそんなことを考えているうちに、彼の方から声をかけてきた。

　それでようやく、スカーレットは指が食い込むほど強くしがみついていた両手を離す。

「あのっ、ごめんなさい！　本当に……すみませんでした！」

「仕方ないよ。すごい混雑だもの」

　魅惑的な響きの男だん声せい。

　見上げると、さっき埠頭で見かけた、黒ダイヤの指輪の少年だ。

　もうじき青年の域に入るだろうという年頃。十八か、十九だろうか。

　そして何より印象的なのは瞳だった。夜明けの色。青味がかった紫の瞳は、どこかシニカルでそれでいて優しげで、見つめていると引き込まれてしまいそうだ。

「スカーレット！　何をしているの？　大丈夫!?」

　プロムナードで、メリーアンがまた叫んでいる。

「大……丈夫」

「君のお姉さん？　すごく心配しているみたいだ。早く行ってあげたら」

「ええ、あの……」

　今、スカーレットがぶつかったせいで、手を離してしまったのだろう。使い込まれた大きなトランクは革ベルトが一つちぎれてしまい、バンドも巻いていなかったために、彼が取っ手を持ち上げると蓋ふたが開いて、中の荷物がこぼれてしまった。

「あ、私が拾います！」

　スカーレットは慌ててしゃがみ込む。

　せめてもの救いは内側のベルトが機能していたことだ。大物はこぼれず、小さなものだけ飛び出している。

「いいから、触らないで！」

　少年の声にびっくりして身をすくめたが、そんなことでひるんではいられない。自分がした不始末は自分で片を付ける。今はメイドのマイアも叔母と一緒に乗船してしまって、側にはいないのだ。

「いいからさ、構わないでくれないか。あまり見られたくないんだ」

「でも、私のせいだし……」

　スカーレットは散乱した衣服を拾い、しわになったそれを両手で広げた瞬間、頰ほおを真っ赤に染め上げた。

　木も綿めんの生き地じに薄い色の縞しま模も様よう。上には大きな穴一つ、下には小さな穴が二つ。

　手にしたそれは、見事に男性下着だったのだ。

「や……っ？」
















　男の人のパンツなんて、初めて触った。

　それも、恋人や婚約者の下着を触るより先に、見知らぬ他人の、しかもどこの何者かも知らない庶民の下着に触れるとは思わなかった。

「や、やだわ！　私ったら……っっ！」

　まず、反射的に思い切りぶん投げてしまってから、スカーレットはそれが、〝他ひ人と様さまの大事な下着〟なのだという理性的な考えを取り戻す。

「ごめんなさい！　あなたの死ぬほど恥ずかしいものを、私ったら！」

「いいよ。貴族のお姫様に男の下着を拾わせられないよ。でも知ってる？　結婚前の女性が男性の下着に触れるってことは、その男性と結婚するって意思表示なんだって。俺の母国ではそういう言い伝えがあるんだけど」

「お姫様って───それ、皮肉なの？」

「いや、特に皮肉じゃない。事実だろ？　君はどう見てもお貴族様だ。そのドレス、そのダイヤの指輪。一等船室のお客様だろう？　違う？」

「そうだけど！」

　スカーレットは止めようとした彼の手を振りほどくと、下着を再び拾い上げた。

　あっけにとられて見ている彼の前で、すべてをきちんとたたんでトランクにしまい込み、蓋ふたを閉めて、ベルトをかける。

「ベルト、壊しちゃってごめんなさい」

「船の中で直してもらうさ」

「あなたもやっぱり船に乗るの？　このヴィーナス号に」

「そう。船にね、呼ばれているんだ。『どうしても俺が欲しい』って。ああ、もう時間だ。こうしちゃいられない」

　なんだか妙に艶なまめかしい少年だ。

　彼の表情の変化のすべてを、息を詰めて見つめてしまう。

　なぜこんなに胸がドキドキするのか、自分でもよくわからないけれど。

「ごめんなさい。私、あなたの邪魔しちゃったのね」

　立ち上がったスカーレットは、また思いがけないへまをやった。

　抱え直そうとしたストールを手を滑らせて落とし、それはボールのように弾はずんで、海の方へと転がっていく。

「あっ、プリンス！」

　とっさに手を伸ばしたスカーレットは、思い切り桟橋を踏み外してしまった。だが、ぎりぎりのところで何かに摑まり、海に投げ出されるのを危うく免まぬがれる。

　代わりに、誰かの足が膝ひざまで海水に浸っている。

　それは今、大事な下着を埠頭で大公開された少年だった。

　幸さいわい、そこには水に向かって降りていく石の階段が刻まれていて、巻き添えを食った少年はそれより深くは沈まずに済んでいた。

「まったく。そんなに大事なストールなら、ちゃんとしっかり押さえておけよ。ここは海なんだぞ。海風の強さを忘れるな」

　少年は、両手に持った白いストールを軽く絞ってから、スカーレットに手渡した。

　強い口調だったが、怒っているのではなさそうだ。

「本当にありがとう、これストールも大事なんだけど、中のプリンスがおばあさまからの贈りもので、他の何にも代えがたいものなの」

「プ、リンス……？　ストールに〝プ・リ・ン・ス〟？　そういや、今、この中に何か固くて丸い感触が……」

　彼は、じっとスカーレットの抱えるものを見つめ、だがすぐに踵きびすを返して船を見た。

「まあ、いいや。もし中で会ったら、サービスよろしく！　スカーレット姫」

　そう言ってから、彼はトランクを小脇に抱え、人混みの方へと走り出す。

「ねえ！　あなたのお名前は？」

「フォスター・ＶＶ・クアメロット！」

　そう背中越しに彼は言って、乗船口にごった返す人の波に消えていった。

「〝フォスター・ＶＶ・クアメロット〟……。なんか……変わった名前……」

　でも、まるで大きな収穫を得たような充実感を味わっているのはなぜだろう。

「スカーレット！　何してるの！」

　メリーアンの金切り声が、頭上から降り注いだ。

（あっ、いけない、忘れてた）

　スカーレットは慌てて前方のタラップ目指して走り出す。

「まったくもう！　あなたはそそっかしいったら」

「ごめんなさいっっ」

　縮ちぢこまりつつ、ぎゅっとレース編みのストールを抱き締める。

　一見なんの変へん哲てつもないストールだが、よく見れば、何かを包んでいることがばれてしまう。

　中には成人の男性の拳こぶしほどの大きさで、固くてこんもりした、〝プリンス〟が入っているのだ。

　ようやくタラップまで辿り着いたスカーレットを、メリーアンとメイドのマイアが降りてきて迎え入れた。

「心配しましたよ。スカーレット様」

「ごめんなさい。マイア」

「スカーレット。あのおかしな貧乏っぽい男は何者？　絡からまれたりしなかった？」

　やはり見られていたようだ。でも、トランクから散乱した布きれが彼のパンツであることまでは、高さのある場所からのこと、気づかれてはいないらしい。

　もし見えていたら、潔けつ癖ぺき性しようでお嬢様育ちのメリーアンは確実に喚わめき散らすし、悪くすれば卒倒していただろう。

「叔母様。あの人は転びかけた私を助けてくれたの。怪しい人じゃないわ」

「ならいいけど、近頃は豪華客船を狙った盗賊が出ると聞いたわ。乗客が身に着ける、名のある宝石や貴金属が目当てなんですって。そんな犯罪者がこの船にも乗っていたらと思うと、恐ろしくて」

「メリーアン様。それは心配ご無用でしょう。船の警備は厳重だと聞きますし、万が一のときだって、シークエンサ様も、バトロイ様も、たいそう頼れるお方と伺うかがっておりますから」

「それは、そうだけど……」

　だが、三人の会話はそこで遮さえぎられた。乗船口で、周囲が見えなくなるほどの白いスプレーの洗礼を受けたのだ。

「失礼します。お嬢様方」

　紺色のかっちりとした上下を身につけた乗務員が、形式的な挨あい拶さつだけして、次の客にまたスプレーを向けている。

「ぷっ。な、に？　これ……」

「ああ、スカーレット様。衛生スプレーですわ」

　素早く通路を行き過ぎて、難を逃のがれたマイアが答える。

「衛生スプレー？」

「私はもう先ほど噴ふん霧むしていただきましたから」

　マイアは平然としているが、メリーアンは怒りの表情を隠さない。

「そうよ！　私だって、さっき一度かけられたのよ？　このむせるような白い粉！」

「これはこれは失礼いたしました。ヴァンス伯爵家の皆様ですね？　シークエンサ男爵様とご一緒の」

「そうよ！　だからさっきも、私にはノミやシラミなんかいないと言ったでしょう」

「ですが一応、乗客の皆様に快適な船内での生活をお楽しみ頂くため、念には念を入れておくというのが当社の、当船のモットーでございます。どうぞ深いご理解を」

　乗務員は、うやうやしく頭を下げながらも、どこか慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで紋もん切きり型がたな返答だ。

「もういいわ。私も他の方からノミを移されたくはないですもの。それより、あなた。私たちを部屋に案内してちょうだい。最上階ですの。先に大きな荷物は入れておいてもらったはずなのだけど、どこかしら。船が広すぎてわかりそうにないわ」

　客室ナンバーの押されているチケットを差し出して、メリーアンはふんぞり返る。

「それからスカーレット、ここでは私のことはメリーアンとお呼びなさい。旅行の間、私はあなたの姉ということにしましょう」

「はい。叔母様」

「あなたね……」

「それではヴァンス様。今すぐお部屋にご案内いたしますので、どうぞこちらへ」

　入り口の乗務員に呼び止められて案内を申しつかったポーターは、チケットの番号を見ると、心なしかかしこまった様子になった。

「そのストールもお持ちしましょうか」

「あ、いいえ、これはいいのよ。軽いし」

　これは誰にも任せられない。この中身を知っているのは自分と……マイアだけだ。

「そうですか。ではこちらへ。このたびのお部屋は一等船室の中でも大きなバルコニーつきで、三部屋しかない超特別室です。一室はシークエンサ伯爵様の、そしてもう一室がスカーレット様のお部屋です」

「あら、私のお部屋は違うのかしら？」

　メリーアンがもう一度自分のチケットを差し出すが、ハンサムな案内係は刻印された客室番号を見て小さく首を振る。

「申し訳ありません……メリーアン様のお部屋は、スカーレット様と並びで取るように申しつかっているようで、反対側のお隣になります。もちろん海が正面に見えるバルコニーつきですが、角部屋ではなく……ですが、それだけのことですので、とても素晴らしいお部屋であることに変わりはございませんよ」

「そう、いいのよ、別に。私はこの子のお目付け役で、所詮添え物なんだから」

　メリーアンはそう言って、チケットを胸元でぱたぱたと扇あおぐようにしてから小さなバッグに戻す。

　そのバッグは、綺麗な銀のビーズ細ざい工くのお洒しや落れなもので、特別な席のとき以外はめったに持ち出さないとっておきの逸品だ。

　それほど気合を入れた装いや小物が、ごく日常的に使用されて初めてしっくりくるほどの壮麗な大階段やロビー、大広間。

　この船の内装は、本当に素晴らしかった。

　シャンデリア一つとっても、窓の装飾を見ても、どこもかしこも宮殿並みの凝こりようだ。

「スカーレット様。本当にすごいですわね、まさに、聞きしにまさる……ですわ。こんな豪華な船でイギリスに行けるなんて、身にあまる幸運です！」

　マイアが、周囲を見渡しながら感心して唸うなっている。

（〝幸運〟。そうよね、私は幸せ者なのよ）

「マイア。きょろきょろするのは下品ですよ」

　早速メリーアンがマイアに釘を刺した。

「すみません」というように、マイアはちょっとだけ身をかがめて肩を竦すくめた。マイアはメリーアンの小言に慣れているから、たいして気には留めていない。

　結婚して二年も経たないうちに夫を亡くし、資産は嫁ぎ先に奪われ、実家に身ひとつで戻ってきてから、メリーアンもずっとヴァンス家の城館で暮らしてきた。

　そういう状況だから、叔母だって世間から見れば不幸な女性ということになるだろう。そして彼女に必要なのも、まちがいなくお金だ。

「私は自室にいるよりも、スカーレットの部屋を使うことが多くなるんじゃないかしら」

「メリーアン様、私がおりますから大丈夫です。わざわざお手を煩わずらわせるようなことはいたしません」

　マイアが朗ほがらかに言うと同時に、案内された特別室の扉が開かれた。

「まあ！　なんて美しいお部屋」

　案内係の言葉は噓ではなかった。入るなり、その豪華さに息を吞む。

　徹底的に吟味された調度品の一つ一つに、目を奪われる。

　オーク材の壁や天てん井じように、高級感溢れるカーペット、カーテンがしっくりと調和している。

　もう一生ここから出たくない！　と思うほどの素晴らしい部屋だ。

　そして、海側に面して開いた窓を見つけると、スカーレットはこの部屋一番の自慢らしいテラスに出てみた。

　潮風が顔に、髪に吹きつける。埠頭に目をやれば、船はゆっくりとジェノバの港を出発するところだった。

　スカーレットは真っ白な欄干に身を乗り出して、船の後方を覗き見る。

　色とりどりのテープが、見送りの者たちと乗客の間に滝のように流れている。出港を告げる汽笛が天地を轟とどろかせ、テープは船を飾りたてる房モ飾ーりルのように美しくたなびいていたが、それも一筋一筋、海の中に沈んでいく。

　壮観な船出だった。

　赤く焼ける夕空を背景に、港がどんどん遠ざかっていく。

　その様子をバルコニーから眺めながら、スカーレットはひとつ溜め息をついた。

　このままイギリスで結婚したら、自分はもう二度と、家族の住むイタリアには戻ってこられないのではないか。

　そんな不安が、津波のように押し寄せてくる。

　これが、慣れ親しんだ土地の見納めになるのだとしたら。

（〝人魚の涙〟のアミュレットを捜せないまま……おばあさまの遺言になった〝十二の悪魔〟の行方も全然摑めないまま……）

　メリーアンは贅ぜい沢たくな船旅を楽しみ始めているようだが、海に棲む人魚と魔物の話を幼おさな心ごころに刷り込まれたスカーレットは複雑な心境だ。

（まさか、おばあさまが言う通り、本当に人魚がいるわけはないわよね。今も〝人魚の涙〟を守っていて、私が捜しに来るのを待っていたりしないわよね）

　幼いスカーレットが親しんだのは、底まで透けて見えるほど明るいエメラルドの海の色。

　だが今それは、すべてを吞み込んでしまうようなどす黒く重たい青色へと変わっている。

『海には魔物が住んでいるわ。邪よこしまな心を持って宝箱に近づく者を、引き寄せて殺すのよ』

（私は、大丈夫……よね。そりゃ、天使のように清らかじゃないけれど、悪魔のように邪ってほどでもない……と思う。あの時、マーメイド・ブルーサファイアのアミュレットは、海に還してあげたのよ。おばあさまの宝石だって、私一人の力じゃ集められるはずもない。ヴァンス家のために私ができるのは、資産家に嫁ぐことくらいだもの。……でも、だからってこの婚約が、お金目当てだけなわけじゃないわ。財産目当てなわけじゃない。私は恋をして、幸せな花嫁になるの……そうよ、絶対に……！）

　バルコニーで物想いにふけり続けるスカーレットに、メリーアンは一声かけると自室へ引き揚げた。

　スカーレットは部屋に戻り、ずっと抱いていたストールの中身を、ベッド脇の床に据すえた籐とう製せいの籠かごの中に下ろした。しばらくの間、ここが〝プリンス〟の寝床になる。その横に水を張ったスープ皿を置くと、自分も大きなベッドの上に身を投げ出した。

　ヴィーナス号は巨大な船で、振動はほとんど感じない。とはいえ、慣れない環境が身体にこたえ、港に来るまでの疲れもどっと出てきて、すぐにスカーレットは小さな寝息を立て始める。

　そしてそのまま、マイアに呼ばれても、メリーアンに呼ばれても目を覚ますことなく、ぐっすりと寝入ってしまったのだった。










[image: ]







　翌日。

　故郷の陸地は、もうとっくの昔に見えなくなってしまった。

　船は地中海沿岸の明るい色合いの海を離れて、スペイン海域を進み、ぐるっと回ってイギリス海峡へ入る予定だ。そして目指すはイギリスのサウザンプトン港。

「……そこで船を降りて、列車でロンドンへ行くんだっけ。お屋敷はロンドンよりもっと郊外だと、シークエンサ様はおっしゃっていたけど」

　海風が、客室のテラスに立つスカーレットの金髪を思い切りなぶっている。

　デイジーと赤百合の花のついた白い帽子は、オーガンジーの幅広リボンで首筋に巻き付けてふんわり結わえてあるから、強風でも心配はない。

　それよりスカーレットが注意すべきは、ほぼ全円形のスカート部分が、風に膨らみ、時としてドロワーズをちらちら覗かせていることだ。だが、本人はブルーな気分すぎてそんなことに気づいていない。

「イギリス、ね……ロンドンかぁ……」

　技術革新の只中にあって、世界中のどこよりも繁栄している工業都市。

　灰色の空。機械油の臭いが満ち、川も海も汚れているらしいと話に聞いた。

　世界中で最も新しい場所であり、同時に最悪の場所。

（そんな噂は本当かしら……）

　スカーレットにとって、このイギリス行きは初めての長い船旅になる。

　貴重な宝石を求めて国王と世界中を旅していた祖母とは違い、孫は一族がイタリアに移住してから、街の外にすらろくに出たこともなかった。もちろん、経済的な理由もあるのだけれど。

（記憶にある限り初めての外国が、いきなりヨーロッパのどこより発展の著いちじるしいイギリスだなんて）

　経済成長目覚ましく、国内の景気は上昇の一途を辿っているような国で事業を興おこしているからこそ、シークエンサ男爵は、家柄もないのに今の地位と資産を築いたのだ。

　海の向こうのイギリスの隆盛ぶりに比べれば、スカーレットが育ったイタリアの産業はのんびりしたものだ。

（私は気候も風土も、地中海の恵みを受けた南イタリアが好き。そりゃ、産業は遅れてるかもしれないけど、人も暮らしもおだやかだわ……でも……）

　シークエンサ本人は、故郷のイギリスへとイタリアとの間をめまぐるしく行き来する。

　しかし彼の正式な婚約者となれば、スカーレットは彼の祖国であり本拠地であるイギリスに、ずっと住むことになるだろう。

　シークエンサは今でこそ〝男爵〟という称号を持っているが、実は貴族の家柄というわけじゃない。土地と屋敷と爵しやく位いを金で買った、いわば成り上がりだ。

　がむしゃらに仕事一筋で生きてきたせいか、かなりのハンサムだというのに、三十歳になるまで結婚のことを考える時間もなかったらしい。

（シークエンサ様のことは、ほとんど何も知らないけれど、見み映ばえとご経歴は素晴らしいわよね。そして築き上げた財産も。きっとお城のいくつかは所有していらっしゃるはずだわ。いくら落ちぶれたとはいえ、由緒正しい異国の貴族令嬢と結婚しようというんだもの……）

　三六〇度、ひたすら広がる海原は、ともすると、ここに自分だけぽかりと浮いているような寂せき寥りよう感かんと孤独感をもって迫ってくる。

　船は一八ノットに近い速さで前進しているが、周囲に島影一つも見えないから、かなりのスピードで走っていても、まったく動いていないような錯覚をおぼえる。

　それほどまでにこの〈ヴィーナス号〉は巨大で、洋上にいることを感じさせない安定感があった。

「それにしても、初恋だってしたことがないようなこの私が、婚約だなんて……まさか、こんなに早くにお話がまとまるなんて思わなかった。別に、恋愛に夢をみていたわけでもないけど、一応私だって人並みにデートとか逢い引きとか……禁じられた恋とか、してみたくないこともなかったわ。それもこれも……〝恋と愛と幸運のお守り〟をなくしてしまった報むくいなのかしら」

　何度めかの溜め息をついたスカーレットは、テラスから部屋の中へと戻る。

　部屋の隅には、昨日片付けられなかった荷物の箱がいくつも積んであった。

　仕分け中の荷物の中から、ふと手にした小さな飾り箱。

　そこには、祖母に託たくされた〝人魚の雫〟が入っている。スカーレットはそれを開けもせず、見ようともせずに、重厚なオークのテーブルに置かれた宝石箱にしまい込んだ。

　抱えるほどもある大きな宝石箱の、一番下の引き出しに。

　その宝石箱も、かつて祖母からもらったものだ。当時はこの四段もある引き出しには隙間なくアクセサリーや宝石が詰まっていた。

　今は、婚約が決まったときからシークエンサが送り続けてくる様々なネックレス、髪飾り、イヤリング。ドレスに合わせて身につけるためのアクセサリーでいっぱいだ。

　そう、〝贈ってくれる〟ではなく、〝送ってくる〟のだ。

（ドレスも靴も、毎日ちがうものを身につけても半年間は重なることがないってくらい、たくさんよね……）

　そう思いながら、山のように積み上がるドレスケースや帽子ケースを、ちょっと邪魔に感じてしまうスカーレットだ。

（でも、お金持ちだということを目に見える形で証明してくれるのはとてもいいわ。ほっとするもの。とても助かる。問題は、初めてドレスを仕立てるときはご一緒してくださったけど、それ以外はまるで放っておかれている状態だと思うの。あの方は、私のことを本気で好きなのかしら？）

　自分は、恋愛感情というものをまだ誰にも抱いたことがない。だからこそ、逆に誰かが自分にそういう熱い想いを抱いてくれたら、それだけで婚約でも結婚でもできてしまいそうな気がする。

　数カ月前、父親の仕事の知人が開いた小さなパーティー。そこでシークエンサがスカーレットに一目惚れしたと聞いたときは、年が離れた相手だということもあり、驚いた。でもその驚きと共に、かなり嬉しかったのも事実だ。

　そして彼が今やイギリスで飛ぶ鳥を落とす勢いの実業家だというのも、スカーレットの相手としては〝飛んで火にいる夏の虫〟、もとい、願ったり叶ったりだった。

　祖母の事故後、みるみる貧乏になっていったヴァンス家は、ただひとつの財産である城館の修繕ですら、思うにまかせない始末だ。

　でもシークエンサはスカーレットとの婚約が整うと、膨大な修理費用を全額出してくれた。そして、鉄道会社への投資に大失敗して一文無しに近かった父にも、彼は何万ポンドもの援助をしてくれた。

　おかげで父の事業も、当分の間は安心だ。

「そしてようやく、これからは私の人生も〝順じゆん風ぷう満まん帆ぱん〟に走りだすわ。片割れのアミュレットの効果が今頃になってようやく現れ始めたっていうことなのよ。ねえ、プリンス」

　ぎゅうっと抱き締めるのは、〝プリンス〟。

（あなただけが、今の私の本当の宝物……）

「スカーレット！　スカーレット・ヴァンス」

　ノックの音が響き、きつい声で名前が呼ばれる。

　扉を開くと、うんざりといった表情を滲ませながらスカーレットの部屋に現れたのは、やはりメリーアンだった。

　母の一番年下の妹である彼女は今年三十歳。顔立ちはきつめだけれど年齢より若く見えるから、確かにスカーレットの姉でも十分通用する。

　彼女はブルネットの髪をくるくるの縦ロールに巻き、後頭部でお洒しや落れなヘッドドレスで留めている。ヘッドドレスは、ピンクのシルクのリボンと大きな花のコサージュが組み合わさったものだ。それが、吹き込む風で乱れていないか気になるのか、ときおり片手を頭の後ろに回して、ちょこちょこ髪をいじっている。

「もう昼も近いわよ。ゆうべはあなた、早々に休んでしまったから、今日はきちんとシークエンサ様にご挨あい拶さつしなくちゃだめよ。昨日はディナーの席にも私だけで、気まずいったらなかったわ」

「ごめんなさい。今日はだいぶ気分もいいので、大丈夫」

「さっきはノックしても出なかったじゃない」

「テラスにいて……ちょっと風に当たっていたの」

　この特別室自慢のテラスは本当に広い。子供だったら、数人で追いかけっこができてしまう。海風でノックの音がかき消されても不思議じゃない。

「シークエンサ様も心配されていたわよ」

「は…い。あとでお詫わびを申し上げるわ」

「返事は短く〝はい〟でしょう？　マナーには気をつけなさい。ここでは誰もがシークエンサ様の婚約者になる、あなたの一いつ挙きよ手しゆ一いち投とう足そくを見ているのですからね」

　メリーアンはそう言ってから、ソファの背にかけてあったスカーレットのストールに目を留める。

「スカーレット、今気がついた。あなたそれを持ってきたのね」

「あ、はい。だって……」

「そんなものだけがお母様からの贈り物だなんて、本当に我がヴァンス家も落ちぶれたものよね。かつては色々な国の王族とも親交が深くて、唸るほどの金銀財宝が宝物庫にあって、地中海の島やアフリカなんかにも宝石の山や金鉱を持っていたのに。すっかり何もなくなってしまって。お義に兄い様さまも人がよすぎるわ。ミズーリ王国の新しい国王が鉱山の名義を没収したのなんて、ほとんど私し怨えんじゃないの。不当行為として訴えることもできたはずよ」

　ぶつぶつと愚ぐ痴ちをこぼしているメリーアンを横目に、スカーレットはこっそりと寝室に移動した。後ろ手で隠し持っていたプリンスを、水の皿と一緒に、ベッド脇のチェストの空いている引き出しにそっと隠す。

　何事もなかったように居間に戻ると、スカーレットはテーブルの上にある宝石箱に目をやり、叔母に尋ねた。

「ねえ、叔母様。覚えてる？　おばあさまが、『それだけは絶対に手放してはいけない。部屋から出してもいけない』って家訓にしていた、曰くつきの十二の宝石」

「ええ、もちろんよ。お母様が言っていたみたいに、本当に呪いがあって、〝十二個集めると悪魔が出てきてどんな願いも叶えてくれる〟なんてことは、もちろん信じてはいないけれど。でも、お部屋の奥にひっそりとしまわれていた宝石たちが、群を抜いて美しかったことは覚えているわ。実際に見たことがある人は少ないと思うけれど、社交界でも噂だったもの。ただ、今はちがうわ。ヴァンス家の話題は社交界で暗黙のタブーになったから、大貴族で大富豪の宝石コレクターとして有名だったあなたのおばあさまと、私たち一族の関係を知っている人も、もうほとんどいないのじゃないかしら」

「あの宝石たちは……結局誰かに盗まれたのかしら。それとも密かに売り飛ばされたのかしら……」

　船は順調にイギリスに向かっている。

　でも、やはりあの〝十二の悪魔〟と呼ばれる宝石の話は、スカーレットの中でしこりのように残っているのだ。

　城を奪われるときに散さん逸いつしてしまった、十二粒の宝石。

　そして、海になくしてしまった〝人魚の涙〟……。

　紺碧の海は恐ろしい場所。人を吞み込む恐ろしい魔物が棲んでいる。

『海底では人魚たちが宝箱を守り、欲望から宝石を狙う人々を死の世界に引きずり込んでしまう───』

　窓の外に広がる鉛なまり色いろの海を見ると、その言葉がにわかに現実味を帯びてくる。

「そんなことはもう忘れなさい。あなたはこれから大金持ちになって、おばあさまの宝石と同じくらい見事なもので身を飾ることができるようになるんだから」

「あの宝石たちと同じ、とはいかないと思うの。おばあさまの石は本当に特別で……」

「スカーレット！　細かなことに理屈をこねないでちょうだい。あなたの悪い癖だわ」

「───はい。叔母さん」

「叔母さんはやめてって言ったでしょ!?」

「はい。叔母……メリーアン」

「入ってもいいかい？　スカーレット。メリーアン嬢」

　スカーレットが叔母に呼び方を仕込まれているとき、ノックの音がして、扉の向こうから張りのある青年の声がかかる。

「シークエンサ様！」

　それまでつんと眉を吊り上げていたメリーアンは、急に朗ほがらかな表情で青年貴族に微笑みかけた。

　声も態度も、今さっきとはまるで別人のようだ。

「ああ、よかった。我が姫君の体調も良くなったようだね」

　風にふわりとなびき、秀ひいでた額ひたいを覗のぞかせる美しい銀髪を撫でつけて、貴族には珍しい風ふう貌ぼうとひときわ目立つ長身のシークエンサ男爵が現れた。

　颯さつ爽そうとした英国紳士。

　年は三十歳だから、十六歳のスカーレットと一緒にいると、ずいぶんと年の離れたカップルになる。婚約者のスカーレットから見ても、彼はうんと大人だ。まだまだ子供の自分とはまるで違う世界に住んでいる、雲の上の存在。

「すみませんシークエンサ様、ご心配をおかけして」

「初めての船旅ですから、緊張もするでしょう。この揺れも、慣れるまでは辛いでしょうしね。でも、婚約者をあまり心配させてはいけないな、スカーレット」

「はい……すみません。シークエンサ様」

（この人が、私の婚約者……）

　初対面のときから、ハンサムだと思った。スマートだし、所しよ作さの一つ一つが洗練されて様さまになった、大人の男性。

　イギリス上陸後、スカーレットはロンドン郊外の彼の本邸に滞在し、正式に婚約式を済ませてから結婚の準備を進める予定だ。

「スカーレット」

　シークエンサは、メリーアンと一言二言交わしてから、こちらへと歩み寄る。そして海風に吹かれて冷えた肩を抱くスカーレットに、自分の上着を掛けてくれる。

「テラスはまだ寒いでしょう。さあ、これを羽織ってください」

「ありがとうございます」

「まだまだ他人行儀ですね、スカーレットは。もっと親しくやっていきましょう。この船旅も仲むつまじく、楽しいものにしていきたい。向こうに着いたら大勢の客人を招待して婚約式を開き、あなたをお披ひ露ろ目めするんですから」

　シークエンサは、上品な言葉で優しく話す。

　容姿も振る舞いも非の打ち所がない彼を見ていると、この年齢まで結婚話が出ていなかったのが本当に不思議に思える。

　女性との会話はあまり得意ではないようだが、むしろ、それくらいの不器用さがなくては何か天罰が下るのではないかというほど、資産社会的地位も申し分ない。

（その彼が、どうして私なんかを結婚相手に選んだのかわからないのけど……。一目惚れっていうのはそういうものなのかしら）

　実は、結婚を申し込まれたときからずっと、その疑問がつきまとっていた。

（私が金髪だから？　しかも高貴な者に稀まれに現れる緑の瞳だから？　それとも、歴史のある大貴族の血を引く者だから？　まさかと思うけど……うんと年下の女の子を愛めでるのがご趣味とか？　財産はないから、お金目当てってことだけはないと思うのだけど……でも……）

　パーティーでスカーレットを見み初そめたシークエンサから便りが届き、突然持ち上がった縁談は、あれよあれよと言う間にまとまった。

　スカーレットにとっては、彼は年上すぎて取っつきにくいし、話すにも緊張する相手だったけれど、ヴァンス家の救きゆう世せい主しゆたる彼の求婚を断る理由にはならなかった。そして気づけば、この豪華客船での渡と英えいも決まっていた。

　もちろん、彼の希望で、彼の都合のいい日程で、彼の指定の船で。すべてがシークエンサ側の主導で、どんどん決まっていったのだ。怖いくらいの勢いで。

「バトロイ！　バトロイはどこだ？」

「シークエンサ、私はここに」

　そう答えたのは、今、ドアから姿を見せたばかりの野性味のある美男子。

　バトロイ・ダンジューだ。

　額の真ん中で分けた褐かつ色しよくの髪。細い銀のフレームの四角い眼鏡の奥に覗く、切れ長の深い水色の瞳。

　感情はあまり外に表さないが、いかにも切れ者といった雰囲気の、落ち着いた大人の男。
















　黒い上下に身を包んで、執しつ事じさながらの装いだ。

　実際、彼はシークエンサの幼い頃からの友人で、今は事業の補ほ佐さを務め、実際執事役をも引き受けているらしい。

　気心の知れた仲だからこそ、シークエンサは彼を手足のように使っているのだ。

「今回の旅のために私が買い求めたスカーレットのジュエリーは、もう渡してくれたのか？」

「申し訳ありません、シークエンサ。今すぐに」

　バトロイはそう言って、踵きびすを返すとどこかへと消えていく。

「どうりで、今日も以前差し上げたパールのネックレスだと思った。バトロイには、あなたのために毎日違うドレスとアクセサリーを用意するようにと伝えてあるのに」

「あの、私なら大丈夫です。これもとても気に入ってます」

　こんなことで、バトロイがシークエンサに責められたら気の毒だ。

　そもそも、バトロイは彼の片腕であって、雑用係でもメッセンジャーでもない。

「ああ。だが、このドレスに合うブルーサファイアのネックレスがパリのメレリオ・ディ・メレー店のウインドウに飾られていてね。非売品だったが、君に似合うと思って無理矢理金を積んで買ってしまったんだ。ああ、戻ってきた。バトロイ。それだよ」

　バトロイは、外側だけでも高級そうな青や赤の宝石の小箱を両腕に抱えてきて、シークエンサの前に置く。

　中から少し平たく大きめの箱を選ぶと、シークエンサはスカーレットの前で開いてみせた。

　大粒のサファイアが十二粒、ぐるっと首を取り巻くクローバーのように配されたネックレス。そしてお揃いのイヤリングと指輪が美しく収まっている。

　それは見事で、どこかの王宮の舞踏会につけていってもおかしくないほど豪華な品だ。

「まあ！　素晴らしいですわ！　スカーレット、ぼうっとしていないでお礼を申し上げて」

「あの、シークエンサ様。またこんなに立派な贈り物を？」

　スカーレットは青い煌きらめきを肌に映しながら、ほうっと息をついた。

「ああ。あとでドレスも部屋に届けさせるから、合わせて」

「───もちろん……です。ありがとうございます。でも、あまりバトロイさんを煩わずらわせないで……」

「私の大事な宝物には、常に完璧に着飾っていてほしいのですよ。それにバトロイは忙しく立ち働いていたほうが性に合う男なのでね、ご心配なく。でも君はとっても優しい人なんですね」

　シークエンサは微笑する。

　確かに、スカーレットが見てきた限り、バトロイは忠実に、本当にかいがいしく主人に尽くしている。

「あの、シークエンサ様は、お供ともはお連れじゃないんですか？」

　よけいなことだが、ちょっと気になる。

「どんなボーイを雇っても、バトロイほどには気が付かないでしょうからね。彼は気心も知れているし、仕事は完璧でとても助かるんです。この〝ヴィーナス号〟の航路が、イギリス便の中でも女性にとても人気だからと、チケットを手配してくれたのも彼なんです。私もこの船には興味を持っていたのですが、こうしてスカーレット嬢とご一緒することができようとは」

「はあ」

「だが、そうだな。ご婦人用の買い物は、経理もすべて任せてしまっているバトロイに、やらせるべきじゃないか。いっそ、有能なレディースメイドと、ついでに庭師と猟番をどこかの城から引き抜くか」

　シークエンサは顎あごを撫でながら、本気でその算段をしているようだ。

「引き抜いちゃうんですか？」

「それ以外ないでしょう？　他にどうしろと？　すでに経験を積んだ使用人なら数える手間は省けるし、屋敷をすぐに任せられる」

　シークエンサは不思議そうな顔をする。

「え……と、そうですよね」

　賢かしこい少女を雇ってきちんとした教育を施せば、きっと有能なメイドに成長していくはずだ。そう思ったが、きっとシークエンサの辞書にはそんな悠長な計画はないのだろう。

　彼が求めているのは、常に即戦力だ。

「さあ、船内を軽く散策しましょう。君とゆっくりできるのは久しぶりですからね」

　シークエンサは、扉があったり、階段があったりするたびに、スカーレットの手を取ってエスコートしてくれる。

　そんなふうにされることは初めてで、実のところスカーレットにはちょっと煩わずらわしかったが、これがイギリスでの、正式な場所でのレディに対する礼儀作法なのだろう。

　大切に思われていることの表れなのだとしたら、まあ、悪い気もしない。

　客室を出てプロムナードデッキをしばらく歩き、再び船内に戻ると、蔓つる草くさがうねるような装飾の手すりがついた、重厚なオーク材の階段を下りていく。

　おそらく喫茶室かラウンジに向かう客だろう、着飾った紳士と淑女がスカーレットたちとすれ違う。

「ああ、スカーレット、美しい金の髪が乱れているよ」

　シークエンサが、スカーレットの左右に結い上げている長い金の髪を指先で整えながら、眉を寄せる。

「美しい者がその美を乱していることは、悪ですよ。スカーレット。神に対する冒ぼう瀆とくにも等しい。それにもう少し口紅を引いてもいいんじゃないか。君の白い肌が際立つと思うから」

「はい。すみません……」

　普段彼の周りにいる女性はきっと、大人の貴婦人で、鮮やかな紅をさし、髪の一筋も乱さないのだろう。

（私はまだまだ……そんな年じゃないのに……）

　ほんの一筋の髪が緩やかに耳元にかかっているのを乱れているとは、スカーレットの感覚では言わない。この船で人目に曝されるというのは、こんなに堅苦しいことなのだろうか。

　スカーレットは今も、こんなつややかで滑なめらかな階段の手すりを見れば、乗って滑り下りたい衝動に駆られてしまう。でも、それはきっと子供のお遊びなのだ。

（なんだか息が詰まりそう。叔母様とシークエンサ様に、すべてを管理されそうな予感がする。それも大人の成功者をフィアンセに持つ身では、仕方ないのかも知れないけど）

「シークエンサ様、船内はお気に召されましたかな」

　向こうから通りがかった船長が、シークエンサのもとに部下を伴ともなって、挨拶に来た。

「これはブラウ船長。お世話になります。彼女が婚約者のスカーレットです。ちょうどいい、船長から簡単な船の説明と注意事項を伺うかがっておこうかな」

　シークエンサはスカーレットがどこか物もの憂うげなのを見抜いていたのか、朗らかに言う。

「船長。彼女は初めての船旅で、かなり海に不安を抱いているんですよ。豪華客船に事故など起きないと、教えてあげてくれませんか」

　船長が、帽子をとって一礼してから、白い髭ひげと日焼けした肌が印象的な顔で微笑む。

「もちろんです。造船技術は年々向上していますし、特にイギリスの鉄工業の進歩は目を見張るほどです。この船の性能は抜群ですよ。安全性もね」

　そのとき、シークエンサが夫婦らしい男女から声をかけられた。仕事上の知り合いらしく、話が長引きそうなのを見て船長は気をきかせ、スカーレットの案内の続きを申し出てくれる。

　シークエンサと分かれた二人は一等客用のパブリックにある豪華な食堂や応接室、聖堂のごときドーム天井のある読書室やジムを経て、広い最上甲板のボートデッキまで来た。

　船長じきじきに挨拶にやってきた上、こんなに丁寧に船内をエスコートしてもらえるなんて、シークエンサはよほど特別な上客らしい。

「万が一の有事の際にはこちらのボートで避難していただきます。全員が乗れるだけの数がちゃんと確保されていますよ。もちろん、そのような事態は起こり得ないと言えるのですが」

　ボート甲板には五十人が乗れるボートが等間隔でいくつも積み込まれていて、いざというときにはそのボートがロープと滑かつ車しやで海上に下ろされるのだ。

「この海域では、他の客船の事故も起きていないのかしら」

「ええ、もちろんです。去年も今年も、まだ一度もね」

　この船はまだ新しくて、今回イタリアの港に来るまでにぐるっとヨーロッパを一、二度周しゆう航こうした程度のはずだ。それでも〝この海域で事故は起こっていない〟と聞いて、スカーレットは安心した。

　そこで船長は何か用事を思い出したようで、高級そうな懐中時計を取り出すと、通りがかった乗員を呼びつける。

「君、カール君。ヴァンス家のお嬢様を特別室までお送りして差し上げて」

「承知いたしました、ブラウ船長」

　カールという若い乗員に案内を代わると、船長は制帽を整え、一礼してブリッジに戻っていった。

「あの……多分大丈夫です。一人でも戻れますから」

「いえ、ご遠慮なく。さあ、こちらです。あ、この大階段を下りた先にはサウナもあるんですよ。女性にはお肌が綺麗になると大好評で。美しい方はさらに美しくなります」

「まあ、では是ぜ非ひ入らないと」

「別チケットが要いるのですが、特別室のお客様でしたら無料ですので」

　説明を受けながら、自分の部屋へと戻りかけたスカーレットは、デッキの向こうの端に、バトロイの姿を見つける。

　いかにも上流階級の貴婦人といった感じの若い女性と一緒だ。二人は欄らん干かん寄りに佇たたずみ一言二言話すと、別々の方向に分かれていった。

　豪華客船に知り合いが乗り合わせることも、富豪たちの間では珍しいことではないのだろう。そのときは大して気にも留めなかった。

　そんなことよりも、贈り物のハイヒールの歩きにくさに閉口する。

　部屋に戻ったら、すぐにでも靴を脱いでくつろぎたいと思っていたスカーレットだったが、扉をくぐるなり小言が飛んできた。

　特別室の入り口でメリーアンが待ち構えていたのだ。

「スカーレット！　部屋の荷物を見たわよ。まるで必要のない貧乏くさいものばかり。これを全部、シークエンサ様のお城に持っていくつもりなの？　あちらにはきっと高価なイギリスのお品がたくさん用意されているのに」

　もしかしたらもう親おや許もとには戻れないかもしれない。それを覚悟して、スカーレットは自分の部屋にあったお気に入りのティーセットや置物、クッションなども持ち込んでいたのだ。

　まるでイタリアの自室のようで、スカーレットは大満足だったのだが、〝貧乏〟と〝古いもの〟が大嫌いなメリーアンはお気に召さなかったようだ。

「だって、小物は私が戻れなかったら、使う人がいなくなるわ。今までの生活をずっと支えてきてくれたものたちなのよ。置いて行くことなんてできない」

　どれもこれも長年使い込んだ愛着のあるものばかりだ。それにメリーアンは貧乏くさいと言うが、ヴァンス家が繁栄していた頃から伝わる品だから、古いとはいえ、ものはいい。

　メリーアンが目をつけたのは、その中でも目立つ大きな絵画だった。

「その絵、私はあまり好きじゃないわ。いつの間に館から外してきたの。そんな古い額縁ごと」

「ああ、マイア、その絵は、この居間でいいわ」

　城館でもスカーレット専属のメイドだったマイアは、すべてを熟知していて、そつなく荷物を片付け、小物の家具の配置を直したりしていたが、大きな絵の置き場は悩んだらしい。テーブルに所在なく立て掛けられていたのだが、スカーレットの指示に従い、言われた通りの場所に設置する。

「スカーレット！　聞いているの？　そんな、お母様と先王が描かれた肖像画なんて……」

「叔母様。これは絶対に持って行くし、シークエンサ様のお屋敷でも私の部屋に飾るわ。それがおばあさまに対する礼儀だと思うの」

　メリーアンは、言うことを聞かないスカーレットに頭痛がしたのか、こめかみに手を当てながら隣の自室に戻ってしまった。

　マイアは肖像画をリビングの壁に取りつけさせ、スカーレットが満足そうに頷うなずくのを見ると、手伝いのポーターにチップを渡して部屋から出した。

「これで完璧ですわね。スカーレット様」

「そうね」

　部屋は大きく三つに分かれていて、廊下から入ったばかりのところに広がる居間と、隣に書斎。その奥にバスルームと寝室がある。居間はお客を招いてちょっとしたお茶会だってできる広さだ。寝室にはドレッサーもあり、壁一面のクローゼットも完備されていて、持ち込んだ何十着ものドレスだって収納に困らない。

　しかも、書斎の隣にはメイド用のベッドルームもあるのだ。

　まさに至れり尽くせりの空間。

　寝室には小さな扉があって、そこから直接廊下へ出られるようにもなっている。

　もちろん扉は二重になっていて、廊下に出る前に内側の扉を閉めれば、万が一廊下に誰かがいたとしても室内を見られることはない。

「大奥様とご一緒の絵、古い額縁のまま持っていらしたんですね」

「だって、額縁ごとおばあさまから譲り受けたお品だもの。それに、その絵はヴァンス家がまだ裕福で幸せだった頃の絵でしょ。やっぱりね、持っていかないと」

　祖母が健在だった頃、スカーレット親子と親しかったカイラ王を交えた五人を画家を雇って描かせた肖像画。

　長い間、城館に飾られ親しんだ絵だ。

　祖母も母も、見事なアクセサリーをつけて描かれている。

　両手を重ね、こちらに差し出すようなポーズの祖母の胸に輝く大きなエメラルドや、ダイヤモンドのネックレス。母の指にはルビーの指輪とサファイアのイヤリング。宝飾品とドレスの細かな描写を見ているだけで、うっとりと時間が過ぎてしまうほどだ。

　素晴らしいこの絵が完成してほどなく、祖母はカイラ王と客かく死しし、ヴァンス家は凋ちよう落らくの一途を辿る。

　それまで親交のあった貴族たちは手のひらを返し、ヴァンス家と距離を置くようになった。

　若くして夫を亡くし、寡か婦ふであった祖母ヴィクトリアがカイラ王と密みつ通つうしていた、というのがその理由だ。

　中ちゆう傷しようはとどまるところを知らず、彼女が持っていた宝石のいくつかに、不幸と死を呼ぶ呪いがかかっていたのだとか、祖母は王を誘惑する魔女だったなどという噂まで囁かれた。

（それでも、呪われているとしか思えないくらいにうちは不幸続きだわ）

　イタリアに渡った後に父が起こした事業も、何かと不運な失敗に見舞われている。

「ねえ、マイア。私が今シークエンサ様から頂いた、山のようなドレスや靴や宝石は、もし万が一婚約が調ととのわなかったり、結婚生活が破は綻たんした場合には、すべて返却しなければいけないのかしら？」

　マイアは軽く眼を見開き、絶句した。

「───スカーレット様。まだこれから正式な婚約式を挙げられるんですよ？　今は素敵な婚約者と愛を育はぐくむ時期ですわ。そのような縁起でもない発言は……」

「マイアったら甘いわ。メリーアン叔母様を見てよ。名のある貴族の家にお嫁にいって幸せいっぱいだったのに、ハンサムで優しい旦那様が亡くなった途端、子供もいないからと身一つで追い出されて。出戻ってきて、遺産も形かた見み分わけもなかったわ。贈り物の宝石も、馬も、車も置いてきたのよ？」

　がめついと言われようと、なんと言われようと、一度天国から地獄に突き落とされた、いや蹴り落とされた身内を持つ者としてはとても重要なポイントだ。

「そうですけど……シークエンサ様は英国紳士ですもの。一度好きな方に贈ったものを、別れるからと取り上げたりはしませんよ」

「───そうかしら。そうだといいけど」

「スカーレット様……」

　金銭のことに関してばかり、妙にしっかり、がっちりしてしまった十六歳の可か憐れんな少女に、マイアは言葉もない。

　一家の悲ひ惨さんな転落ぶりを知っていれば、マイアも一いち概がいに『下品』だとか、『子供らしくない』と非難はできなかった。

　ヴァンス家はこれ以上、今以上、お金を失なくすわけにはいかないのだ。

（それに、愛しているからって……贈り物をするだけで、伝わるものなの？　愛って、恋ってそういうもの？）

「スカーレット様。でもスカーレット様はちゃんと……あの〝人魚の雫〟も持って来られたんですよね」

　マイアは、財産目当てで結婚するつもりのスカーレットが、大奥様から託された〝恋と愛と幸運のお守り〟の言い伝えを忘れているのではと心配になったに違いない。

「もちろんよ───お守りだし、形見だもの……消えてしまった〝十二の悪魔〟の代わりに、これくらいは守らないと。亡き陛下からの預かり物だし」

「そうですね」

　イタリアの城館でもずっと世話をしてくれていたマイアは、実際の年齢よりも落ち着いた印象の少女だ。

　だから安心して、なんでも話せるのだと思う。

「たまには箱を開けて、身につけられたほうがいいですわ。大事なものだというのはわかりますけれど、その方が大奥様も喜ばれると思います」

（〝人魚の雫〟。双子の宝玉。元は死をもたらす呪いの石だったのを二つに分け、幸運の石へと浄化して、おばあさまは誰より信頼できる人と二人で持っていた。大切な大切な宝石。私が一つなくしたせいで、おばあさまは……）

　申し訳なくて、国を追われてからは宝石箱にしまい込んだきり、一度も身につけてはない。

　借り物なのだから、いつか自分の〝人魚の涙〟を見つけ出し、返せる日まで大事にしなくてはいけない。海にうっかり落とすような過か失しつが二度とあってはいけないのだ。

　スカーレットは、シークエンサに買い与えられたアクセサリーが隙間なく収まっている宝石箱の、一番下の引き出しをそっと開ける。

　昨日ここにしまい込んだ小箱の中には、祖母から譲り受けたときに美しい縁取りのついたチョーカーに加工してもらった〝人魚の雫〟が入っているはずだ。

　箱を取り出そうとして、少し躊ちゆう躇ちよしたとき、チェストの中でカタリと音がした。

「あ。プリンス！　目が覚めたの？」

　チェストの引き出しを開け、スカーレットはそれをそっと床に下ろす。

〝プリンス〟は、こんもりと甲羅が盛り上がった、砂色と焦げ茶のリクガメだ。

　規則正しく連なる菱形の図形の中に、放射状の突起があり、それが星の形を連想させる。

　そんな美しい甲羅から、古代の生き物を連想させる鱗うろこ状じようの皮膚をした愛くるしい顔がにょきっと突き出ている。

　プリンスはよちよち歩きの赤ん坊のように、内股なのか、がに股なのかわからないようなあどけない歩き方で、この見慣れぬ部屋の高こう級きゆう絨じゆう毯たんの感触を確かめているようだ。

　スカーレットがずっと大事に抱えてきたのはこのリクガメ〝プリンス〟だったのだ。

「どう？　プリンス。ここが海の上だって信じられる？」

　スカーレットがカメを歩かせるのを見て、マイアは寝室に内側から鍵をかけた。

　乗船時に登録はしてあるが、メリーアンにはプリンスを連れてきたことを話していない。メリーアンは生き物が嫌いなのだ。連れてきたと知ったら小言の嵐は必至、下手したら卒倒されかねない。

「マイア、キャベツとジャガイモの容れ物はどこ？」

「ここですわ」

　マイアはその言葉を待っていたというように、手に小さな籠を持っている。そして、中からいくつかに等分されたキャベツとジャガイモをプリンス専用の皿に載せて、床に置く。

　プリンスは、しばらく美しい絨毯の上をもじもじと動き回っては首をゴムのように伸ばし、見慣れない光景に驚いていたようだったが、マイアに皿を勧められるとすぐ近寄ってきた。そして皿に前まえ肢あしで乗り上げると、まずはキャベツにかぶりつく。

　パクリと口に入れ、もっくりと嚙み締め、そしてむしゃむしゃと食べていく。あっという間にキャベツもジャガイモも平らげると、満足そうに動きを止める。

「もう眠くなったの？　じゃあね、ここで眠ってて」

　プリンスのために用意してきたラタンの籠を床に置くと、スカーレットはプリンスを抱えてその中に下ろした。

「やっぱり連れてきてよかったですね。お嬢様」

　プリンスを撫でながら寝かしつけているスカーレットを、マイアが見て、ほほえましそうに言う。

「そうね。慣れない異国に連れて行くのは可哀想かなって思ったけど」

「ええ、プリンスはお嬢様がいれば、どこだって天国でしょう」

「私がいればというより、キャベツとジャガイモとこの小さなベッドがあれば、どこでもいいのよ。ふふふ、なんて安上がりな子！　本当に、我がヴァンス家にふさわしいペットよね」

　ココココン！

　そのときせわしいノックの音が聞こえて、スカーレットは飛び上がった。

「スカーレット！　もう着替えは済んだ？　どうしてここに鍵がかかっているの？」

　スカーレットがプリンスのベッドを隅すみに隠したのを確認してから、マイアは急いで寝室の扉を開けた。

「メリーアン様。スカーレット様はまだ少々お疲れで……」

「男爵様がお茶にお誘いなのよ。早く着替えて」

「シークエンサ様が？」

　スカーレットはベッドに横たわってみせていたが、メリーアンの声に飛び起きる。

「ええ、一等船客用の英国式ティールームのお味が、とても素晴らしいんですって」

　彼がそう言うなら、どこにでも出向かなくてはいけない。

「お茶のドレスは……どれがいいかしら」

「シークエンサ様のパートナーとして恥ずかしくない、あまり子供っぽく見えないものにしなさいね。この船には著ちよ名めいな紳士、淑女ばかりが乗っているのよ。ああ、そういえばさっき、新聞王のアーサー・ライン氏を見かけたわ。作家シャモニー夫人も乗船のときご一緒だったし、シラー公爵夫人とライラ嬢も。イギリスのヘンリー大佐も乗ってらっしゃるって。そういう上流階級の方々ばかりなのだから……聞いてるの？　スカーレット！」

「聞いてるわ。叔母さ……メリーアン」

　メリーアンは言いだしたら聞かないことを知っているから、スカーレットもマイアも黙って従う。

「ではこちらでいかがでしょうか、メリーアン様」

「そうね、マイア。夕食会でもないし、パーティーでもないし、お茶を頂くだけなのだから、それくらいがいいわね。きっとシークエンサ様にも気に入っていただけるでしょ」

　マイアがクローゼットから選び出したフリージアのような黄色のドレスは、メリーアンの気分に合っていたようだ。

　基本的に、シークエンサが生地から選んでオーダーメイドしたドレスばかりだから、それほど見当違いがあるとは思えない。

「今のうちにディナーのドレスも決めておきましょう。そうね、これがいいかしら」

　クローゼットを勝手に開けて、ドレスを選ぶ叔母を鏡の中に見つめながら、スカーレットはぎょっとして尋ねた。

「もしかして食事のたびにドレスを着替えるの？　叔……メリーアン」

「当然でしょう。こういう席はね、お互いどれだけ素敵に、豪華に！　華麗に！　着飾ることができるか、どれだけ毎回違う装いができるか、どんな宝石を身につける財力があるのかを誇こ示じする場所なのよ？」

「でも私は、財力のある貴族じゃないし、着飾るような年じゃないし関係ないかなって思うの。宝石を虚きよ栄えい心しんから見せびらかすのはよくないって、おばあさまもよく言ってらしたわ。宝石は心を癒いやすものだって」

「スカーレット。あなたはシークエンサ様のために着飾らなくてはいけないの。この船の一等船室に乗っているような方々は、本物のお金持ちなの。シークエンサ様が婚約者に大したドレスも着せられないと思われたら、今後の商談にだって差し支えるわ。そうしたら、いずれ事業は振るわなくなり、あなたは転落人生に逆戻りよ？　それでいいの？　お父様で十分味わったことよ」

「それは、いやだわ……」

「でしょう？　だったらすぐに着替えなさい。この豪華なネックレスもつけるのよ」

　少々上手く誘導された気がしないでもなかったが、自分のせいでシークエンサに迷惑をかけるのは本意ではない。

「これがシークエンサ様がドレスに合うようにって、わざわざパリの老舗しにせの超高級宝飾店から調達してきてくださったアクセサリーセットね。さあ、もう好き勝手できる子供の立場ではないの。男爵様のパートナーとして、大人の振る舞いを見せてもらわないと困るのだから」

「───そう……よね」

　メリーアンは、さっきバトロイが運んでくれたアクセサリーケースの中の一つを手に取って、スカーレットの肌にあてがう。そして自身が鏡を見てうっとりとした。

「よく合うわ。本当、メレリオ・ディ・バレーの名に恥じない輝きの宝石に、素敵なデザインね。さ、早く。マイア手伝って」

　シークエンサの選んだドレスを着て、どこかの王国の女帝が身につけるような、肩まで広がるサファイアのネックレスをつけ、鏡に映る自分を見ると、何か違和感を感じる。

「ほら、スカーレット急ぎなさい」

　せかされて、スカーレットはその違和感を忘れることにした。

「どうだい？　支度はできたかな？」

　ノックの音がして、マイアが慌てて扉を開けに走っていく。

「どうぞシークエンサ様、こちらへ」

「ああ、素晴らしいね。スカーレット」

　彼は涼やかな青灰の眼を細めて賛美する。

　シークエンサの出いで立たちはいつも隙すきがなく決まっていて、服地も仕立ても見事なものだ。おそらく王室御用達の高級テーラーで作っているのだろうと思われる。

　会うたびいつも違う衣裳と靴、華麗な装飾の馬車だって、毎回新調しているように見えた。

（というか……婚約するまでに、片手で数えられるくらいしか会ってないのよね……私たち）

　忙しいシークエンサの代わりにいつもスカーレットの館を訪ねてきたのは、バトロイだった。

「ああ、これをこの部屋に飾ってくれ。記念すべき二人の楽しい船旅を祝っての贈り物だよ」

　彼はそう言って、スカーレットにミステリアスな蘭らんの花を渡してくる。

「まあ、ありがとうございます。マイラ！　早くその蘭を」

　張り切って礼を言い、受け取ったのはメリーアンで、彼女は大きな白いリボンの巻かれた蘭の鉢植えを、マイアに指示して花台の上に置かせる。

　シークエンサはその花を一輪摘つむと、スカーレットの髪に挿さした。

「私の作らせたドレス、よく似合うよ」

　大ぶりなアクセサリーを合わせると美しい、肩先まで見える襟えりのカット。大きなオーガンジーのパフ袖と、バッスルでお尻が膨らんだドレスは、少女と大人の女性との、中途半端な年齢のスカーレットにもよく似合う。

　シークエンサは満足げな表情で、年若い婚約者に微笑んだ。
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「さあ、どうぞ、こちらへ」

　彼はスカーレットをエスコートすると、部屋から連れ出し、手を取りながら廊下を進む。堅かた苦くるしい気もするけれど、こういうお嬢様扱いは、嫌いではない。

　メリーアンのエスコートは、シークエンサと共に来たバトロイが買って出た。

「ああ、ここだよ。〝カトレアルーム〟。この船内にいくつかある喫茶の中で一番見晴らしがいいそうだ。もちろん味の方もバトロイのお墨付きだ」

　スカーレットには、まるで迷路のように感じる広く複雑な船の中で、彼は容易たやすくプロムナードデッキの喫茶室を見つけ出す。

　バトロイが入り口に立つと、店内は混み合っているというのに、ボーイはすぐに、一同を窓際の一番よい席に案内する。

「あら、シークエンサ様もこちらの船に乗ってらしたのね」

　席に向かうシークエンサに、奥のテーブルに着いていた貴婦人が声をかけてきた。

「これはこれは、カーミラ夫人」

　シークエンサが、愛想よく答えた相手は若く美しいイタリア女性だった。

　ストロベリーブロンドの髪をゆったりと頭に巻きつけ、ダチョウの羽飾りと薔ば薇らのついたヘッドドレスで飾っている。ストライプのドレスは胸元だけ透けるふわふわに膨らんだチュール。手首にかけて大きく膨らんだ袖は、キュッと絞られてリボンで留められている。

（この方は、さっきデッキでバトロイさんと話していた女性……）

　ドレスは違うが、間違いない。

　そしてスカーレットの目を釘付けにしたのは、婦人の指に輝く、大粒のエメラルドだった。

　一目で吸い込まれる、独特の緑。そして本来なら価値を落とすはずである、細かく入ったクラックが、氷ひよう柱ちゆうのような涼しさと光の屈くつ折せつを生む、妙たえなる石。

（あ！　あれは……）

　その石を見た途端、祖母の部屋の奥に大切にしまわれていた、十二個の大粒の宝石の記憶が甦よみがえる。

（あれは……昔、おばあさまがコレクションしていた宝石の一つだわ。失われた〝十二の悪魔〟のうちの一つ。そのエメラルドが、なぜここに？）

　十年以上目にしてはいなかったが、あれほど見事な大きさとカットのエメラルドはそうはないし、あの独特の繊細なクラックによる煌きらめきは、多分唯ゆい一いつ無む二にのものだ。
















「スカーレット、こちらはダット公爵と令れい夫ふ人じんのカーミラ。イタリア滞在中は、よく社交の場でお世話をかけているかたがただよ。公爵はニースにも、ローマにも、もちろん、パリやロンドンにも居を構えて、手広く事業を展開していらっしゃる、大変懐ふところの深い方でね。私が駆け出しだった頃から何度も融資していただいたんだ」

「まあ！　なんて可愛らしいお嬢様なのかしら。まるでお人形のよう」

「ああ、本当に。金髪にエメラルドの瞳。もしや、噂の婚約者かな？」

「噂が流れておりますか？　お恥ずかしい。ええ、実はその通りなのですが」

　夫妻に褒ほめられてすっかり気をよくしたらしいシークエンサが照れながらスカーレットを紹介する。

「初めまして、スカーレットと申します。お目にかかれて光栄です」

　夫人はまだ二十代ほどで、公爵は白はく髪はつの恰かつ幅ぷくのいい初老の男性だから、かなりの年の差夫婦だ。だが、やはりスカーレットの意識は夫人の中指に輝くエメラルドに注がれる。

「シークエンサ君は、またイタリアで、たっぷりとリラを稼いで帰られるとみえる」

　ダット公爵が、白い髭を揺らしながらシークエンサに笑いかける。

「いやですね。私の渡と伊いは仕事だけだとお思いですか？　今回の旅はプライベートのバカンスです。バトロイに勧められましてね」

「とはいえ、シークエンサ君。有能な秘書で会計士も務めるバトロイ君が同行ではね。一働きしてきたとしか思えないな。バトロイ君も、今やすっかり著名なビジネスマンだな。裏街からシークエンサ君が拾い上げた、いたいけな少年とは思えない」

　公爵はバトロイの過去もよく知っているらしい。バトロイは薄い笑みを見せた。

「まあ、こちらにおいでなさい。そちらのシニョリーナがたもご一緒に」

　テーブルの近くで立って話しているシークエンサたちに、ダット公爵が席を勧める。

　彼らの席は窓際の一番隅で、六、七人がくつろげるほどゆったりとしたソファだ。

　そこにシークエンサ、スカーレット、メリーアン、バトロイが同席した。

　すぐにボーイがやってきて、注文を聞くと、またたく間にお茶やお菓子を用意して戻ってくる。

「で、シークエンサ様。こちらの美しいご婦人とはどういうご関係なの？　まさかご両人ともあなたの恋人ではないでしょう？」

　公爵夫人はずっと気になっていたというふうに、メリーアンを見て話を向ける。

「こちらのレディはメリーアン嬢とおっしゃいます」

　シークエンサは、気を遣ったのかメリーアンのことを〝夫人〟ではなく〝嬢〟と紹介した。その方が面倒な説明をせずに済むと思ったのかもしれない。

「スカーレットの姉です。メリーアンとお呼びください。妹の介かい添ぞえを務めております」

「おやおや。これほどお美しいレディを二人もお連れとは。両手に花とはこのことだね」

　コーヒーを飲みながら、ダット公爵はスカーレットとメリーアンを見ながら笑いかける。

　皺しわだらけの太い指には、指の幅より大きなサファイアの指輪がいくつもはめられている。公爵もかなりの宝石好きらしい。

（このサファイアは……どうかしら。ううん、見覚えないわ。〝十二の悪魔〟のサファイアは、もっとずっと独特の輝きだった）

　祖母は名高いコレクターだったが、〝十二の悪魔〟と呼ばれる、密ひそかな噂としてだけ存在していた宝石たちを所有しているのが何者かは、誰にも秘密にしていたのだ。

『呪われた十二の宝石をすべて集めれば、どんな恐ろしい願いもどんな大きな願いも叶えられる。それは、宝石に宿る悪魔が邪悪な人間の味方につくからだ』

　そう言われていた妖あやしい魔石たち。

（そのうちの一つに、この船の上で出会うなんてどういうこと？　おばあさまが私に何かを伝えようとしているの？　〝十二の悪魔〟を手放したことを責めてるの？　宝石たちを取り戻しなさいって？　でも……）

「シークエンサ様といい、バトロイ様といい、イギリスの男性は本当にお優しいですわ」

　ミルクティーを前に、無口なスカーレットの代わりに話を繫つないでいるのはメリーアンだ。

「お二人とも、今度是非、我がダット家がロンドンで主催するパーティーにいらっしゃるといい。女王陛下もおいでになるかもしれません」

「まあ、本当に？　光栄ですわ。是非お招きください。ねえ？　スカーレット」

（今、そのエメラルドのことを訊いたらダメかしら。散さん逸いつしてしまった宝石をどこで手に入れたか知りたい……）

　テーブル越しにカーミラ夫人の宝石を見つめるスカーレットに、誰かが呼びかけている。

「───ット？　ねえ、スカーレット？　どうしたの」

「え？　あ、ごめんなさい。ちょっと、船に緊張しちゃって……」

　恰幅のいいダット公爵が、それを聞いて豪快に笑った。

「初うい々ういしくて可愛らしいことだ。初めての船旅、しかも初めての外国なら、いたしかたない。揺れはあまりないようだが、船にも酔っているのかな」

　宝石のことが気になる。でも今ここで突然話題にしていいのか、とても躊ちゆう躇ちよしたが、口が勝手に開いてしまった。

「あの、そのエメラルド、とても素敵な宝石ですね。どちらでお買い求めになられたのですか？」

　夫人は一瞬虚きよを衝つかれた様子だったが、すぐに真っ赤な唇で、にっと微笑みを浮かべる。

「素敵でしょ？　私もとっても苦労して手に入れたの。嬉しいわ。そう言っていただけて」

「やめてちょうだい。スカーレット！　不ぶ躾しつけが過ぎるわ。夫人が驚かれているじゃないの！」

　メリーアンが小声でスカーレットをたしなめる。いや、たしなめるというより、責めたてている。

「あら、いいのよ。私も素敵なドレスやアクセサリーを他の女性が身につけていたら気になってしまうもの。それだけお気に召してくれたってことよね。これはね、曰くつきのエメラルドなの。昔からこの緑色に憧あこがれていて、ずっと捜してもらっていたのだけれど、最近になってやっと手に入ったと、宝石商が持ち込んできたのよ」

「はい。あの。でもその宝石はきっと邪悪な……」

「もっと近くでご覧になる？　中に氷柱のようなクラックがあるのだけれど、それが本当にキラキラ輝くの」

　夫人は自慢のエメラルドに興味を持ってもらったのが嬉しいらしく、スカーレットの顔の方に指を差し伸べる。

　スカーレットは夫人の手を取って、その緑をじっと見つめる。

　透明で深い緑、とてもとても澄んでいて、大粒の宝石の中に引き込まれそうだ。

　まるで、中に何かが棲すんでいそうな妖しい輝き。見る者を捉とらえて離さない。

（……これは……これは間違いなくおばあさまの〝十二の悪魔〟の中の一つだわ……）

『───哀しいの……淋しいの……あの人はどこ？』

（───え？）

　スカーレットが指輪に触れた途端、声が聞こえた。

　突然、ぐらりと世界が揺れた。

　そして頭上にどんより濁にごった空が見えた。周囲には自分を見上げる人々。

　突然、首の後ろに痛みが走る。鮮血が飛び散る。

　人々の声が消える。そして代わりに大きなカラスがそこここで鳴き、騒いでいる。

（何？　これは。宝石が昔見ていた光景なの？　おばあさまは、宝石は周囲の光景や感情を写し取るって……）

『スカーレット……これはアミュレット。邪悪なものから身を守る石よ。〝十二の悪魔〟にも冒おかされることはないわ』

（何？　なんなのこれ？　いや……！）

　スカーレットは夫人のエメラルドから指を離した。その途と端たん、重苦しい空気がすうっと自分の中から消えていく。潮が引いていくかのように。

　周囲の音が戻ってきた。もう周りにあのどんより濁って重い空はない。カラスだって当然いない。あの声も聞こえない。

「あ……」

　スカーレットが感じていたほど、このテーブルを囲む人々の時間は経ってはいないようだった。

　不思議な顔をして、夫人がスカーレットを見ている。隣ではメリーアンが困こん惑わくした様子で、周囲に向かって笑顔を作り、言い訳をしている。

「スカーレットったら。すみません。この子、宝石がとても好きなもので」

「いいのよ。私も好きだわ。この輝きは、どんなイミテーションにも真似できないわよね。たとえ怪盗に狙われようと、本物を身につける喜びには代えられないわ。でも……スカーレットさん、顔色が悪いわね。お部屋に戻って休まれた方がいいんじゃなくて？　気分がよくなったら私の部屋においでなさい。宝石のコレクションをたくさん持ってきているの。興味があるなら見せて差し上げてよ」

「はい……」

　この場にいるのが少し恐くて、スカーレットは慌てて席を立つ。でも本当は夫人のことが心配だった。スカーレットはあのエメラルドに触れただけで、途端に気分が悪くなったのだ。ずっと身につけている夫人は大丈夫なのだろうか。

「大丈夫かい？　スカーレット。夕食まで休んでいていいから」

　シークエンサは、心配そうにスカーレットを見上げたが、席を立とうとはしない。

　仕事のお得意様でもあるダット公爵のお相手が最優先で、場を外すことはできないのだろう。

「では、私がお部屋までお送りしましょうか」

　代わりにと、バトロイが席を立つ。

「ありがとう、でも大丈夫ですから」

「私のことならお気になさらずなんでもお申しつけください。いずれ彼の奥方になるのですから、私にとっても主人同然。……私はシークエンサの犬ですから」

「そんなっ、バトロイさんはあくまでシークエンサ様の片腕です。私は犬だなんて思えませんから」

　慌てて喫茶室をあとにするスカーレットに、バトロイは微笑みを向けた。

　驚いた。

　冗談なのか、本気なのかわからなかったが、彼がシークエンサの言うことをなんでも聞いているのは本当らしい。よほど強い信頼関係が築かれているのだろう。

（でも私は……本当は気分が悪いわけじゃない。だって、今はもうなんともない。やっぱりあのエメラルドのせい……あれは魔力？　あれが魔力？　おばあさまが言っていた呪い？　私、どうしたらいいの？　だってあれは今カーミラ夫人の所有物で、買い戻すことなんてできない。お金もないし……夫人はあのエメラルドをすごく気に入っていたし……。ううん。それよりもこんなに出来た話ってある？　私が過去のことはすべて諦めて新天地に行こうとしている矢先に、お金持ちと結婚しようっていうこのときに、なんで呪いの宝石が現れるの？）

『スカーレット、このマーメイド・ブルーサファイアは人魚の石と呼ばれているの。でも不吉な死を呼びすぎて……元々大きな石だったものを二つに割って雫しずく形がたにして〝恋と愛と幸運のお守り〟に生まれ変わったの……』

　祖母の言葉を思い出しながらずっと悶もん々もんとし、足元ばかり見て歩いていたスカーレットは、はたと足を止めた。

　見たこともない場所にいる自分に気がついたのだ。

「ここは……どこ？」

　来たときと同じ廊下を歩いてきたつもりだった。でもここは明らかに知らない場所だ。

　甲板を奥に歩いてみる。横に延びる通路も覗いてみる。

　似たような扉がずっと並んでいた。番号が振られているから、客室だ。

　でも、その扉の数字を見ても、自分の部屋の番号とは似ても似つかない。

「客室……じゃないのかな。それとも一等船室じゃない？」

　さらに奥に進んでみて、そして階段を上がってみた。ティールームに行ったときのような豪華な階段じゃない。すれ違う人の服装も貴族や上流階級の人のものじゃない。中流階級か、もしくはもっと下の階層の人のようだ。

（やだ、私迷っちゃったの!?）

　きょろきょろと周囲を見回しながら、不安の中を歩くスカーレットは、曲がり角に出ても気がつかず、向こうから歩いてきた人に思い切りぶつかった。

「きゃ」

　勢いよくはじき飛ばされ、壁に肩を打ち付ける。

　履き慣れないハイヒールが片方脱げて、通路の反対側へと転がっていく。

「大丈夫ですか？　お怪け我がは」

　床にしゃがみ込んだスカーレットに中低音の声がかかり、すっと綺麗な手が差し出される。

「あ……りがとう、大丈夫です」

　女性の手かと思ったが、それにしては指が長い。ふと顔を見上げると、綺麗な黒髪が流れる頰、通った鼻筋、そして何より印象的な矢や車ぐるま草そう色の瞳。

「あなた……」

　間違いない。出港前に埠ふ頭とうで会った少年だ。

「ああ」

　彼もスカーレットの顔をしみじみと見つめて、〝どこ〟であった、〝誰〟なのか思い出したようだ。

「服が違うし、髪形も。結構化けるね、お姫様」

「化けるなんて失礼ね。あなた、ええと……フォスター・ＶＶ・クアメロット」

「へえ……よく覚えているな。えらくトロそうで記憶力悪そうなのに、意外だった」

「え？　今……なんて」

　何かすごい暴言が聞こえた気がした。この神秘的なまでに美しい少年の口から放たれたとは思えないような言葉だった。

「ああ、いえ。なんでもないよ。失礼しました。お姫様」

　少年は、スカーレットの手を引き、起き上がらせると、自分は跪ひざまずいて脱げた靴を履かせてくれる。

　立ち上がった彼は、だだっ子にするような大人の笑みをスカーレットに向けた。

「あの時、船に呼ばれたって言っていたわね。あなた、物体の声が聞こえるの？」

　ふと口にしてから、改めて変なことを言ってしまったと顔を赤らめる。ついさっき、エメラルドからおかしな声がしたから、もしかしたらそれは案外普通のことかとも思った。今はかなり動揺していて、だからなんだか自分を肯こう定ていしてやりたい。

「ずいぶん面白いことを言うお姫様だな」

　スカーレットは改めて、しげしげと彼を見た。

　埠頭で見たときと違って、ずいぶん綺麗であか抜けた服装をしている。

　黒いジャケットに白いシャツに黒いタイ。灰色のベスト。ズボンだって、ちゃんと彼の長い足に合わせた丈たけで、しっかりとプレスもされている。靴も新しそうな革靴で、見違えるようだ。

「その服はどうしたの？」

　思わず出た言葉だったが、それは彼にとって侮ぶ辱じよくに聞こえたようだ。

　不意に眉を吊り上げて、美しい青みがかった瞳をきつくする。

「盗んだとでも言いたいのかな？　お姫様」

「え？　まさか。だって、昨日のトランクの中には入っていなかったみたいだから、どうしたのかなって……」

「───別に、俺の服のレパートリーは、お姫様に話すことじゃないだろ。俺の下着の枚数とか色とか形とか知りたいの？」

「ああ、そうよね。ごめんなさい！　気を悪くさせたなら本当にごめんなさいっっ」

　少年は、仏ぶつ頂ちよう面づらをしたまま踵きびすを返して、ぷいっと向こうに行ってしまいそうになる。

「あの！　ねえ、ごめんなさいってば。あやまってるのに……」

　慌てて追いかけて彼の腕を取ろうとしたスカーレットは、また勢い余って彼の体につんのめって倒れ込む。

　ぎゅっと摑んだ少年の腕と腰。ものすごい体勢だ。

「また……か。俺に触りたくてわざとやってるのか？　そういう趣味？」

「ご、ごめんなさい。悪気はないの。ちょっとヒールに慣れてなくて」

「ま、悪気があったら、それはそれですごいトンチンカンな所しよ行ぎようだと思うけどね」

　少年は呆れたようだったが、スカーレットの腕を取り、しがみつかれていた体を器用に剝はがしてゆっくりと抱き起こした。

「大丈夫？　そそっかしいお姫様」

「私！　そそっかしくなんか……！」

「どう見てもそそっかしいよ。違うというなら、今すぐ俺のこの手を離すけどね」

　それは困る、今離されたら、まだバランスを崩して確実に転べる体勢だ。

「そそっかしいです。それで結構です！　いくらでも罵ののしってくれて結構です！」

　フォスターはにやっと笑って、そしてスカーレットをちゃんと立たせてくれる。

「ねえ、君さ、付き添いのメイドは連れてないの？　転ばないよう手を引いてくれる貴族の彼氏とかさ」

「い……いないわ！　そんな人、いるわけないじゃない！」

　ついムキになってそう言ってしまった。

「ふうん。結構可愛いのに、案外満たされていないんだ、可哀想に。じゃあさ、これから俺いいところに行くんだけど来る？　神かみ業わざを見せてあげるよ」

「か、神……業？」

　フォスターは、すいっとスカーレットの髪に手をやったかと思うと、そこから赤い薔薇の花を次々と取り出してくる。

　最後にシークエンサの挿した蘭の花を抜いて目の前に見せると、手に包み、大輪の真っ白な薔薇に変えてしまった。

「すごいわ！　すごいわ！　あなた手品師なの？　どうやったの？」

「これからマジックショーがあるからさ、行ってみないか？　きっとこの、何もない通路を延えん々えんと散歩するより退屈しないことは請うけ合あうよ」

「マジックショー!?　すごい！　すごく行きたいけど、実は私、道に迷ってここに来たの。最上階のカトレアルームっていう喫茶室から、自分の部屋に戻ろうとしただけなんだけど、気がついたら全然知らない場所にいて、焦ってたらもっとわからなくなって」

「カトレアっていうと、Ａ甲板のベランダカフェや、喫煙室の近くかな」

「たぶんそこ」

「え！　プロムナードデッキのティールームから帰るのに、こんな下で端っこの、三等客室の方までさまよい歩いたのか？」

「うん、多分……」

　フォスターは、しばらく無言でうなだれている。

「え、どうしたの？　私もう、自分の部屋に帰れないの？　夕食は十九時頃って言われているのに、そんなに遠くまで来ちゃったの？　どうしよう……」

「雪のコルシカ島で遭そう難なんしたわけじゃないんだから、そんなに大げさに騒ぐなよ」

「だって！　実際歩いても歩いても、全然お部屋にも行けないし、元のところに戻れないんだもの。これはれっきとした遭難よ！　私、また怒られる」

「それはさ、姫が適当に歩き回りすぎたんだろ。そもそも、一等船室のフロアから、このあたりのエリアには何枚か扉があって、ちゃんと鍵やら注意書きやらがあるはずなのに、それにも気がつかないで来たなんて、まったく。俺の考えの、遙か上を行く人だな」

「注意書きなんてあったの？　やだ、ごめんなさい！　入っちゃいけない場所だったのね」

「違うよ。本来は二等や三等船室の客が、一等船客用の貴族や金持ちのいるフロアに立ち入らないようにするための扉だ。下々の者が入り込んだら汚らしいからな」

「汚らしいなんて、思うわけないのに」

　スカーレットだって、屋敷にいたときは汚れてもいいようなドレスばかり着ていた。

「そう思う連中が多いんだ。いや、ほとんどだな。君のお姉さんとか、そういうタイプだろう」

　フォスターは吐き捨てるように言って、瞳を険しくする。

「お姉さん？」

「ん？　一緒にいた人、お姉さんじゃないのか？　あの口やかましい美人」

「えっと……」

「怒られる前に部屋に戻ったほうがいいんじゃないか？」

「あのね、お願い。一人だとちょっと不安で……私を部屋まで連れて行ってくれない？　マジックショーを見たあとでいいから」

　一瞬、フォスターは強こわ張ばった顔をしたがすぐにおかしそうに微笑んだ。

　美しい、こぼれるような綺麗な笑顔だ。

「了解。じゃあ、行くか」

「あ、ねえ、すぐ近くよね？　そのマジックショーがあるところ」

「ああ、もうそこだ」

　フォスターはそう笑って、さりげなく、ごく自然にスカーレットの手を引いた。

　シークエンサが澄ました感じに手を引くのとはまったく違う。なんだか心が弾むような、ワクワクするような、そんな感じ。

（どうしてかしら……。でも、今はあのエメラルドの呪いとか、出どころの謎とか、叔母さんのお小言も忘れられそう）

　もちろん、心の奥では気になって仕方ないのだ。あれはおばあさまの宝物なのだから。

（そして本物の呪いの石……おばあさまが一番奥の部屋にしまい込んでいた危険な宝石。やっぱり他の石もすべて世界中に散らばってしまっているの？）

『スカーレット……この扉の奥の宝石は持ち出してはいけないわ。特に〝十二の悪魔〟はこの家から出してはだめ。もし私がこの世から消えたら、あの人に渡してちょうだい。あの人もいなくなったら、あなたが愛する誰かと守りなさい。よくない人間に悪用されないように……』

　スカーレットは祖母の言葉を思い起こしながら、フォスターについていく。彼は扉を何枚か通過して、ラウンジに入る。

　もう外も薄暗くなっていて、照明が船に点ともり始めていた。

　窓の向こうに広がるのは、一面の美しい夕景。オレンジ、紫、朱に金色に紅茶色。水平線にたなびく雲も同じような色調に染まっている。

　美しいような妖しいような、海の上で見る夕暮れ。もうじき、すべてのものが吞み込まれそうな闇が来る。

「お姫様はあそこの席に座ってて」

「スカーレット、よ」

「え？」

　彼は聞き間違いかと思ったようで、怪け訝げんそうに訊き返す。

「〝お姫様〟じゃなくてスカーレットよ。そう呼んで」

「じゃあ……スカーレット。そこにいて」

「あなたは？　フォスター」

「すぐ戻るよ」

　そう言ったものの、スカーレットが指示された席に座っても、彼はまったく姿を見せない。

　見るからに自分の格好は周囲から浮いている。スカーレットはもじもじしながらフォスターを待つ。

「ねえ、一等船室のお客さんだよね。二等のラウンジまでマジックを見に来たの？　お嬢さん」

「お嬢さんでもないわ！　スカーレットだってば」

　いつの間にか隣の席に人がいた。

　灰色のウールのズボンに同じ素材のジャケット。黒いベスト。細かなラインの入っている深い緑のタイ。革のブーツ。どことなくイギリスの学生を思わせる出で立ちだ。青年とも少年とも、どちらとも取れるような雰囲気の彼は、スカーレットがいきなり名乗ったことに少々驚いた様子だった。だがすぐに親しげに顔を寄せてくる。

「じゃあ言い直すね。〝スカーレット様〟」

「すごい皮肉ね。そんなに身分が関係あるの？」

「あるよ。だってここは一応二等船室のお客用のラウンジだもの。ちょっと浮いてる格好でしょ？　君」

「ああ、そうなの？」

「うん、そう」

「ごめんなさい。私、二等船室のフロアには入っちゃいけないって知らなくて。フォスターが連れてきてくれたんだけど、特別料金が必要なのかしら？」

「まさか、いいんだよ。へえ、フォスターが君を連れてきた、ね」

「そうなんだけど、何か」

「君、フォスターがいつも一緒にいるようなタイプの女性じゃないなと思って」

　喜んでいいのか悲しんでいいのかわからず、スカーレットはただもじもじと左手の指輪をかまう。

　彼はフォスターと同じような、どことなく色めいた視線をスカーレットに向けてきている。

「僕はジェイ。ジェイ・フォレット。どうぞよろしく」

　そう言うやいなや、ジェイは迷うことなくスカーレットの左手を握ってくる。スキンシップが得意な、積極的な性格らしい。

「ねえ、その指の大きな宝石、綺麗だね。本物の最高級ダイヤモンド。二十カラットはあるかな。しかもそれ、メレリオ・ディ・メレーのものじゃないかな。一六一三年から創業しているグランサンク最古のブランドの」

「え？　ああ、私はよく知らないの。でも高価なものだとは思うわ。あなた詳しいのね」

「宝石はフォスターが詳しいんだ。よく貰うからね。その知識をお裾すそ分わけしてもらってる」

　彼も、フォスターもそういうものには縁がなさそうな若さと風ふう貌ぼうだから、とても意外だ。

「けど、本物のダイヤをこんな薄暗いラウンジにつけてきたら危なくない？　怪盗〝海の魔物〟がこの船に乗っているかもしれないのにさ。盗まれちゃうよ」

「〝怪盗〟？　なんなの？　それ」

「目立った貴族の豪華な宝石や金を狙って盗む怪盗だよ。悪い貴族や悪徳商人からしか盗まないから、市民からは義ぎ賊ぞくだって言われている。知らない？　けっこう有名なんだけど」

「初めて聞いたわ。その名前が〝海の魔物〟？」

　どこか覚えのある言葉と思ったら、昔、おばあさまが言っていた、海に棲み、悪者を引き込む魔物のことだ。

「でも、悪い人から奪うならいい盗賊よね」

「へえ、さばけたご意見だね。貴族のお姫様にしては」

「ええ。生まれはそうでも、私のうちも悪い人にだまされちゃったようなものだし。で、あなた、ジェイさん。フォスターのお友達なの？　彼、どこに行ったか知っている？」

　いい加減、戻ってくるのが遅すぎる。このままここで放置されたら、部屋に一人で帰れない。

「ああ、天才奇術師なら、ほら、あそこだよ」

「〝天才奇術師〟？」

　ジェイは金色の前髪の下の、くっきりとした栗色の瞳を向こうに向ける。

　いつの間にか、ラウンジの一角にスポットライトが当たっていて、一つのテーブルと一人の少年が浮かび上がっていた。

　小さな星をちりばめたシルクハットを被かぶった少年。白手袋の指先を頭上に掲かかげ、細かく揺らし動かして、ハットを思い切り空中に投げると、天てん井じようから金の星が花はな吹雪ふぶきのように降ってくる。観客の女性の黄色い声が上がった。なんだかすごい人気者のようだ。

　スポットライトを浴び、舞い散る星の中ステージに立って、次にカードマジックを披露しようとしているのは、紛れもなくフォスターだった。

　華麗な指ゆび捌さばきにばかり気を取られていたスカーレットは、啞あ然ぜんとして彼の顔を見つめた。

　ライトの中に浮かび上がる彼は、さっき通路で会ったときよりいっそう高貴な雰囲気を醸かもし出している。

　舞台映えする顔立ち。流れる黒髪、その黒髪の向こうに覗く、矢車草のような青紫の瞳。

　鋭く、そして涼やかな瞳が、凝ぎよう視ししていたスカーレットに気がついたようにふっとこちらを向いた。

（フォスター・ＶＶ・クアメロット？　噓。なんであの人があんなところで……!?）

「ちょっと待って。〝天才奇術師〟ってフォスターのこと？　じゃあこのマジックショーって、全部彼が自分でやるの？　彼のショーなの？」

「そう。若き天才奇術師だもの。こういう豪華客船が僕たちの仕事場。海の上のステージってわけ。以前は街のレストランなんかでもやっていたんだけれど、腕を買われて呼ばれるようになったんだ。僕も彼も、イタリアとイギリスをよく行き来するから、船代が無料になって助かってる」

　答えながら、ジェイは楽しそうにステージ上の少年に拍手を送った。

　どうりで、さっき廊下で薔薇の花を出して見せてくれた手つきは、素しろ人うとのものじゃなかった。

　それに、船に乗り込むときに言われた『サービスしてね』という言葉の意味もこれでわかった。

　彼の周囲には、大勢の女性たちがひしめいている。

　フォスターの奇術があざやかに成功するたび、彼女たちは紙し幣へいを投げ、花を投げ、興奮すると手から外した指輪なんぞを投げている。

「すごすぎ……」

「だろ？　あの通り、美形の天才奇術師だからね。モテモテ」

　ご婦人たちの髪を彩いろどる花や羽、そして大きな帽子や、膨らんだドレスの隙間から、スカーレットはテーブルのマジックを覗き込む。

　綺麗な指先、その指先がカードをなめらかに繰くっていく。

　生きているもののように、カードはつるつるとテーブルの上に流れ、川をつくり、そしてまた奇術師の美しい手に戻る。

　軽やかに、なめらかに動く白い手袋の指先に、紅いアラベスク模様のカードがよく映える。

「では、こちらのカードの中から一枚引いてください」

　一度、綺麗に整えたカードの山をもう一度指先で扇形に広げて、その手は一番手前にいる年配女性の前に差し出される。

「ええ、マーム。あなたに選んでいただきたいのです」

　フォスターが、テーブルの一番近くの婦人に柔らかな営業スマイルを見せて言った。

　女性が引いたカードは、テーブルの上で五十一枚のカードと丹念に混ぜられ、そしてまた彼の手で束ねられる。再び山となったカードの中から、指先がつと一枚のカードを押し出した。

「ではマーム、このカードを引いてみてください」

　再びそのカードを引いた女性が、その瞬間、驚きの表情と歓喜の声を発した。

「まあ！　すごいわ。どうして私の引いたカードがまた現れるの!?」

「天才奇術師の手にかかれば、それがごく普通の現象ですよ。お美しいマーム」

　にこやかにそう言って、彼はまた、夫人へ向かって優雅に指を差し出した。

　その指には、つい今しがた、夫人の胸を飾っていた大きな南洋真珠のネックレスが載っている。

　夫人はその業わざに感動して、フォスターの頰にキスをしながらネックレスをかけてやった。

（今の真珠、本物だった。要するに、あんな高価なものを貰っちゃったってこと？　なんだかすごいわ。この人……）

　フォスターにとっては珍しいことではないらしく、彼は新たなるカードマジックに取り組み始める。

　今度はカードを、テーブル下から取り出したシルクハットの中に放り込み、それを逆さまに振って、カードすべてが消え去ったことを見せて喝かつ采さいを浴びる。

　それからなめらかな動作で、耳の後ろから、何かを取り出した。大きな白いクジャクだ。

　もちろん、そんなところに最初からクジャクがいたわけはない。

　肩の上で大きく尾羽を広げたそれを、彼は両手で天井に投げ上げた。と、そのままクジャクは、天井で霞かすみのように消えてしまった。

「クジャク、どうなったの？　ねえ。あれ本物？　からくりよね？　死んでないわよね？」

　動物好きなスカーレットとしては、白クジャクの身の上が心配で仕方がない。

　金色の髪の下から、ジェイは、人なつこい栗色の目で愉ゆ快かいそうに見つめてくる。

「大丈夫。クジャクは上の暗あん幕まくの間に渡してある止まり木に留まっているから」

「そう。よかった……でもいつの間にクジャクなんか……」

「天才奇術師だもの。クジャクくらい簡単さ。彼には出せない物はないんじゃないかな」

「───宝石でも？」

「え？」

「世界にたった一つしかない。呪いのかかった宝石。世界中に散らばってしまった宝石でも出せるのかしら」

　その声が届いたのか、フォスターがふと手を止めて、そして次のターゲットをラウンジの客の中から選び出す。

「そちらの金髪のお姫様、そう、サファイアのネックレスをしているレディ、引いてみませんか？」

　スカーレットの前に壁となって立ちはだかっていたご婦人がたが、嫉しつ妬と心しんを燃え立たせながら後ろを振り向く。

　フォスターはスカーレットのことを見ている。そして彼女に手を差し出している。

　前方にいた女性たちがしぶしぶ開けた隙間を通って、スカーレットは進み出た。

「さあ、どれでもどうぞ」

　フォスターはまるで初対面の人のように接して、クジャクの尾羽のごとく広げた紙をスカーレットの前に差し出す。それはなんと、本物の紙幣だ。しかも五万リラ紙幣。

「───これ」

「では。この端を持ってください」

　スカーレットはどきどきしながら言われた通りに半分に折りたたまれた紙幣の端を持つ。と、突然フォスターがそれを真ん中で破り取って、マッチを擦すって火をつける。

「えっ。やだもったいない！」

　思わず、スカーレットの口から本音が漏れる。

　だが、フォスターは平然として、燃えかすとなった紙幣の欠片かけらをトレーに載せ、残ったもう一方の切れ端はスカーレットに握らせた。

　フォスターはそれをスカーレットの手ごとつまんで、トレーの燃えさしの上で一、二度あぶるような仕草を見せた。

　そして、スカーレットの手を広げさせ、握られていた紙幣の欠片を引き上げると、それは見事元通り、燃える前の紙幣に戻っていたのだ。それどころか、そのお札を開くと、次から次へと新しいお札が飛び出してくる。

　お客はきょとんとし、それからしばらくの沈黙ののち、拍手喝かつ采さい、会場中が沸き返る。

　男性はもちろん、女性も立ち上がって称しよう賛さんしている。フォスターにおひねりを飛ばしている者もいた。

「ブラボー。ブラボー」と、喝采は止まなかったが、彼はハットの中から二羽の鳩を取り出し、空中に舞い上がらせると、素早く小道具を回収して緋ひ色いろのカーテンの奥へと滑り込む。

　あっという間の退場だった。

「すごいわ！　ねえジェイ。本当にすごい……！」

「どうだった？　スカーレット。マジックは楽しめたかい？」

　今の今までスポットライトを浴びていたフォスターは、もう客席に戻ったスカーレットの背後にやってきていた。

「ええ！　もうそれはすごくって！」

「それはよかった。じゃあそろそろ、姫を部屋に送り届けないとな」

「え？　ヴィヴィ、もう彼女を帰しちゃうのか？」

「ああ、ディナーの約束があるらしい」

「そっか、じゃあ仕方ないよな」

　ジェイもうなずき立ち上がる。

　三人がラウンジを出ようとしたそのときだった。

「おい！　誰か俺の財布を知らないか？」

　向こうの方で、酒に酔っているらしい男が立ち上がり大声で喚わめきだした。

　髭ひげ面づらの男が、赤ら顔を周囲に向けて喚き散らしている。

「ねえ、指輪と財布が盗まれたんですって。まさか最近噂の〝海の魔物〟の仕業じゃないのかしら？　この豪華客船も、あの怪盗に狙われているのではなくって？」

　宝石を身につけた婦人が、連れにそっと耳打ちしている。

「〝海の魔物〟は義賊なんだろ？　あくどいことで稼ぎまくっている金持ちしか襲わないって聞いているぞ。そもそも、ここは二等船室。あんな大した金もなさそうな男の財布や指輪なんて盗とるものか。そんなことをしたら〝海の魔物〟の名折れだろう」

　豪華客船に現れる怪盗の話とあって、乗客はそこそこ〝海の魔物〟の噂を耳にしているらしい。

「ああ、酔っぱらいだ。面倒なことになりそうだな。行くぞ」

　フォスターは醒さめた目で男を見たあと、早々にスカーレットを促うながしてラウンジから出ようとする。

　ジェイは、もう扉を薄く開けて、素早く抜け出している。

「え？　捜してあげないの？　お財布盗まれたら大変じゃない？」

「あの様子だと、それほどの金額は入ってないと見た。姫は時間がないんだろ。厄やつ介かい事ごとに関わると、部屋に戻れなくなるからな」

　フォスターの言うことは確かだ。

「そうそう。まず怪盗〝海の魔物〟の仕業なんかじゃないね。まあ、僕たちは関係ないから行こう。警備員でも来ればなんとかするでしょ」

　騒ぎが大きくなる前にと、フォスターはスカーレットをラウンジの扉の外に押し出した。

「その怪盗って、この船にも乗っているのかしら」

「さあね。めぼしい宝石を持っていて、なおかつ悪いことをして手に入れた客になら、そろそろ予告カードを送りつけてくる頃かもね。ねえ？　ヴィヴィ」

　ジェイはフォスターの方を見ながら同意を求める。彼はフォスターを愛称で呼ぶほど親しい間柄らしい。なんだかちょっとうらやましい。

「予告カード？」

「あれ？　知らないの？　怪盗の真っ赤なカードのこと」

　ジェイが意外そうに、スカーレットの顔を見る。

「ジェイ。お喋りはそろそろやめだ。さあ、この扉の向こうが一等船客のエリア。その大階段を三階上った突き当たりが特別室だよ」

　先頭を歩いていたフォスターが、扉を前にして立ち止まり、スカーレットを顧かえりみる。

　足下の絨じゆう毯たんは、この扉の向こうで、さらに厚みも高級感も増すのだ。

「ここまで来れば、さすがの姫ももう大丈夫だろ」

「ええ。ありがとう……あの！　でも私……！」

　スカーレットは躊ちゆう躇ちよしながら顔を上げる。

「おい、噓だろ？　まだ迷う気か？　この距離で!?　大階段を上がってまっすぐ行けばいいんだぞ」

「違うの。あのね！　お礼に部屋に寄っていってお茶でもいかが？　まだ夕食まで少しあるし」

「いいよ。庶民の俺たちが特別室なんて恐れ多いだろ。服だって正式な礼装とはいかないし」

「でも！　じゃあ、ええと……プリンスに会っていって」

「プリンス……って、あの、ストールに包んだ固いモノか」

「ペットのリクガメなの。船に乗ってから、ちょっと元気がなかったような、気がして……」

　なんとなく、このまま別れるのがいやだった。だからちょっとだけ噓をついてしまう。

　なんだかんだ言っても面倒見のよさそうな彼のことだ、相談には乗ってくれそうな気がする。

「ヴィヴィ、行ってあげたら？　おまえそういうの得意じゃない。動物詳しいし」

「なんだよ、その他人事な言い方は。俺だけか？　ジェイは？」

「やだな、僕はお仕事があるから無理だよ？」

　フォスターはすぐにジェイの言葉に納得すると、スカーレットを顧みた。

「わかった。寄らせてもらおう。ジェイ。またあとで」

　ジェイは片手を挙げて挨拶すると踵きびすを返し、廊下を一直線に戻っていく。

　そしてスカーレットとフォスターは、扉をくぐると、吹き抜けの大階段を上がっていった。

　照明を掲かかげている少年像と、名誉と栄光を象徴する二体のニンフが飾られた壁時計のある踊り場を通過すれば、特別室の並ぶＡデッキに出る。

「ねえ、さっき貰っていたネックレスや指輪はどうするの？」

「どうって？　まあ、あまり自分でつける趣味はないから、とっとく。必要になるまで」

「お金に換えたりはしないの？　ほとんどが本物だったみたい。質入れしたらかなりの額になるわ」

「しないね。俺がそんなことしに行ったら、盗んだ物じゃないかって疑うたがわれるし、並べて飾って眺めていた方がいいじゃない。綺麗だよ、宝石は。それに、鉱物には種類によって様々な効能や癒しの効果があるんだ」

「ふうん……変わっているのね。あなた宝石が好きなの？」

「〝変わってる〟か？　姫も好きなんだろう？　俺の指輪、じっと見てたし」

「え」

「『手入れが悪い』とか、『もっと磨けよ』とか、『あれは本物なら石だけで何万リラくらいするかしら』、とか思ってただろ？　そういう視線だったぞ」

　気づかれていたとは思っていなかったから、スカーレットは顔を真っ赤に染め上げた。天才奇術師は読心術も心得ているのだろうか。

「ご、ごめんなさいっ。でも、値ね踏ぶみまではしていなかったわ」

「へえ」

「本当よ！　本当なんだからね」

　ムキになるスカーレットを、フォスターは楽しそうに見つめている。

「まあいいけど。これを本物と見抜いただけでも見事な鑑かん識しき眼がん」

「やっぱりそれ、本物のブラックダイヤモンドなの？　すごいわ。それも誰か貴婦人から貰ったの？」

「内緒♥」

「え、内緒って……なんで」

「なんでって、どうして姫はそんなにも俺のプライバシーを知りたがるかな」

「べ、べつにそんな！　そういうわけじゃないのよ。ただ……」

「ただ？」

「ただ私、宝石……についてはちょっと……その、わけありで……」

　まさか、自分の祖母が宝石収集家で、行方不明だった彼女のコレクションの〝十二の悪魔〟のひとつが、この船上で見つかって……とか、複雑な事情を全部説明なんてしきれない。

「わけあり、ね？　まあ、いろいろあるんだろうね。そのネックレスだって、姫の年齢でつけられるような品物じゃないし、指輪も同じ有名店の最高級品だろ」

「これ、いくらぐらいするものなの!?　あなた詳しいんでしょ？」

　仮にこれを売ったら、そのお金で呪いのエメラルドを買い戻すことはできるのか。あり得ないことではあるけれど、訊いてみたかったのだ。

　スカーレットが、通路中に響くような声で言ったので、フォスターはびっくりして立ち止まる。

「ずいぶんと庶民的だな。普通、貴族のお姫様っていうのは、そんなこと気にしないんじゃないのか？　値段を気にせずお買い物するのが貴族様だろ？　そんなにすごい指輪やネックレスをしている割に、なんだか……」

「貧乏くさいとかは言わないでよ。絶対に言わないで。言ったら足を踏むわ！　思い切り！」

「───それは……いやだな。できれば避けたい」

「でしょ」

　スカーレットは己おのれに染みついた貧乏性を猛もう省せいしながら、部屋の扉をノックする。

「スカーレット様。お戻りでしたか」

　中にいたマイアがすぐに気づいて開けてくれた。

「あのね、こちらの方が動物にすごく詳しいんですって。なのでプリンスを見てもらおうと思って。プリンスは？　まだ籠で寝ているの？」

「ええ、先ほど帽子の手入れのあとに見たときはそちらに」

　しかし、スカーレットが寝室に行き、籐のベッドの中を見てもプリンスの姿はない。もぬけの殻からだ。

　部屋のどこを捜しても、プリンスの、あの小山のようにぽっこりと盛り上がった甲羅は見えない。

「マイア！　マイア！　ねえ、プリンスがいないわ。どうしたのかしら？」

　必死さが声に出ていたのだろう。マイアがすぐに飛んできた。彼女の表情も緊張している。

「おかしいですわね。どこにも行きようがないはずなんですが……」

「でもいないの。プリンス……どうしよう。まさか、外に出てテラスから落ちたんじゃ！」

　足下から開く窓は、風を通すためにごくわずか開けてあった。スカーレットはもう暗くなっているテラスに出て、プリンスを捜す。

　テラスに出れば、鉄の欄干が左右上下に渡されていて、子供や犬が落ちたりしないようになっているが、プリンスほどのサイズのカメなら、段差はよじ登れるし、隙間を通り抜けることも可能だ。

「姫、待てよ。こっちの扉も少し開いている。ここから出て行ったんじゃないのか？」

　寝室の扉が一センチほど開いているのを見つけて、フォスターはそこから慎重に廊下を見た。

「この扉はいつも開けているのか？」

「ううん。まだ使ったことはないわ」

　どうして開いているのかわからない。

「マイア！　この扉、どうして開いてるの？　鍵がかけてあるはずよね。二重の扉、こっちもきちんと閉まってないわ。どうして」

　寝室と廊下がじかに繫がっていては安全性に欠ける。だからこの特別室は寝室との間に小さな空間があるのだが、そこから廊下に繫がる扉も、きちんと閉まっていなかったのだ。

「申し訳ありません。搬入の者がそこから入ったのだとは思いますが、私は何も……」

「どうしよう……プリンス……」

「スカーレット。大丈夫だから、落ち着いて」

　フォスターが冷静な声で、焦るスカーレットをなだめる。

「姫が騒いでいても仕方ないだろ。それにいなくなったばかりなら、部屋を出ていたとしても、まだ遠くには行っていないから安心しろ」

「あの子、おばあさまの形見なの。旅行のおみやげに頂いた友達なの。もう十年以上一緒にいたのに」

　スカーレットは高級ペルシャ絨毯の敷き詰められた廊下に、目を皿のようにしてはいつくばる。

　だが、細かな織おり柄がらとプリンスの甲羅の星模様は案外似ていて、紛らわしい。

　床にしゃがみ込むスカーレットに、フォスターが優しく声を掛けた。

「大丈夫だと俺が言っている。俺を信用できないのか？」

「───でも……」

　ティーカップに入るほど小さい頃から、もうずっと一緒に暮らしている、大事なパートナーだ。

「なのに……まさかこんな船の上でいなくなっちゃうなんて……」

「スカーレット様。廊下でそのような格好をされては、他の方々の目に留まります。シークエンサ様をお呼びしますか？　それか、乗務員を呼んで捜させましょうか」

「いいの。他の人が何事かって訊いてきたら、百カラットのダイヤを落としたって説明して」

「───はい」

　シークエンサは今もどこかで、仕事の関係者と話を弾ませているだろう。

　マイアも、スカーレットがどれほどプリンスを大切にしているか知っているから、それ以上口出しはしてこない。

「大きな騒ぎにはしない方がいいだろうな。人見知りするんだろう？　出てこなくなる」

「どうして知ってるの!?　あ、まさか、大階段から転がり落ちたりしてないわよね」

　いくら厚い甲羅のプリンスといえど、あの大階段から転げ落ちたら、無事では済まないだろう。打ちどころが悪ければ割れてしまうかもしれない。

「そうでなければ、プリンス、犬に襲われたのかも……オモチャにされて、転がされたり嚙みつかれていたらどうしよう」

　長い長い廊下を捜し、いくつも置かれている椅子の下を見て、花台の裏を見て、他の部屋の出入り口あたりも捜し回る。

　不安で不安で、つい悪い想像をエスカレートさせるスカーレットの頭に、フォスターの手が乗せられた。

「大丈夫だって言っただろう。俺が必ず捜し出すから」

「うん」

「俺は天才奇術師だよ。魔法で見つけてみせるから、姫は部屋でお茶でも飲んでいればいい。せっかくのドレスが台無しになるぞ」

「でも……」

　何もできなくてもここにいたい。じっとしていられない。

　だが、不意にフォスターがスカーレットを振り向いた。

「スカーレット、目をつむれ！　早くしろ！」

　もしかしたら、プリンスが割れているのを発見したのかもしれないと、スカーレットは戦おののき、覚悟した。

　緊張して、言われたとおり目をつむってフォスターの次の言葉を待つ。

　だが、言葉ではなく、代わりに頰にぺとりとした冷たい感触があった。

「もう、目を開けていいぞ」

　そろりと瞼を開ける。最初は、目の前のぼんやりとした茶色の塊かたまりがなんなのかわからなくて、でもちょっと目を離して、それがカメだと知る。

「プリン……ス？」
















「ああ、あそこで見つけた。暖かいところを見つけて潜り込んだみたいだ」

　そこは廊下の隅のヒーターのある場所で、プリンスはその壁と花台の間に立つようにして入り込んでいたらしい。

「ありがとう！　本当にありがとう！　あなたは本当に天才奇術師だわ。出せない物は何もないってジェイが言っていた通りだわ。この子の命の恩人よ」

「まあそれは大げさだけど、こいつのベッドをもう少し日当たりのよい場所にして、水桶を置いた方がいいな。好きなときに水浴びができるから。常に暖かいところに置いてやって。一日一回は日光にも当てて、廊下の扉は二度と開け放しにはしないこと」

「本当に、どうしてその扉が開いていたんでしょう。不注意でしたわ。申し訳ありません」

　マイアもプリンスの発見に、ほっと胸を撫で下ろしたようだった。だが、フォスターは扉の鍵穴をじっと覗き込んでいる。

「どうかしたの？」

「いや、ちょっとね」

「スカーレット様。お客様とお茶を召し上がりますか？　美お味いしいパイとケーキを買ってきましたから」

　マイアはすぐに気を取り直して、居間のテーブルにお茶の支度を始めている。

　華麗なお皿に盛り合わされたパイとケーキに、最高級のアッサムティー。

　居間の床に移された皿の上で、はむはむと、美味しそうにジャガイモとサツマイモを食べているプリンスを見下ろしながら、スカーレットもようやく落ち着いてお茶を飲む。

「やっぱりあなたが動物好きだってわかるのね。プリンス、気を許しているもの」

　普段、プリンスは人見知りで、スカーレットとマイア以外の人間がいるところでは、姿を現さない。ましてや、こんな風に食事姿を見せるなんてもってのほかだ。

「俺も昔、リクガメを飼っていたから、わかるのかもな」

「そうなの。珍しいわ。リクガメを飼う人はあまりいないから。なんて名前？」

　シークエンサも叔母も動物好きではないから、誰かとプリンスのことを話せるだけでも嬉しくなる。

「───プリンセス」

「噓！」

「内緒だ」

「また内緒なの？　秘密が多すぎだわ！」

「神秘的な男の方が、女性は心惹かれるんじゃない？」

　フォスターは、パイを平らげると、壁に掛けられている家族の肖像画に目をやった。

「姫の家は、すごい金持ちの一族なんだろうな。みんな豪華な宝飾品を身につけて。これ、姫だろう？　あの左隅の小さな女の子」

　絵に描かれているのは過去の栄えい華がだ。そう言おうとしたが、なぜだかフォスターには、そんな惨めな真実を告げたくなかった。

「そう、わかる？」

「───わかるさ。全然変わってない。この髪も顔の輪りん郭かくも」

　そう言いながら、フォスターは向かいのソファに座るスカーレットの金髪をそっと押しやって輪郭を露あらわにする。

　触れられて、ドキッとした。

　クラッと来るような、爽やかなのに甘い匂いが彼からはする。眠りにすら誘われそうだ。

「香水をつけているの？　コロンかしら」

「石せつ鹼けんだよ。薔薇の香りの石鹼をジェイが持ってきててさ。それを使ったから」

「本当かしら。女の人の移り香じゃないの？　宝石とか、お札さつに染み込んでいる香りとか」

「なんで疑うのかな。変なやつ」

　ゆきずりの相手に見せるには艶つやっぽすぎる目で、フォスターが自分を見つめてくる。

　確かに変だ。彼がどんな匂いがしようと、女性の移り香だろうと、スカーレットには関係ないはずなのに。なんだか気になる。しかも、ちょっと嫉妬さえ覚える。

「なあ、この絵でおばあさまが手にしている、素晴らしく綺麗な宝石は何？　サファイアみたいだけど違うよね」

　ジェイが彼は宝石に詳しいと言っていたけれど、本当らしい。

「そう……世にも珍しいマーメイド・ブルーサファイア。すごく綺麗な矢車草の石」

「へえ、昔、地中海の小国ミズーリに、そんな宝玉があるって聞いたことがある。別名〝人魚石〟っていったかな。これ、本物を見てみたいな。今はもう持っていないの？」

　フォスターの目が、どことなく真面目に、そして思慮深げに鋭くなった。

「絵に描かれた石はないけど、そっくりな双子石は持っているわ」

「見たいな。見せてくれる？」

「……ちょっと待ってね」

　スカーレットは宝石箱を取りに寝室へ行き、自分自身ドキドキしながら宝石箱の一番下の引き出しを開ける。

（あら？　宝石箱ってこの場所に、こんな風に置いていた？）

　なんとなく違和感を覚え、だがそれ以上は深く気にせずに宝石箱を持ってフォスターのいる居間に戻ると、一番下の引き出しを開け、小箱ごと突っ込んであったそれの蓋をそっと上げた。

　マーメイド・ブルーサファイア〝人魚の雫〟。

　手に取ったのは何年ぶりだろう。

　これを見ると昔なくした〝人魚の涙〟や、それに関わる哀しいことを思い出すから、ずっとしまい込んでいたのだ。

　華麗なチョーカーのトップを飾るその石を取り出すと、フォスターの前に差し出す。

　煌めきは褪あせることなく、まるであの頃のまま、昔のままだ。

　こうして一つだけ見ていると、これがなくした〝人魚の涙〟なのか、貸してもらった〝人魚の雫〟なのか、まったく区別がつかないくらいだ。

　フォスターも、その素晴らしさに見とれているようだ。

「綺麗だな……これほど美しい石、身につけないなんてもったいない。もっと活用すればいい。今のこのドレスにもよく似合うし」

「そう、ね。でもトラウマになるほど哀しい思い出があるの。この宝石はもとは双子の石で、もう一つそっくりなマーメイド・ブルーサファイアがあったの。でもそれは子供の私の過失で海に落としてなくしちゃったのよ。そして、それを捜しに海に潜ってくれた友達も、溺おぼれて死んじゃったの。〝恋と愛と幸福のお守り〟だったのに、なくしてしまったから罰ばちが当たったのよ」

「罰、ねえ。これは純粋に〝いい宝石〟だと思うけど。サロンの噂になるような〝呪い石〟じゃなくて、呪われた石を浄化するのに使う、聖なる石だな。ほら、触ってみて」

　フォスターに促されて、スカーレットは彼の手にある石にそっと触れてみる。

　確かにさっきあのエメラルドから感じた冷たく哀しい波動とは違い、この宝石からは、柔らかで穏やかな、澄んだ気を感じる。

「あなた、やっぱり宝石に詳しいのね」

「まあね。長年の趣味なんだ。このマーメイド・ブルーサファイア、しまい込んでおくだけなら俺にくれないか？　俺はちゃんと眺めて愛でて大事にする。宝石は純粋な心の持ち主に大事にされていないと、負のエネルギーを取り込んでしまうんだ。有名な〝呪いのブルーダイヤ〟なんて、持ち主を次々と死に追いやる宝石として有名じゃないか。それに〝ギロチン姫のエメラルド〟を知っている？　あれもなかなかすさまじい気を放っている。呪いの石は、早く癒して浄化してやらないと」

　ティーカップをコトンと下ろして、スカーレットは彼の顔をしげしげと見つめてしまった。

「あなた……何者？　なんでそんなに詳しいの？」

　立ち居振る舞いも気品があるし、言葉遣いも意外と上品。生まれ育ちはかなりいいのかも知れないと思わせる。

「まあ、そんなことはどうでもいいとして。恋と愛と幸運のお守り。そんな宝石がずっと粗そ末まつに閉じ込められたままじゃ、きっともう一つの対の宝石もやりきれないだろ。だから、これ俺にくれない？　他の宝石と交換でもいいから」

「それは無理よ！　おばあさまがお友達から借りてくださったものだし。それに私、粗末になんかしてないわ！」

「そう？　なんだか結構他の宝石もぐちゃぐちゃに入っていないか？」

　フォスターに言われて、スカーレットは他の引き出しを開けてみる。確かに自分が昨日見たときとは違い、乱雑に宝石が押し込まれている。誰かが物色して、もう一度しまい込んだような感じだ。

「だから、さっき違和感があったのね」

「メイドは、寝室の扉は開けてないって言っていたな。ということは、何者かがあそこから姫の部屋に入り込んで、この宝石箱を探さぐったんだ」

「やだ、誰が？　……もしかして、豪華客船のお金持ちを狙って、金目の物を盗んでいくっていう怪盗かしら。確か、〝海の魔物〟とかいう名前の」

「いや、そうじゃないとは思うけどね。〝海の魔物〟は仕事の前に必ず予告状を送るし、何も盗られてはいないんだろ？」

　そう。配置がいくつか違っているだけで、何もなくなってはいない。それにシークエンサからプレゼントされた宝飾品は他にもチェストの上に箱ごと積み重ねられているのに、そこは手つかずのようだ。

「気味が悪いわ。被害があれば、届け出もできるのに」

「届け出たって、もしも狙ったのが〝海の魔物〟なら無意味だろうね。奴らは狙った獲え物ものは決して逃がさない。まあ、これは赤の他人の仕業だろうけどね。そしてお目当ては……この〝人魚の雫〟かな」

「どうして？　だって、この石はおばあさまと陛下の個人的な宝物で……もとは〝呪い石〟だったとしても、二つに割ってからは死を呼ぶような魔力はないし……これを私が持っていることを知っている人も、ほとんどいないはず」

「姫はあの肖像画を……誰かに見せてない？」

「まさか……あの絵だけを手がかりに、〝人魚の雫〟がヴァンス家にあると思った人がいるっていうの？　あの絵はイタリアで住んでた館の奥に飾ってはいたけれど、お客さんは滅多に通さなかったわ」

　イタリアの城は外装も内装もすっかり古びてしまい、雨漏りもするし、ネズミも走り回った。元々は高級品だったペルシャ絨毯はすり切れたまま、新しいものにも替えられない。母はそんなところにお客を入れることを嫌ったのだ。

　ヴァンス家はミズーリ国から亡命してからというもの、華やかな場所にはまったく出られず、社交界とも疎そ遠えんになるばかりだった。

「父の仕事関係の人が二人くらい。あとは多分、シークエンサ様とバトロイさんくらいじゃないかしら。でも二人は宝石には関心がないし、あの宝石のことで何か訊ねられたこともないわ」

　事情に通じている人であれば、あの絵がヴァンス家の繁栄していた過去のものだと予測するのは容易たやすいし、描かれた宝石などはとっくに手放していると思うだろう。

「シークエンサ様とバトロイ氏……ね。じゃあ、違うかな。シークエンサ男爵って、姫のお姉さんの婚約者？」

「え？　ええとね、違うの……ここだけの話よ。メリーアンは姉じゃなくて、叔母様なのよ。でも、ちょっと説明が面倒だから、船の上では姉ということにしているの」

「まあ、賢けん明めいだな。で、男爵はその叔母上の婚約者ってわけか。じゃあ彼にも細かな事情は話さないほうがいいかもな」

「どうして？」

　フォスターはまだシークエンサがメリーアンの婚約者だと思っている。誤解を解くべきだと思うのに、スカーレットはそのことを口に出せない。

　何故だろう、彼に婚約者がいることを知られたくない。

「ああ、でもそうね。シークエンサ様はこの船の上でも商談でお忙しいから、よけいな心配をかけてはいけないわよね。これからはしっかり鍵をかけて、大事なものは金庫に入れておくわ。もし怪盗が来ても、盗むものがないくらいに」

「ああ、それがいい」

　フォスターは〝人魚の雫〟をスカーレットの掌てのひらに載せ、その上に自分の手をかぶせ、優しく包むようにする。

　スカーレットはおかしな胸のときめきに戸惑いながら、彼の手に目をやった。

「ねえ、今気がついたわ。あなたのその指輪のブラックダイヤモンド。光線の具合で中に赤い色が揺らめいてる。今までたくさんの宝石を見たけれど、そんな遊ゆう色しよくは見たことないわ」

　しかも中には文様が印刻されているようにも見える。

「その文様……双頭のイルカの文様ってどこかで見たことがあるような？」

　触れようとしたスカーレットから、フォスターは手を退けた。

「触っちゃダメだよ。これもね、呪いのかかった宝石だから。姫は〝人魚の雫〟に守しゆ護ごされているだろうけど、念のためにね」

「え？」

　そう言われて、もっとじっくりと見たいと思ったとき、廊下がにわかに騒がしくなっているのに気がついた。

「バトロイ！　それでなんだって？　このカードがどうしたっていうんだ」

「それが、たった今この扉の前にあったのです。犯行の予告状です」

「犯行の予告状？　この真っ赤なカードがか？　馬鹿らしい」

　シークエンサと、バトロイの声だ。

　ティールームから戻って、自室の前にいるのだろうか。でも、スカーレットのところにまで声が響いてくるのだから、かなり怒っているか興奮しているようだ。

　もし今ここにシークエンサが入ってきたら、フォスターをどう紹介しようかとスカーレットは逡しゆん巡じゆんする。

　考えがまとまるより早く、ノックの音がした。
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「でも、今までに何度か話に聞いたのと同じ赤い予告状です。怪盗〝海の魔物〟の、この真っ赤な犯行予告カードを受け取って、何も盗まれなかった者はいないそうです。警備員に話しておいた方がいいと思いますが……」

「バトロイ。そんなのは質たちの悪い冗談か悪いた戯ずらだろう。本気にして騒ぐことじゃない」

　シークエンサとバトロイが会話を続けたまま、マイアに案内されてきた。

　長身の男性二人が部屋に来ると、この特別広い居間であっても結構な圧迫感がある。

「シークエンサ様、どうしたんですか？　ここまで声が」

　スカーレットはソファから立ち上がって、シークエンサを出迎える。

「ああ、スカーレット、申し訳ない。なんでもないんだ。お客人がいらしていたのかい」

　シークエンサはフォスターを見て、軽く会え釈しやくした。

　フォスターは立ち上がって、シークエンサをじっと見てから一礼する。

「初めまして。クアメロットと申します」

「あの、彼は迷った私を部屋に送り届けてくださったんです」

　シークエンサは、少しは彼に嫉妬をするだろうか。

　だが、バトロイの手にある赤いカードのことで、シークエンサの頭はほぼ占められているようだった。

「そうですか。彼女を助けていただきありがとうございます。シークエンサです」

　手を差し出し握手する二人の間に、お互いを品定めするような空気が流れる。

「ところで何かあったのですか？　〝赤い予告カード〟とか、少々漏れ聞いたのですが」

　フォスターがシークエンサに水を向けた。

「ああ、何。このバトロイがおかしなことを言い出して、笑わせるのでね」

　シークエンサは苦笑交じりにいいながら、困ったものだというようにバトロイを振り向いた。

「おかしなことではありませんよ。シークエンサ。このカードは本物の怪盗の予告状です。豪華客船に乗り込んでは貴族や金回りのいい商人、銀行家などが持つ名品を盗む、凄腕の泥棒〝海の魔物〟の犯行予告です」

「それ、拝見してもいいですか？」

　好奇心からか、フォスターが尋ねる。

「どうぞ」そう答えたのはシークエンサで、バトロイはその言葉通りカードをフォスターに手渡す。

　彼が差し出したのはトランプほどの大きさの真っ赤なカード。表には〝Welcome〟（ようこそ）の文字。裏面には何かのメッセージが金のインクで書かれている。

　スカーレットもフォスターの手元を覗き込んだ。

「シークエンサ男爵殿へ　あなたの宝を頂きに参上します。せいぜいお気をつけて───。怪盗〝海の魔物〟より」

　華麗なカリグラフィでしたためられた、不ふ穏おんな警告。

　フォスターは無表情にその文面を黙もく読どくし、そしてシークエンサに返した。

「赤い犯行予告カード、ですか？　この凝こりようが面白いですね。ご存じですか？　〝海の魔物〟が狙うのは、悪事を働いて稼いだ者の宝石だと」

「噂は聞いたことがあるが、そんなのは所詮暇ひま人じんの悪いた戯ずらだろう。事業で成功している私をやっかむ輩やからの仕業しわざに違いない。どのみち、私から何かを奪おうなんて、許されざる行為。言ごん語ご道どう断だん。今夜から部屋の警備は二倍だ。銃も持たせろ」

　シークエンサは、自分の元にこのようなカードが来たことが、半はん信しん半はん疑ぎながらも、相当業ごう腹はらなのだろう。

「ですがシークエンサ。現金、宝飾品はすべて、最強のセキュリティを誇るこの船の地下倉庫の金庫室に預ければよいのでは。そうすれば、万一被害に遭っても保険が下ります。部屋の周りに、つねに警備員が張りついているのは、何かとうっとうしいものですよ」

　シークエンサとフォスターのやりとりに、傍かたわらに控えたまま聞いていたバトロイが口を挟む。

「ただし、我が部下の者たちにも、船倉には交代で二十四時間警備に立たせます。つきましては、スカーレット嬢がお持ちの品も一緒に預けるべきかと思うのですが、いかがでしょう。宝石があるのはほとんどスカーレット嬢の手元です。怪盗が狙ってくるのもおそらくそのあたりではないかと」

　それを聞いて、シークエンサは頷いた。

「そうだな。せっかく贈ったものを、頭のおかしな怪盗に持って行かれるのは腹立たしい。スカーレット、毎日のアクセサリーは私が運ばせるから、他のものは金庫にしまっておくといい。君も心配だろうから」

「はい」

　スカーレットは贈られた宝石類をすべてと、自分が持参してきた宝石箱をバトロイに手渡す。

　左手にはめていた、二十カラットの婚約指輪も。

「では、すべて下部甲板の金庫へお入れしておきます。必要なときはいつでも私にお声掛けを」

「任せたぞ、バトロイ」

　そうシークエンサが声をかけると、大きなワゴンを押すバトロイは一礼して部屋を出て行く。

「では、俺もこれで失礼します。お茶をごちそうさまでした」

　フォスターも、時間を気にして戸口へ向かう。プリンスは、シークエンサとバトロイが入室してきたときから、こそこそと部屋の隅に隠れてしまっていた。

「ああ、君。どちらの部屋にお泊まりなのかな？　スカーレットが世話になったのだから、何かお礼をしなければ」

「ｃ２５６７です」

「それは、まさかと思うが三等船室かな？」

「はい」

「そうか。三等船室の客か」

　シークエンサは、明らかに数段見下げた視線をフォスターに向けたようだった。

「スカーレット。彼には私から何か見み繕つくろって届けさせよう。ああ、物よりも現金がいいかな」

「シークエンサ様。現金だなんて」

「そうだな。やはり小切手がいいだろう。大事なスカーレットを助けてくれた恩人なのだから」

　いくらなんでも面と向かって、善意の相手に現金だとか小切手だとか言うのは失礼だと思う。

　だがシークエンサは心の底から、それは正当な報ほう酬しゆうだと信じているようだ。実業家としてのし上がってきた者は、特に失礼な発言だとは思わないのかもしれない。

「そうですね。お心のこもった物でしたらなんでもありがたく頂戴しますよ。でも実際、お礼の品を頂くほど大したことはしてませんので」

　フォスターは愛想のよい笑みを浮かべながらも、毅き然ぜんとした言葉をシークエンサに向けて放つ。

「あえて言うなら……雫の形の宝石とか、それを身につけたスカーレット嬢を頂けると嬉しいです」

「フォスター!?　ちょっと何を急に……」

　驚いたのはシークエンサよりもスカーレットだった。

「だって、俺は命の恩人だし。なんでもくれそうな、太っ腹な男爵様だからさ。欲しいものを言ってみただけだよ」

「だからって……そんなこと軽々しく言うの、困るわ！」

　そんな台詞が、妖よう艶えんな眼差しや仕草に似合ってしまうから、恐い。

　赤くなって慌てて、訂正を求めるスカーレットにフォスターは、今度はずいぶん冷静な真顔で答える。

「じゃあ、お別れの握手だけで我慢しましょう、スカーレット姫」

　言いながら、彼は詰め寄りかけたスカーレットの右手を取り、ふわりと握る。

「君は、冗談が上手いんだな。まあ、スカーレットは渡せないが、金はいくらあっても困るものじゃないだろう。君にはまだそういうことはわからないか」

　シークエンサは鷹おう揚ように言うと、自分もフォスターとの握手を求める。

「明日までに、適当なものをバトロイに届けさせよう。いや、このシークエンサの名に恥じないものを贈るから安心したまえ。それでいいかな」

「そうですね。早めの方が助かります。もしその犯行予告が、今日明日のものでしたら、頂けるものがなくなってしまうかもしれませんから」

　フォスターの言葉はかなり辛しん辣らつだったが、その優美なスミレのような笑みで、すべてを打ち消してしまう。

　小さないやみや当てこすりなどはいちいち気にしない主義のシークエンサには、きっとただの子供の冗じよう句くにしか感じられなかったに違いない。彼はにっこり笑うと、紳士的にフォスターを送り出した。

　その様子を見やり、不安げに両手を握り締めながら、スカーレットはシークエンサに呼びかける。

「でも、怪盗の犯行予告だなんて、大丈夫でしょうか。お怪我があったら心配です。さっきも、お財布と指輪を盗まれたと騒いでいる乗客を見ました。ただの悪戯ではないかも……」

　マイアがテーブルを片付けている。その傍らで、シークエンサはドサリとソファに腰掛ける。

「スカーレット。本物の怪盗の予告状なら、光栄なことじゃないか。新聞王も銀行家も乗り合わせているこの豪華客船で、一番の金持ちと認められたようなものだからな。もし、この船を私目当てで狙うのだとしたら、光栄の至りだよ。まあ、件くだんの怪盗が狙うほど名のある宝石は所持していないのだがね。どういうつもりだろうか」

　スカーレットは彼の真っ向から敵を迎え撃つような態度とは逆に、今はいやな予感につきまとわれている。

　スカーレットの手には、先ほどから雫形の石が握られていた。

　別れの握手で、フォスターが忍ばせてきた〝人魚の雫〟。天才奇術師は、祖母が何より大切にしていた石を隠し持ち、スカーレットに託したのだ。

　金庫に収めておくよりも、スカーレットが持っていた方が〝安全〟だというように。

「スカーレット……。大丈夫。君のことも私が守るよ。怖がらずに安心したまえ」

　シークエンサはスカーレットの曇った顔を、怪盗に対する純粋な恐怖だと思ったらしい。

　優しく声をかけながら、そっと金の髪を撫でつけ、彼はスカーレットの頰にキスを落とす。

　そして、さっきバトロイには持たせなかった、ダイヤのネックレスと髪飾りを出してスカーレットに纏わせた。

「さあ、ディナーにはこれがいい。かなり値が張っただけあって、いいものだ」

　細かなダイヤを帯状に隙間なく繫ぎ、何連にもなっているネックレスと、長く下がってキラキラ揺れる大粒ダイヤのイヤリング。そして揃いのデザインのブレスレットを身につけた。

　シークエンサがテラスから外の風景を眺めている隙に、スカーレットはこっそり〝人魚の雫〟のチョーカーを、袖のレースの下に隠れるように巻きつけた。

（これはお守りだもの。ずっと肌につけておいたほうがいいって思うの）

「そろそろ行こうか、スカーレット」

　シークエンサは準備の整ったスカーレットの手を取ると、ドアを出た。

「あんな予告カードのことなど、君が気にする必要はない。何もなかったようにしてくれたまえ。スカーレット。ディナーでも仕事の話になるだろうから、こんなことで惑わされたくはない」

「はい。シークエンサ様」

　スカーレットは、自分の宝石が誰かに狙われているかもしれないこと、あのエメラルドが祖母の呪いの宝石だということなどを話すべきか否か、逡巡しながらシークエンサにエスコートされてディナーに向かった。

（でもやっぱり……話せないわよね。シークエンサ様はただでさえ、お忙しいのに……）

　それに、シークエンサは呪いなんてものは心底信じてはいないタイプの人だ。

　だが自分はあのエメラルドに触れ、長い時を経て再び〝人魚の雫〟に触れたときから、そういうものが確かにあると確信してしまっている。

　あの淋しい感情。あの突然見えた風景。首の痛み、飛び散る鮮血。少女の声。

『あの人は……どこ？』

（あの声は、一体何───？）

　ダイニングルームの中に入ると、メリーアンはもう席に着いていて、ダット公爵夫妻と楽しそうに語り合っている。赤い予告状のことも、怪盗〝海の魔物〟がこの船に乗り込んでいることも知らないようだ。

「遅くなりまして申し訳ありません」

　白を基調とした、明るくエレガントな空間。スコットランドアザミやイングリッシュローズなどの意い匠しようがあしらわれた椅子。ジェームズ一世時代風の装飾がそこここに施されたレストランで、シークエンサはその立派な長身をちょっとかがめて一礼すると席に着く。

　当然のように、スカーレットの椅子を引いてやってからだ。

　一緒に来たバトロイも、同じテーブルの末席に着いた。

　ソムリエがワインのオーダーを受けに、次にウエイターがやってきて、今日のコース料理の載ったカードを手渡していく。注文が決まる頃にはもうソムリエが戻ってきて、ワインが注がれる。

　銘めい々めいの前には艶やかな白はく磁じの食器。そしてフランスの有名な銀器工房ピュイフォルカのものである、純銀のカトラリーが数え切れないほどずらりと並んでいる。

　スカーレットは、苦手なエスカルゴ用のトングがあるのを見て、ぎょっとした。

「シークエンサ様。今お話を伺っておりましたわ。また、新しい事業を立ち上げられるおつもりなんですのね？」

「デザイン性に優れた、高性能で小型の銃の製造に試し行こう錯さく誤ごしているところです」

「なんと、新しいタイプの銃とは最先端ですな！　詳しく聞いてもよろしいかな？」

　メリーアンは愉たのしそうに会話に交ざっているが、〝銃の製造〟と聞いただけで、スカーレットは暗い気分になって押し黙ってしまう。

　生き物の命を奪うもので金かね儲もうけをしてしまったら、それは汚れたことにならないだろうか。そんな事業で利り益えきを得たら、それこそ〝海の魔物〟に狙われてしまう。

「まあ、殿方しか興味のない話題は、あとで喫煙室スモーキングルームにでも行ってからにしてくださいな」

　カーミラが自分の夫とシークエンサの話を遮った。

　そんな会話を繰り広げている間にも、繊細で彩り鮮やかな料理が次々運ばれてくる。

　今日のメニューはカリフラワーのポタージュ。フォアグラのパテ。エスカルゴのバター焼き。グルヌイユのカスレ。アルティショーの香味野菜煮。ほろほろ鳥のローストのオレンジソースがけ。アンディーブのサラダ、クリームソース。チーズとフルーツ。ナツメのプディング。

　でもスカーレットは、それらの美食を味わうどころではなくなっていた。

　ダット公爵の指に輝く大粒のエメラルドに、視線は釘付けだ。

（お茶のとき、夫人の指にあったものと同じ。同じもの？　それともイミテーション？）

　カーミラ夫人は中指にはめていた。今公爵は小指にはめているから、同じものかもしれない。今、夫人の指にはあのエメラルドの輝きはない。

「ではシークエンサ君。銃の話は、あとで葉巻でも楽しみながら、男同士で話すとしよう。女性は狩りや銃の話は苦手と見える」

「あ、あの、それ……」

　この機を逃してはいけないと、公爵のエメラルドについて口を開こうとするスカーレットをバトロイが鋭い瞳で見つめている。

「ああ、スカーレット嬢。エスカルゴが運ばれてきましたよ。お好きですか？」

「え……ええ。まあ」

　スカーレットは、それで気き勢せいをそがれ、目の前のエスカルゴに専念する。

　エスカルゴは苦手だった。

　苦手なのは、味ではなく、大好きな身を取り出すためにトングで殻を摑むこと、そしてほじくり出すことだった。

「きゃ」

　いやな予感通り、スカーレットはしょっぱなからトングをつるっと滑らせて殻を飛ばしてしまった。

　殻はウエイターの運んでいたトレーの中に上手く載ったが、一同一瞬息を吞む。

　エスカルゴの汁が、公爵の方にも飛んでいる。

　そして周囲のテーブルから聞こえてくる、笑い声。

「大丈夫だよ。スカーレット。よくあることだ。エスカルゴの活いきがよすぎたんだ。なあ、バトロイ」

　シークエンサの声も、恥ずかしさから頭に血が昇ってしまっているスカーレットには聞こえていない。

「ええ、私も数え切れないほど何度も彼らを逃がしていますよ」

　多分気を使って噓を言ったか、大げさに言ってくれたのだろう。バトロイがさっきよりは視線を和やわらげてスカーレットを見た。

「あの、すみません。公爵様。お召し物を汚してしまって」

　スカーレットは立ち上がって、斜め向かいの公爵の袖口をナプキンでそっと拭ぬぐう。

　そのとき、彼の小指のエメラルドに触れてしまった。

　また、何か世界が歪ゆがんだ気がした。空気がぴんと張って、こことは違う流れになった。

（どうしよう……また？）

　でも、そのときはそこまでだった。

「そうだわ。スカーレットさん。さっきエメラルドのことについて知りたがっていらしたでしょう？」

　スカーレットの様子がおかしかったからか、失態を気の毒に思ったのか、カーミラ夫人が新たな話題を振ってきた。

「このエメラルドは、知る人ぞ知るエメラルドなのよ」

「ああ、これは私も妻も入れ込んでいる宝石でね。やっと手に入れたので、代かわる代がわるはめているんだ。本当にこの輝き、この深みは、見ていて虜とりこにならざるを得ない」

「そうでしょうね。それほど立派なエメラルドは、初めて見ましたよ。どちらでお求めに？　私もいずれ婚約者に贈りたいものです」

　シークエンサも絶賛する。

「変わった宝石商なの。それは見事な曰くつきの逸いつ品ぴんが紹介してもらえるけれど、一いち見げんさんはお断り。お得意様の紹介がなくてはいけないの。顧こ客きやくにこだわる宝石商で、しかもとても高額よ。これもつい最近やっと購入できたものなの。身につけるのは今日が初めて」

「ああ。玄くろ人うと筋すじというか、妖しい言い伝えのある宝石を主に扱うのがウリでね。呪いのダイヤとか、死を呼ぶカーネリアンとか楊よう貴き妃ひの血ち玉だまルビーとかね、おぞましい名が付いているよ。まあ、そこが魅力的なんだがね。宝石としての価値も申し分ないし」

「呪いをご存じで購入されたんですか？」

　スカーレットは驚いて公爵の顔を見るが、公爵も夫人も、至極当然という顔で、かえって驚きの表情でスカーレットを見つめ返した。

「当然だ。そこが魅力なんだよ、お嬢さん。どれも本当に素晴らしい宝石だからこそ曰くがつく、とも言えるのだ。その美に魅了された者たちが踊らされ、激しく求め合う」

「そういう非現実的な話は、私は苦手ですね。好こう事ず家かを否定する気はありませんが、〝呪い〟はあり得ない。話題にするだけ時間の無駄です」

　珍しくシークエンサが自分の意見を率直に口にした。

　目を細めてワイングラスを傾けるダット公爵を目の前に、シークエンサは持論を展開する。

「馬鹿げていますよ。呪いの宝石などわざわざ買って不幸を呼び込むとは。破産させられたり、死に追いやられたりという言い伝えが万が一本当だとしたら、よけい私は欲しいとは思いませんね」

「なるほど、新々気鋭の青年実業家は、いたく現実主義者と見える」

「そういうことです。ダット公爵、はなはだロマンチシズムに欠けて申し訳ないが、できれば先ほどの事業の話をじっくりと煮詰めたいのですが」

　シークエンサは顔をしかめてから苦笑する。

「ああ、そうだな。デザートも済んだようだし、場所を変えるか、シークエンサ君」

　男性陣はそう言うと席を立つ。メリーアンは、スカーレットが話していたサウナへ行くと言って意気揚々と引き揚げたし、夫人も他の乗客と約束があると言う。

　スカーレットはあっという間に一人、ダイニングルームに残された。

（もう、またエメラルドのことを聞きそびれてしまったじゃない。シークエンサ様が呪いやオカルトは嫌いだとか言うから、切り出せなくなっちゃったし）

　スカーレット自身、エスカルゴの失態での疲労や、緊張から解き放たれたこともあり、もうぐったりだ。さっさと自分の部屋に戻ろうかと考える。

　だが、歩きだした途端、さっきまでは平気だったワインの酔いが急に回ってきた。

　スカーレットはドレスの裾を抱えるようにしながら、慌ててダイニングルームから外に走る。

　甲板に上がり、清々しい風を全身に受けると、ずいぶんと気分は良くなった。ついでに深呼吸もしてみる。身体の中からアルコールも抜けていく気がする。

（さっきは、エメラルドに触れても声はしなかった。初めに聞いたのが幻聴だったの？）

　でも、あれが〝十二の悪魔〟のひとつである以上、そんな予よ断だんは許されない。

　目の前に広がる海原の先を、スペインのパロス岬がゆっくりと過ぎていく。真っ黒な海と見知らぬ国の岸壁は、宝石の呪いと共に、スカーレットに深い恐怖心を甦らせる。

（おばあさまだったら、私にどうしろって言うのかしら。この船で、私は〝人魚の雫〟を身につけている。そしてあのエメラルドはおばあさまの集めた〝十二の悪魔〟のうちの一つ。公爵夫妻は他にもおばあさまのコレクションを持っているのかしら？　だとしたら、あの怪盗の予告カードは、公爵夫妻のところに来ていたほうがすっきりとするのに、どうしてシークエンサ様のところに？）

　カーミラ夫人にあのエメラルドのことをもっと訊いてみよう。この出会いと出来事の積み重ねはすべて、〝人魚の雫〟をスカーレットに託したおばあさまと宝石の意思なのだろう。

　だいぶ気分のよくなったスカーレットは、暗いデッキから船内へと戻ろうとする。そのとき、すぐそこから知っている声が聞こえてきた。

「本当にいいのですか？　私のキスで」

　その艶っぽい声に、言葉にドキッとした。

「ええもちろんよ。私の可愛い子羊ちゃん。お礼ならそれで十分」

　女性の声はかなり年上に思える。声は蔦つたの絡まる円柱の向こうから聞こえてくる。スカーレットはゆっくりと回り込んでその男女を覗き見た。

「さあ、これをプレゼントするわ。だって、私があなたに贈りたいから」

　絡み合う男女の影。女性は着飾った貴婦人で、その手にしていたポンド紙幣や、大きな宝石のついた指輪やネックレスを少年の黒いズボンのポケットにねじ込んでいる。

「いつもありがとうございます。感謝してますよ、とても」

「いいの、私は天才奇術師フォスターに見つめてもらえるだけで……その魔ま性しようの瞳で見てもらえるだけで舞い上がりそうだわ。心も体も燃え上がりそう」

（魔性の……瞳!?　フォスター！）

　甲板でフォスターが女性と密着している。きちんとタイをして、黒いジャケットの中にストライプのベストを着ているということは、またショーの仕事をするのかもしれない。

（な、なんか……いやらしくない？　それにお客さんから、どれだけ宝石やお小遣いを貰ってるのよ。〝サービス〟されすぎよね）

　スカーレットはそれ以上、彼と婦人の熱い抱ほう擁ようとキスを見ていられなくて、とっさに円柱の陰に隠れる。ものすごく、ドキドキしている。これは確実に、年頃の娘が見てはいけないシーンだ。

　息を詰め、身を縮こませて気配を消す。

「───ねえ、そこでいったい何をしているの？」

　声をかけられて、ドレスの裾が床から浮くほど飛び上がったのはスカーレットだった。

　いつの間にか艶あでやかな夫人は船内に去っていて、フォスターだけがそこにいる。

「覗きかな？　俺のキスとかキスとかキスとかを物陰から……。まあ、いやらしい」

「ち、違うわっ。偶然居合わせただけよっ。それに今、気分が悪くて、それで私……！」

「へえ、気分が悪い？　ものすごく元気そう。血色もいいし」

「う」

　アルコールの酔いは、もうだいぶん薄れている。

「船の上でお酒を飲むなんて、初めてだったんだもの……あ、でも、気分が悪かったのはカーミラ夫人のエメラルドのせいかもしれない……」

「エメラルドの？」

「あ、ううん。なんでもないの」

「あとで、この一等船室のラウンジでもマジックショーをするんだ。また見に来るかい？」

「行きたいけれど、ショーは何時から？　すぐならいいけど、私、ダット公爵夫人のところに行かなくちゃ。大事なことを訊かなきゃいけないの」

「ああ、姫もダット公爵夫妻と知り合いなのか。それで、夫人に訊かないといけないことって？　金持ちの年上男のたぶらかし方？」

「違うわ。おばあさまが持っていた宝石のコレクションのこと。ダット公爵たちがあのエメラルドを買った宝石商のことも、もっと知りたいの」

「ああ。曰くつきの商品は、特殊な裏ルートに乗って流通するっていうからな」

「あなた、〝人魚石〟以外にも……呪いの宝石のことも知っているの？」

「十二個集めると悪魔が現れて、どんな願いも叶えてくれるっていう呪いの宝石〝十二の悪魔〟のこととか？」

「やっぱり！　じゃあ、公爵夫妻が持っている呪いのエメラルドが、〝十二の悪魔〟のうちの一つだってことも知ってたの？」

「それは……知らなかったな。あの夫婦の宝石好きは有名だけど……彼らの周りで、おかしなことが起こらなきゃいいんだが」

「そんな吞のん気きなこと言ってる場合？　私、あのエメラルドから声を聞いたわ。もし、石の呪いで人が死んだりしたら……」

「はいはい。人が死なないように気をつけましょうね」

　フォスターの軽口に、スカーレットは眉間に小さな皺を寄せる。

「あなたは方法を知っているの？　呪いの宝石って、浄化することができるんでしょ？　いつか、おばあさまが言っていたわ」

「できないこともないけれど、想いが強すぎる石には、完全な浄化方法はない。清らかな場所に、長い時間そっと置いておくのが一番なんだがな」

「あのエメラルドだけでも浄化してあげたいわ。公爵様はシークエンサ様にとって大切なお仕事相手だし、あの女の子の声、なんだか寂しそうなの……」

「宝石に巣食う幽霊だか、魔物だかのことが心配なのか」

「ええ、だって私、あの子が見ていた光景を知ってる気がする。衆しゆう人じん環かん視しの中で、斬首されてしまったのよ。最期の視線は、誰かを探し続けてるみたいで……」

「宝石の声が聞こえる……か。まったくロマンチックな特技だな」

「協力してくれる？」

「公爵夫人の部屋は知ってる」

「本当？　じゃあ私を連れて行って」

　フォスターは身を乗り出したスカーレットの顔をしげしげと見つめてからふっと笑った。

「何？　何よ？　やだ、笑わないで」

「笑ってないよ」

「笑ったわよ」

「なんだか、そうして俺の前にいると、お姫様はすごく生き生きしてると思ってさ」

「え……？」

　フォスターの矢車草色の瞳は、やはり笑っていると思う。

「叔母上やシークエンサと一緒にいて大人しくしているときより、そうして宝石のことを話している今の方が、生き生きしてる。綺麗に見える。いつもは変に小さく、かしこまっているものな」

「やだ……そんなこと」

「本当だよ。すごく綺麗だ……この〝人魚の雫〟込みで……」

　スカーレットの顔を見つめて、そして首元を飾るダイヤの花々をちらりと見てから、フォスターはスカーレットが片方の腕にこっそりと巻きつけていた〝人魚の雫〟が見えるように袖口を捲まくり上げる。
















「どうしてわかったの？　ここにつけているって」

　スカーレットは、誰にも気づかれないように〝人魚の雫〟のチョーカーを腕に隠していたのだ。

　今まではずっとしまっていたものなのに、一度身につけたら外せない。外したくない、まるでこの宝石の魔法にかかったように───。

「君にはこの〝人魚の雫〟がよく似合う。さすが、あの方から託されたことはあるな。〝ジュエリスト〟。宝石の精霊の声を聞く後継者ってわけなんだろうな」

「私には才能なんて何もないわ。宝石だって、おはじき遊びは好きだったけど、こんなティアラや贅沢なネックレスをつけたりするのは似合わないもの。まだちゃんと大人になっていないから」

「大人だよ。すっかり綺麗になった」

「何よ、子供の私を知らないくせに」

「知っているよ」

　フォスターは大理石張りの円柱の陰で、ゆっくりとスカーレットの方に身を寄せてくる。

　柱を背にしているから、それより後ろには逃げられない。でも……逃げる必要もないのかもしれない。

「だって、さっき、肖像画を見たからな」

「ああ、そうだった……わね」

　どうしてだろう。フォスターの瞳が自分を捉えている。自分だけを見つめている。青紫の、人魚の雫と同じ色の瞳。見つめられると、ドキドキと胸が高鳴る。動けなくなる。麻薬を嗅がされたように、肌が痺しびれる。

　フォスターがゆっくりとスカーレットの顔の上に影を作る。

　そしてふたりの唇と唇が重なり合った。

　思っていたよりずっと、柔らかな唇。甘やかな唇。

　スカーレットの唇を一度塞いで形を合わせるようにしてから、小鳥が餌えさをついばむように小さく赤い唇をつんでくる。

　ものすごくささやかな、それでいて強い刺激。

　さっきのあの女性の言葉が、そのまま重なる。

　燃え上がりそう……。心も体も、火ほ照てってくる。

（うそ……これが……キス？　これがキスなの？　こんなことって……）

　スカーレットはまだ婚約者のシークエンサとも、こんなキスはしていない。

　したことがなかった。

　なのに、こんな昨日出会ったばかりの相手と、突然キスを交わすことになるなんて、誰が想像できただろう。

（もしかしたらこれもエメラルドの呪いなのかも。そうよ、あり得ないことばかり起きているもの）

「俺とのキスを〝呪い〟だなんて、酷ひどくはないか？」

　フォスターが、唇をようやく離しながら、甘い声で囁く。

「ん……」

　これも天才奇術師のトリックの一種なのだろうか。

　こんなふうにキスされて、こんなに甘い声で囁ささやかれたら、指からも首筋からも、すべて身ぐるみ脱いで彼に捧げたい気持ちになる。

「呪い……なんて、そんなこと思ってない」

「思ったよ。俺にはわかったもの。〝エメラルドの呪い〟じゃないかって」

　そういえば、彼はときどき読心術も使うのだった。

「呪いも運命も……確かにあるけどね。死に至る運命。幸福になる運命。俺は君と出会う運命だった。再び、巡り会うべき運命」

「この宝石が、〝恋と愛と幸運のアミュレット〟だから？　これに触れて、身につけたから？　私、今まで……恋も愛も知らなかったのに……」

　宝石は、きっと触れることでより強い力を発揮する。所有者と一緒の空気に触れて、一緒の光を浴びて、一緒の光景を眺めると、その秘めた力を解放する。

　もしかすると、この〝人魚の雫〟はあのエメラルドの呪いの力に対抗してくれるのかもしれない。月光に輝く矢車草色の雫からは、触れると対極の印象を受けるから。

「私と出会う運命？　他の人にもそう言っているんじゃないの？」

「まさか。俺の眼を見ろよ、噓をついているように見えるか？」

　宝石のように澄んでいる、マーメイド・ブルーサファイアのような瞳だ。

「……姫。できれば君にはこの船に乗っていてほしくはない。次のマラガの港で下りてくれないか。それが急すぎるなら明日、ポルトに寄港したときでもいい」

「そんなの無理よ」

「なぜ？」

「だって私はイギリスに行くの。シークエンサ様と……叔母様と」

「どうして？」

「どうしてって……あちらのお屋敷の催しにお呼ばれしてるの。どうしてもイギリスに行かないと」

「では、この船が危険だと言っても？　もうじき、きっと事件が起きる」

「呪いのエメラルドがこの船にあるから？」

「それだけじゃない。スカーレット、君が狙われる」

「知っているわ。例の怪盗がこの船に乗っているからでしょ？　あの予告カード……シークエンサ様の宝石は、すなわち私の宝石のことになるのよね」

「その〝人魚の雫〟が狙われるんだ。催しだなんて言っている場合じゃないんだぞ？」

「でもそんなこと、私の意思だけじゃ決められないし、きっと無理」

　フォスターの言うことを理由に途中の国で船を下りるなんて、シークエンサに許してもらえるわけがない。彼は宝石の持つ力なんて信じていないから。バカンスとは名ばかり、船旅のさなかにもあれだけ商談をしている実業家なのだ。

　メリーアンだって、祖母の形見の宝石が怪盗に狙われていると説明して、まともに取り合ってくれるような相手じゃない。

「自分の身が危険に曝さらされるんだぞ？　シークエンサ男爵は、姫の叔母上と婚約しているんだよな？　だったらただの付き添いの姫は、一度下船したってかまわないんじゃないのか？」

「あ……、シークエンサ様と婚約しているのは……」

　どうしてなのか、わからない。

　何故、婚約式をしにイギリスに行くのは自分なのだと言えないのか。

　他の人たちの前では、婚約者として紹介されるのが誇らしくさえあったのに、フォスターには話せない。

　本当のことを、知られたくない。

「怪盗のことだけじゃない。この船にはエメラルドの呪いがかかっている。あの公爵が持っているのが、別名〝ギロチン姫のエメラルド〟。どこかで悪い光景を写してきたのか、以前よりずっと悪しき力を増してきている。禍わざわいは、簡単には防げない」

「〝ギロチン姫のエメラルド〟？　あれがそうなの？　すごい名前ね……」

　口にするのも禍まが々まがしい。そんな名前だ。

「あなたは何者？　宝石の呪いを浄化できるの？　天才奇術師っていうだけじゃないのね」

「まあね。世界の呪われた宝石を手に入れて浄化する。そんな仕事もやってる。エメラルドから声が聞こえただろ？　少女の声。あれがその昔、そう、フランス革命のとき、断だん頭とう台だいの露と消えたお姫様の怨おん念ねんだよ。当時彼女には婚約者がいて、もう少しで幸せになれるはずだったのにね」

「可哀想……」

「宝石の呪いを受けて取とり憑つかれると、持ち主はそれまでの人格からは考えられない行動を取るようになる。乱暴になって人を傷つけたり、死の誘惑に抗あらがえず自殺したりね」

「昼間は夫人がはめていて、さっきは公爵が小指にはめていたけれど……」

「石が二人の間をさまよってる。二人ともあのエメラルドを愛しているから、夫婦共に魅み入いられている、ってところかな」

「これから何が起きるの？」

「わからない。それがわかれば苦労しない。あれは今、かなり強い力を蓄えてしまってる。持ち主や周囲の人間にどれだけの影響を及ぼすか、計り知れないんだ」

「でもあなた、呪われた宝石の浄化の方法を知っているって……」

「そう。まあたいていはなんとかなる。でも、その宝石が取り込んだ怨おん霊りようとか怨念が異常に強い場合は簡単じゃない。むしろ完全なる浄化はできない。石の想いを落ち着かせて、どこか静かな安らげる場所で眠らせることだけ。でもあのエメラルドはああして表に出てきてしまった。大勢の人の目に触れ、欲望や思惑に曝される場所に……」

　フォスターは一度残念そうに瞳を伏せて、そしてゆっくり口を開く。

「大勢に被害を与えられる場所に───」

「そういえば、おばあさまも言っていた。呪われた宝石は浄化してあげることで普通の宝石に戻るのよ、って。でも〝十二の悪魔〟には無理だって」

　祖母はだからひっそりと、それらをしまい込んでいたのだ。

「ねえ、夫人からこっそり奪って、海の中に捨ててしまったらどう？　そうしたら絶対に見つからない。海の人魚が拾って、宝箱に入れて守ってくれるかも！」

　結構な現実主義で、おとぎ話なんて信じられなかったスカーレットだが、思わずそんな言葉を口にしている。

「人魚？　海にいる人魚が？」

「あ、ごめんなさい。いないわよね……人魚なんて」

「いや、いるさ。海に人魚はつきものだ。でも、ああいう呪い石ほど、どんな所に捨てても、またなぜかすぐ人に拾われる。おそらく宝石自身がそれを望んでしまうから」

　フォスターに〝人魚〟をあっさりと肯こう定ていされて、スカーレットは嬉しいような、釈しやく然ぜんとしないような不思議な気持ちだ。

「人の世界に現れ、人の情念を吸い取って自らの力にする。実際、宝石は人の心を惑わせ、争わせる。そうなると本当に、悪魔が住んでいると言えるな……どうかしたか？」

　スカーレットが突然押し黙ったのを、フォスターが気にしたらしい。

「あ、ううん。あのね、夫人は、あのエメラルドが呪われてると知っていて買ったんだって言っていたけど、あれが〝十二の悪魔〟のひとつだってことも知っているのかしら」

「まあ、そこまではどうだろう。あの石を売った宝石商も、どこまで把握しているんだか。とりあえず明日にでも、夫人と交渉してみるかな。まあ、手放しはしないと思うけど」

「公爵夫人のところに行くの？　だったら私も連れてっ…て……！」

　歩きだしたフォスターのあとを、慌てて追う。




　バシャ！




　一等船客用の大階段を下りる途中、スカーレットは誰かにぶつかり、気づけば首元が、胸元が一気に濡れていた。

「すみません、お客様……。大丈夫ですか？」

　ルームサービスを運んでいた客室係が、スカーレットとぶつかって、トレーに載せていた何人分もの水をすべてひっくり返したのだ。

「ああ、まったく。世話が焼けるお姫様だな」

「ごめんなさい……」

　フォスターはスカーレットの濡れた金髪を指先でかき上げながら、顔を覗き込む。

「とりあえず、今は部屋に戻って着替えないと。送ってく」

「うん……」

　フォスターは通りかかった女性客からとても自然にショールを借り、スカーレットの肩にかけてくれる。

　肩を抱えるようにしながら、二人は船首の方向へと歩き出した。

「三等船室にしか泊まれないような俺が、特別室のお姫様にこんなことしているのを見たら、きっと叔母上が目くじら立てるな」

「そんなこと、ないわ」

「スカーレット。もう一度言う。俺がこれだけ頼んでも、船を下りてはくれないのか？」

「だって……イギリスに行くのは約束なの。父も母も励はげましてくれて、送り出してくれたわ。それに叔母さまは、湖水地方はとても素敵な場所らしいって言ってた」

「確かに、湖水地方はいいところだ。でもそんなにイギリスに行きたいなら、一度下りて、次の船ででも行けばいい」

　自分にそんなお金はない。この旅費も、全部シークエンサのポケットマネーから出ているのだ。でもフォスターは、スカーレットを裕福な貴族の娘と思っている。

「プリンスだって、いきなり寒いロンドンに行くよりも、スペインとかポルトガルの熱い太陽を喜ぶと思うんだけどな」

「ね……ねえ、海の魔物〟が来るのは今晩かしら？　宝石は全部預けてしまったから、狙うなら金庫のある階だと思うけど……あなた、怪盗のことにも詳しい？」

　スカーレットは必死に話を逸らそうとする。

「ああ……船には結構乗っているから、噂だけはね。奴らが狙うのは〝悪党〟の富豪のみ。スカーレットが悪人でなければ大丈夫だろ。それでも戸締まりはきちんとしろよ」

「そうなんだ。だったら、シークエンサ様が狙われるのも不思議なんだけど……」

「案外、何かしてたりしてな」

「───え？」

「いや、なんでもない。姫がどうしても下りられないっていうなら、俺が守るしかないな」

　フォスターは大人っぽく微笑んで、スカーレットを最上階の部屋まで送り届けた。

「……そういえば、この奥の特別室は、誰が泊まっているんだろうな。いつも〝起こさないでください〟の札が出ているけど」

「そうなの？　気にしてなかったわ」

「まあ、そうだよな……さて、これから俺はラウンジでもう一稼ぎだ。お休み、お姫様。プリンスにもよろしく」

　廊下を去っていくフォスターの背中を少しだけ見送り、部屋に戻って戸締まりをすると、スカーレットはほっと息をついた。まずは何より先に、寝室のプリンスの元に向かう。

「プリンス。また眠っていたの？　おまえはほんとうによく眠る子なんだから」

　プリンスはむずむずと動き出して、ベッドにした籠の中からぬっと顔を覗かせる。

　飼い主の声にはきちんと反応し、愛想よく出てくる可愛いカメだ。

　スカーレットはプリンスの小さな口にキャベツの切れ端をくわえさせ、抱きかかえるとベッドの上に寝ころんだ。

　夜の窓の外には、イベリア半島の街明かりが見えている。

　今夜遅くに、この船はアンダルシアの大都市、マラガに寄港するのだ。

「スカーレット様。お戻りになったんですね。遅いので心配しましたわ。もうお休みになるなら、お召し替えをいたしましょうか」

　メイド部屋にいたマイアが寝室に入ってきて、スカーレットの着替えを手伝ってくれる。

　きつく堅苦しいコルセットを脱ぎ捨て、締めつけのない簡単な部屋着になると、スカーレットは大きく深呼吸した。

「シークエンサ様はお部屋にいらした？」

「いいえ」

「そう」

　やはりシークエンサは、自分なんかより商談が大事なのだろうか。

「カーテンを閉めましょうか」

「ううん、ありがとう。自分でやるわ。マイアは叔母様の様子も見てきてあげて」

「はい」

　一人になったスカーレットは、窓へと近づき、なんとなくバルコニーに出てみる。

　夜風が冷たい。ぶるっと震えて引き返そうとしたとき、奥の、三つ目の特別室の窓に灯あかりが見えて、足を止めた。

（人がいるわ）

　カーテンに、男性らしきシルエットが浮かび上がっていた。

（夜になると起き出す人なのかしら。陽の光が苦手な人もいるものね）

　気にはなったが、覗いているようで申し訳ないし、薄着には辛い寒さだ。スカーレットは部屋の中に飛び込んだ。

（なんだろう……あの長身……あの立ち姿……どこかで見たことがあるような？　さっきフォスターは、どうしてあの奥の特別室を気にしたの？　どうして……）

　羽根布団をかぶり、プリンスを抱いたまま悶々としていたスカーレットだったが、いつしか深い眠りについていた。
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　翌日、スカーレットはそれまで通りシークエンサに放っておかれた。

　朝食だけはかろうじて一緒に済ませたものの、その後はすぐに、この船に乗り合わせた銀行家と融資の相談をするために、どこかの応接室に行ってしまったのだ。

　そのまま付き合いでベランダカフェか喫煙室に行くから、夕食も一緒にとれないだろうという伝言をバトロイが告げにきた。

「申し訳ありません、スカーレット様。シークエンサにとっても、繫つながりを持ちたいと思っていた実業家がこんなに多数乗り合わせていることが意外だったようです」

「そうなんですか？　私、最初からそのつもりでこの船を決めたような気がしてきました」

　軽い皮肉も、バトロイはにっこりとかわしてしまう。

「この船を選んだのは私ですから、そういったことはありませんよ」

「そう。……あ、ちょっと待って、訊きたいことが」

　去っていこうとしたバトロイに、ふと声をかける。

「シークエンサ様は、怪盗に狙われるような悪いことはしていないわよね？」

「もちろんです。あの予告状は、悪いた戯ずらか、もしくは人違いでしょう。いずれにせよ警戒しておくに越したことはありませんが」

　それだけ答えると、バトロイは出て行った。代わりに入れ違いで入ってきたメリーアンの小言が降りかかる。

「スカーレット、時間のあるときにはちゃんと英語の勉強をしていなさい。シークエンサ様の婚約者としてロンドンに着いたらすぐに、様々なパーティーに出てお披ひ露ろ目めされるのよ。忙しくて構ってもらえないからって、ふてくされた顔はしないでちょうだい」

「ふてくされてなんか……ただ、どうしてシークエンサ様は私と婚約したいのかしらって、すこしだけ思ってしまって」

「若いからよ。それに落ちぶれたとはいえもとは大貴族だった家か名めいが魅力的だから。そんなの決まってるじゃない」

「そう……なのよね」

　叔母の容赦ない率直な言葉に、スカーレットはちょっと曇った表情で部屋に引き籠こもる。

　確かに英語は勉強しなければいけない。ただ喋しやべるだけではなく、ロンドンの社交界では最高のクイーンズイングリッシュが求められるのだ。

「スカーレット様。今日のお夕食はいかがなさいますか？　メリーアン様はサウナでお知り合いになったご婦人がたとご一緒するそうですが」

「じゃあ、私は軽いサンドイッチでいいわ。さっきマイアが作っていたの、残ってるならそれをちょうだい。キッシュも買ってあるのよね？」

「スカーレット様。せっかくシークエンサ様のご招待で乗っている船ですもの。もっと贅沢をされてもいいのではないですか？　せめて、ルームサービスをとるとか」

「贅沢は敵だわ」

「スカーレット様。メリーアン様はサウナにフィットネスクラブにスカッシュ、カフェにラウンジ、カード遊びと好き放題されてますわ。でもきっと、あれくらいがこの船の乗客としてはちょうどいいんです」

「私はいいわ。ヒールの靴も疲れるし」

　マイアはスカーレットのためにキッチンでキッシュとパイを温め、チキンと野菜のスープを作って持ってきてくれる。

　その軽食を頂きながら、マイアが栗色の目を伏せて溜め息をついたのを、スカーレットは聞き逃さなかった。

「どうしたの？　マイア」

「いえ、少々心配になりまして」

「そんな！　どうして？　心配なんていらないわ。ここ数日の船上生活でヒアリングは完璧だってわかったし、社交辞令くらいならばっちり英語で話せるわ。ヒールの靴にもそのうち慣れる。だって私、シークエンサ様に嫌われるわけにはいかないんだもの」

「───シークエンサ様のことを、早く愛せるといいですね」

「愛してるわ。あの方以上のお金持ちなんていないし、見た目だって十分素敵よ。忙しいことを除けば、いつも私に優しいし」

　そのとき部屋がノックされ、マイアが応対に出て行く。まもなく戻ってきた彼女の手には、一通のメッセージが握られていた。

「ダット公爵夫人カーミラ様からのご伝言です。『今なら部屋にいるので、コレクションを見にいらっしゃい』と」

「行くわ！　今すぐ行くわ！」

　スカーレットは早々に食事を切り上げて、ドレスを整えると外出用のハイヒールを履く。

「バトロイ様が今朝持っていらしたアクセサリーが役に立ちますね」

　マイアがスカーレットの首にオーバルカットのアクアマリンの下がった金のネックレスと、そしてお揃いのイヤリングをつけてくれた。

「ブレスレットもされますか？」

「ううん。大丈夫。これがあるから」

　スカーレットは、レースが幾重にも重なった大きな姫袖を軽く捲まくり上げてみせる。

　そこには〝人魚の雫〟が、艶つややかな輝きを放っていた。




（なんだろう。こんな急に、わざわざメッセンジャーを使っての呼び出しなんて）

　スカーレットの心ははやる。

　彼女にとっては複雑怪奇な船の中だが、夫人の部屋へ行くのに迷うことはなかった。

　六階に降りて直進した、突き当たりの部屋だったからだ。

　そこは一等船室でも贅沢なエリアだ。扉と扉の間隔がひときわ広い。それはすなわち、部屋が広いということになる。

　ノックをすると、中からすぐにブルネットの少女が顔を出す。メイドのヘッドドレスに白いフリルエプロン。紺のワンピースドレス。

「あの、私はスカーレット・ヴァンスと申します。ご夫人は……」

「はい。少々お待ちください」

　メイドは奥の寝室の扉をノックして、夫人に来客を告げている。

「奥様。お客様がお見えです。スカーレット・ヴァンス様です」

　部屋の奥からは、くぐもった夫人の声が聞こえ、そしてまもなく、入り口で待つスカーレットの元に少女が戻ってきた。

「今主人が参りますので、少々こちらでお待ちください」

　通されたのは、甘い蜂はち蜜みつ色のシャンデリアの光が落ちるリビング。

　スカーレットの部屋よりは心持ち狭く、家具の充実度が低いように思える。と言うより、スカーレットの部屋が至れり尽くせりすぎるのだが。

　ゴブラン織りのソファに座り、紅茶を淹いれてもらっていると、バスルームの方から水音が聞こえてきた。

（夫人は、入浴中なのかしら……）

「あの、お邪魔して大丈夫でしたか？　少し経ってから、もう一度……」

「いえ、カーミラ様はすぐにおいでになりますので」

　メイドは笑みを残して簡易キッチンへ戻っていく。

　落ち着かない気持ちでしばらく待つと、寝室の方から人が出てきた。

「あら、お待たせしてごめんなさいね。スカーレットさん」

　ストロベリーブロンドの髪を下ろすといっそう若々しく見える、カーミラ夫人だ。部屋着のようなドレスでいても、艶あでやかで綺麗な人だ。

　彼女はエレガントな仕草でスカーレットの前のソファに座り、淹れたての紅茶に手を伸ばす。

「スカーレットさん、じゃあ、始めましょうか」

「え」

「私の宝石コレクションを見に来たのでしょ？」

「あ、はい、でもご用件はそれだけですか？　何かもっと重大な事態が起きたとかじゃ……」

「重大な事態なんてないわ。暇だったの。主人と一緒にいても、会う人ごとに仕事の話ばかりで、退屈だから先に帰ってきていたのよ。男性はお金儲けの話ばかりでダメね」

　もしや、あの呪いのエメラルドに何か異変があったのでは、と思っていたスカーレットにとっては、拍子抜けだ。

　夫人はテーブル脇に外したまま置いていた昨日のアクセサリーを、無む造ぞう作さにそこにあった小皿に入れる。

　その中には、あのイチゴより大きなエメラルドのリングはない。

　メイドが部屋の金庫から運んできた巨大な宝石箱をテーブルに置いて、夫人は早速、最上段のケースに並べられた宝石を取り出し始める。

「あのエメラルドの指輪は……」

「あのエメラルドは今日も主人がはめているのよ。そうよね。あなたは最初からあのエメラルドに惹ひかれていたものね。ごめんなさい、そのうち戻ると思うけど」

「いいえ、他の宝石でも拝見できるのは嬉しいです」

　もしかしたら、公爵たちのコレクションの中に、他にも祖母の宝石が交じっているかもしれない。

　レースの敷かれたテーブルの上で、夫人が次々と頑丈そうな宝石箱の引き出しを開けていく。スカーレットは背筋を伸ばし、息をつめてそれを見つめる。

　そのときだ。

　奥のバスルームの扉が開いて、湯上がりにガウンを羽織っただけのフォスターが現れた。

「え……？」

　その登場があまりに唐とう突とつで予想外だったから、スカーレットは喉の奥に詰まったような声しか出ない。

「ああ、スカーレット姫。来てたのか」

　湯気が立ち昇る身体で現れたフォスターは、平然とソファの方へ歩いてくる。

　なんだか、それまでのスカーレットの緊張を一気に緩めてしまう出いで立たちだ。

（裸……？　ガウンの下、裸よね。やだ、フォスターったら、今思い切り裸なんだわっ！）

　しかし相手は堂々としている。こんなときは、どうしたらいいのだろう。

（ほら、普通入浴後だって、人前にはちゃんと服を着て出るものじゃないの？　それとも船上では、こういうラフな装いが普通とか？　いいえ、もしかすると彼は下着をつけていないことに気がついていないのかも知れないわ。……というかこの状況って、乗船するときに彼の下着を摑んでしまったこと以上に、なんていうか、性的なんじゃ）

　どんどんと顔が熱くなってくる。

　もう一度彼の姿を見てから忠告しようとしたスカーレットは、夫人に出で端ばなをくじかれた。

「あら、フォスター。〝水も滴したたるいい男〟ね」

　夫人はまったく動じることなく、彼に対して嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「やっぱりそう思いますか？」

　昨夜のフォスターの口ぶりからして、二人は知り合いらしかったが、まるで友人同士か、それ以上の関係のように見える。

「公爵夫人は、フォスターさんとずいぶん親しいんですね」

「ええ。以前も船で旅行中、何度か会ったことがあるの。スカーレットさんも、もうお知り合いのようね。船の上で彼のマジックを見た女性は、みんな彼の虜になるわ。フォスター・ＶＶ・クアメロット。まさに天才奇術師よね」

　手放しの絶賛を受けたフォスターは、夫人の傍かたわらにガウン姿のまま立っている。

　象ぞう牙げ色の艶やかな肉体。無駄な肉がそぎ落とされ、鎖さ骨こつの美しいほっそりとした肉体には、軽くガウンを羽織っているだけで、やはりどうじっくり確かめてみても、下着も何も身につけていない。

（ちょっと待って……早く下着、下着だけでも……）

　フォスターは洗い髪から水を滴らせながら、夫人の隣に座った。

　それはすなわち、自分の対面に腰を下ろしたことになって、スカーレットはさらに顔を赤らめた。ちょっとでもガウンの端がめくれたら、奥の方の危険な部位まで見えてしまいそうだ。

　そんなことになったら確実にまずい。他のご婦人がたのように、身に着けているものはなんでもむしり取って〝おひねり〟よろしく投げつけたくなりそうだ。

「彼が自分の部屋には広いバスタブがないって言うから、貸してあげたの。それで、スカーレットさんが私のコレクションを見たがっていたって聞いたから、メッセンジャーをね。フォスターにも、今まで私の宝石箱を見せたことはなかったわよね？」

「ええ、今日が初めてです。あの見事な呪いのエメラルドを拝見したのも今回が初めて。あのエメラルドは一部のコレクターの間で伝説の〝ギロチン姫のエメラルド〟ですよね？」

「ああ、そうなのよ。さすが、情報が早いわ。もう噂になっているのね？　その辺の貴族なら、あれくらい高価な宝石は金庫にしまい込んで、そっくりのイミテーションを身につけるところだけれど、私と主人にとってはそれじゃ意味がないのよ。身につけるのは常に本物でなきゃ」

「そうですよね」

　早速フォスターがエメラルドに話題を持っていったので、スカーレットは冷や冷やする。

　いくら親しそうな間柄とはいえ、呪いの宝石をこよなく愛している夫人に、いきなり『あれは危険だから譲ゆずれ』などと言おうものなら、不ふ興きようを買うことは必至だ。

「嬉しいわ。宝石好きな方が船に乗っていて」

　夫人が宝石箱に収められた煌きらめきを披露し始める。その光景は、スカーレットにかつての祖母の部屋を彷ほう彿ふつとさせた。
















　今夫人が手にしているのは、大粒のエメラルドのついたネックレスと指輪、そしてイヤリングが、同じ蔓つる薔ば薇らの装飾でまとめられ、美しくディスプレイされた一組のアクセサリーだ。

「このセット、とても美しいですね。でも指輪は昨日おつけになっていたもののほうが色石が立派でしたけど」

　エメラルドの指輪の石は、あの呪い石と大きさも色味も似通っていたが、独特のクラックから生み出される氷柱の景色を思わせる華麗さがない。放つオーラがまったく違う。

「ええ、あれほど見事なエメラルドは、他にはないわ」

　スカーレットが宝石を、おはじきのように身近なものとして遊んでいたのは十年以上も昔。

　でもその頃の記憶も、こうして宝石を目の前にするとどんどん蘇よみがえってくるから不思議だ。

　可愛らしい淡いピンクのカボションカットの石。強い輝きを放つピンク色のスピネル。ベリル。ピンクサファイア。

　光の入り方によって白い放射状の模様が輝くスタールビー。それも大きな見事なものばかりが標本のようにびっしりと並んでいる。

　このあたりのものはどれも美しいとは思うものの、寒気が走るような、胸を射い貫ぬかれるような衝撃は受けないから、きっと祖母のコレクションではないのだろう。少なくとも〝十二の悪魔〟の放つオーラとは異なる。

（あのエメラルドを見たときには、衝撃が走ったわ。おばあさまが……私に知らせているみたいに。これは、外に出してはいけない石だって──）

　スカーレットは宝石箱の中のとある一段に、言いようのない妖よう気きを感じてじっと見つめる。

「このルビーは……？」

「宝石商によると、私が買った後にもアラブの王様が、この石を欲しいと言ってきたらしいわ。この紅い石は昔はどこか東の国の仏像の目に使われていたものだそうよ。戦時にくりぬかれて売り飛ばされてしまったの。そのときの戦争のせいで、この石からは時々、涙がこぼれるんですって。すごいわよね。神秘的だわ」

　夫人がうっとりと二つの紅い石を見て言う。

「あ……の、先日つけていらしたエメラルド以外にも、同じ宝石商から買い求められたお品はあるんですか？」

「このルビーとサファイアはそうよ。主人があの宝石商から一緒に買ったの。確か、これにも妖しい名前が付いていたわ」

　そう言って夫人はオーバルカットのサファイアがついた、可愛らしいハットピンを取り出した。

　指輪やネックレスほど大ぶりな一粒石がついているものではなかったが、揺れる加工が施されており、ちょっとした振動でもちらちらと、周囲に光がちりばめられる。

　夫人がそれをスカーレットに手渡した途端。

『───ねえ、あなたにはわかるでしょ？　寂しいの……来て……』

　声が聞こえた。消え入りそうにか細い、少女の声だ。

　スカーレットは、はっとしてカーミラ夫人に問いかける。

「今……何かおっしゃいましたか？」

「いいえ。何も。どうして？　何か聞こえた？」

　夫人は紅茶にブランデーを落として飲んでいたが、その瓶びんが空になるとフォスターに取ってこさせ、新しい紅茶を注がせている。

　妖しい宝石への造ぞう詣けいが深いフォスターも、今の声は聞こえなかったのが、まったく変わった様子はない。

　そもそも、フォスターはといえば、スカーレットと夫人の話を適当に聞き流しながら、自分は彼女の宝石箱の中から興味のあるものを適当に手に取っては、白いマジック用の手袋をはめた掌てのひらに載せている。

　大粒のダイヤモンドや、一粒で家が建つほどの価値があると思われるサファイア。まばゆさに目もくらむような宝石を、無造作に、それこそおはじきでも始めかねないくらいにもてあそんでいる。

　自分の大事な宝石を、知り合いだとはいえ庶民が勝手に手に取っているのだが、夫人は気にする様子もない。それどころか、

「ああ、フォスター、それ、きっとあなたに似合うわよ。先日義母から貰ったのだけど、つけそうにないからあなたにあげる。お持ちなさい」

　ぽんと高級品をプレゼントした。

「でも、さすがにこんなに高価なものは……」

「いいのよ。まだいくらでも宝石はあるのだから。私、あなたにはそのへんのご婦人よりずっと素晴らしいものをあげたいの」

　フォスターは言われるままに、ネックレスを自らの首にかける。

　女性用の華麗なデザインなのに、フォスターにはしっかりと似合っているのが軽くシャクだ。

（いくらくらいするんだろう。十カラット以上のサファイアが二十個はついているわよね。そして取り巻くダイヤモンド。これがあれば我が家が手放した別荘の一つくらい買い戻せるんじゃない？）

　スカーレットにとっては、そのプレゼントの輝きは別の意味でも溜め息が出る。

（というか、フォスターったらもっと強く断りなさいよ。そのネックレスだけで、一財産だってわかっているのかしら）

　スカーレットはエメラルドと同じ宝石商から購入したというルビーを、心ここにあらずで手に取った。

　冴えたピンクに近い赤の色味で、ハート形にカットされている。

「そのルビーね。今までの持ち主の大半が殺人事件に巻き込まれて亡くなっているんですって。恐いわよね」

「え」

　思わず取り落としそうになって、スカーレットは両手でその宝石をしっかりとサポートする。

『赤くなってね……もっともっと……血に染まってね……私と一緒に』

　誰かの声が聞こえてくるようだ。

（そんなわけはないのに……）

　おばあさまのコレクションだったから、あのエメラルドの声は聞こえた。そう思っていた。でも、この可愛らしいハートカットのルビーや、ハットピンの声まで聞こえるなんてあり得ない。

（私、すべての呪い石の声が聞こえるようになってしまったの？　そんなの、困る……！）

『私にはね……死の呪いがかけられているのよ……関わるのなら、あなたにも……！』

　また、聞こえた。

　払い落としたいのを我慢して、そっとケースの中に下ろす。

「あ、あの……夫人は今までにこれらの宝石から何か声を聞いたことは？」

「声？　あら、宝石から声がするなんてロマンチック。是非聞いてみたいわ」

　カーミラ夫人はアルコールが入っているせいもあってか、ずいぶんと愉たのしそうだ。

「いえ……えっと……なんだか、死の呪いがどうとかって……。あの、気分を害されてはと思ったのですが、心配なので言わせてください。あのエメラルドは、昔から強い呪いがかけられていて、私の祖母が密かに隠し持っていたものなんです。祖母が亡くなった後、行方ゆくえがわからなくなっていたのですけど、本当に危険な石なんです。できれば、浄化させていただきたくて」

「宝石が殺人予告をするなんて、さすがダット公爵家の呪いコレクションですね。その声が聞こえるスカーレット姫もすごいけど」

　フォスターが、足を組み直しながら感心して言う。ちょっと揶や揄ゆを含んでいるのが気になったが、それよりも、そんな大胆なポーズをしたら、ガウンの合わせから見てはいけないものが見えてしまう。

　スカーレットの動揺をお見通しなのか、夫人は含みのあるブルーグレイの目で見つめてくる。

「スカーレットさんは、あのエメラルドの曰くを知っていて？」

「いいえ……」

「あのエメラルドに〝ギロチン姫のエメラルド〟っていう名前が付いているのはご存知よね？　フランス革命の頃に殺されたお姫様の霊が入り込んでいるんですって。指輪の持ち主だったお姫様がギロチンに掛けられて殺されるまさにそのとき、あの美しく複雑なクラックが入ったらしいわ。彼女は結婚が間近だったそうで、ときおりさまよい出ては、死に別れた恋人を捜すのだそうよ。首のない姿のままでね」

　エメラルドはアクアマリンと同じくベリルという鉱物。インクルージョンがとても多いために割れやすいので、衝撃には注意が必要な石だ。

　あの石に、あれほど細かなクラックが入っているのは偶然かもしれない。しかし、その由ゆ来らいが事実だと告げる、宝石の意思表示のようにも思えてしまう。

「それであの名前……」

「そう、〝ギロチン姫のエメラルド〟。素敵にゴシックな響きよねえ」

　夫人が甘い蜜みつでも舐なめるかのようにうっとりとそう言った。

「私、もしかしたら少しはその魔力を抑える方法を探せるかもしれません。あの石、預からせていただいてもいいでしょうか？」

「でも浄化して、今の妖しい美が損そこなわれるのは困るわ。それに、主人のものでもあることだし」

「……おそらく、呪いも美も損なわれないと思います。周囲に及ぶ悪影響を抑えるだけで……じゃあ、公爵様の許可があれば差し支えありませんか？」

「そうね。考えてみてもいいわ」

「私、公爵様を捜してきます！」

「あら、どうして？」

「どうしてって」

　スカーレットにしてみたら、幸運の守り石ならいざ知らず、自らもいつ死ぬかも知れないような呪いのかかった宝石など、到底持ちたいとは思えない。

　欲しがる気持ちはわからないが、持ち主のことは心配だ。

「だって、できるだけ早くに浄化を行った方が安心です。呪われた石の魔力がいつご主人を襲うかわからないんですよ？」

「大丈夫よ。エメラルドの姫が捜しているのはハンサムな若い男性。おじいちゃんじゃないわ」

　夫人は今や、ブランデーをそのままティーカップで飲んでいた。さっきの一瓶もとうには空あけてしまい、次のボトルを開けようとするが、手を滑らせて危うく台無しにしかける。それをフォスターは見事に片手で受け止め、流れるような動作で夫人のカップに適量を注ぐ。

　知りたいことは大体聞いたから、スカーレットがこれ以上ここにいる必要はないだろう。祖母の他の宝石は、この部屋には見あたらない。

（呪い石の浄化方法を、おばあさまにきちんと教えてもらっていたらよかったわ）

　そういえば子供の頃にも、宝石の声が聞こえたことがあった気がする。

　あのことを祖母は〝守り人の素質〟と言っていたのだろうか。

「そうだわ、カーミラ夫人。こちらには、赤いカードは届いていませんか？　豪華客船の富豪を狙って宝飾品を盗みに来る怪盗〝海の魔物〟の犯行予告状なんです」

　最後に訊いておかねばと、スカーレットは立ち上がりながら夫人に尋ねる。

「やあねえ、犯行予告なんて、そんなもの届いてないわ」

　夫人はフォスターにしなだれかかってけだるそうに答える。とろんとした眼まな差ざしは、いつ寝入ってしまってもおかしくはない状態だ。

「ああ、そう、別れたとき、主人はシークエンサ様と喫煙室で落ち合うと言っていたわよ」

「わかりました。じゃあ、ありがとうございました。失礼させていただきます」




「スカーレット！」

　扉を閉め切ろうとしたスカーレットのすぐあとを、フォスターが追ってきた。

「何？」

「俺も一緒に行くよ。一人では行かせられない」

「私なら大丈夫よ。公爵を捜すだけだもの」

「へえ？　方ほう向こう音おん痴ちのお姫様が人を捜すなんてさ、限りなく無謀なことだと思わないか？」

　ずいぶん的確ないじめだ。

「お、思わないわ。大丈夫、喫煙室でしょ。今は〝幸運のお守り〟を持っているし、きっとこの宝石が道しるべになってくれるわ」

　フォスターを振り返り、袖の陰に隠した〝人魚の雫〟を軽く指先で上げて見せながら胸を張る。

　矢車草色の光が、清純な光を揺らすのを見て、フォスターはいったん足を止めたが、またすぐに追ってきて、スカーレットの半歩先を歩き出す。

「───どう見ても心配だ。ついていく。それが嫌なら、エメラルドに関わるのをやめるかのどちらかだ」

「それはいやよ。だって、この船であのエメラルドと出会ったのは、せめてイギリスに行く前にあの呪い石だけでも浄化しなさいっていう、おばあさまからのメッセージなんだわ。きっとそう！」

「───思い込みが激しいタイプかな、姫は」

「よけいなお世話よ。そんなことよりあなただって、カーミラ夫人はいいの？　ずいぶん酔っていたみたいだけど」

「ああ、部屋にいるんだ。彼女は大丈夫。さ、行くぞ」

「あの、でもその格好だと私ちょっと困るんだけど」

「何言ってるんだ？　姫。さっさと行くぞ」

　顔を赤らめ動揺するスカーレットをよそに、フォスターはその場でガウンを脱ぎ捨てて、廊下に放置したまま、もう前方をすたすたと歩き出している。ちゃんとズボンは穿はいているし、白いシャツも着ている。

　常識的に見ても整った格好だ。公こう序じよ良りよう俗ぞくに違反しているようなしどけない姿ではなかった。

「な……んだ……やだ、もう」

　ほっとしたような、残念なような。

　一人でドキドキしていた自分がバカみたいだ。

「〝なんだ〟とはなんだ？」

「いえ、なんでもありません」

　おかしな会話をひとしきり交わして、スカーレットも慌てて歩き出す。

　彼の着替えのマジックの種に悩んでいたら、また〝トロい〟とか言われかねない。

「ね、喫煙室ってどこ？　一等船室の紳士しか入れない場所よね」

「ああ、ここだな」

　フォスターは、スカーレットにとっては魔術のような素早さで、目的地の入り口まで連れて来てくれていた。

「すごいわ……神かみ業わざ……」

「何もすごくない。全っ然、すごくない！　こういうの〝神業〟とか言わないから」

　ヴィーナス号の中でも最高に贅を尽くした、ロンドンの男性専用クラブを思わせる喫煙室。しかし、ナイトキャップを楽しむ客はほとんどいなかった。ダット公爵の姿もない。

　フォスターは真珠貝の象ぞう眼がんをはめ込んだ、ジョージ王朝風のマホガニーの壁に囲まれた空間を見渡し、念のためウエイターにダット公爵とシークエンサ男爵の来店を確かめると、彼らはたった今帰ったと聞かされる。なんだかほっとした気分になった。

「行き違いだったかな。公爵は、今頃部屋に戻っているかもしれない。どうする？　公爵の部屋に戻るか？」

「でも、もう遅いし……」

　先刻のカーミラ夫人の酔すい態たいを思うと、彼女の許にまた行くのはためらわれた。

「そうだな。姫の部屋まで送るよ」

　フォスターは頷うなずくと、案の定帰り方のわからなくなったスカーレットの半歩先を歩き始める。

　通路には人の姿はほとんどない。

「ねえ、フォスター。あなたにも宝石の声は聞こえるの？」

「いいや、呪い石の訴えが聞こえるのは、姫の生まれ持った素質と、その〝人魚の雫〟の力だろうな」

「そう。じゃあ、あのエメラルドの中の少女は、やっぱり今も結ばれなかった恋人を捜しているのね。永遠に結ばれない恋人を」

　そう思うと、あのエメラルドに対して恐ろしいというよりは、哀れみの感情が湧いてくる。

「それより、スカーレットは自分とシークエンサ男爵の心配をしたほうがいいんじゃないのか？」

「え」

　意外な話の方向に、スカーレットは思わずぽかんとフォスターを見る。

「だって、宝石は身につけてるもの以外、全部倉庫階の金庫にしまっているもの。大丈夫よ」

「まあ、そうだな」

「それにシークエンサ様は、悪いコトして成功したわけじゃないし。ね、ここが重要よ。どうして怪盗はシークエンサ様が悪者だって思ったのか。情報収集を怠おこたったとしか思えないわ」

「───そうだといいけどな」

「え？」

　そういえば、さっきも彼はそんなような引っかかる言葉を言っていた。でもそんな小さな疑問はまたすぐにスカーレットの中から払ふつ拭しよくされてしまう。

「見てごらん、姫」

　フォスターが、デッキへ通じる扉を大きく開いた瞬間、皓こう々こうとした金の光に満ちた光景が目の前に広がったのだ。

「あ……」

　大きな円まるい金糸雀カナリアイエローの月が見えた。見事な満月が、空にぽっかりと浮かんでいる。

　それは水平線のほど近くに美しい姿を見せていて、手を伸ばせば摑めそうなくらいだ。

「すごく綺麗……。海の上に……空に、見渡す限り大きな大きな月しかないわ」

　ひんやりとした冷たい空気に滲にじませるように、ほうっと言葉を漏らしながら、スカーレットは月を見つめる。

「スカーレット、君もすごく綺麗だ」

　月を見上げるスカーレットを、隣に立つフォスターが輝く瞳で見つめていた───。
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　彼に見つめられると、ドキドキする。

　シークエンサに見つめられたときには感じたことのない、胸がきゅんと来るような、そのあと鼓こ動どうが速く速くなるような、そんな感覚が胸から全身に溢あふれてくる。

　社会的地位も莫ばく大だいな財産も申し分ない、ハンサムな婚約者がいるのに、どうしてフォスターのことを見ると、こんなに胸が高鳴るんだろう。

　好きになってしまいそうな気がする。ううん、もうすごく、好きなのだと思う。

　この人を独占したくてたまらなくなっている。

　どうしよう。

　微び動どうだにせず見つめていたスカーレットに、フォスターが手を伸ばしてきた。

　緩ゆるやかに、美しい顔が近づいてくる。

　もしかしたら自分からも、少し近づいていってしまったかもしれない。

　二度目のキスだ。彼の魅力的な唇の感触を、スカーレットはもう知ってしまっている。

　多分初めて埠ふ頭とうで見かけたあのときから、彼にはとても惹ひかれていた。

　スカーレットの胸のときめきを感じ取っているかのように、フォスターの顔が近づいてくる。

　彼の手がいつの間にか伸びていて、スカーレットの金の髪に触れ、頰ほおに添えられる。

　唇はスカーレットの唇を掠かすめ取るように素早く重ねられ、そしてゆっくりと何度も少しずつ角度を変えて甘あま嚙がみする。

　彼から、甘い香りがした。

　潮風が甲板を満たしていても、フォスターがすぐそばにいると、世界中が甘い香りになる。

　柔らかな唇。絡み合い、一つに重なる。

　胸が高鳴る甘いキス。

　船が波を切って進む音がずっと変わらず聞こえている。

「───ね、フォスター今……私に魔術を……使った？」

　ゆっくりと唇が離れたあと、続く沈黙が気恥ずかしくて、スカーレットからそう尋ねた。

「どうして？　そんなによかった？」

「もう一度……してみて」

「欲張りだな」

「私、だって……だってね」

　今、好きな人と好きなキスをしておかないと、もうじきそんなことはできなくなってしまう。許されなくなる。正式な婚約式をしてしまったら、もう私はシークエンサ様のものだ。

　本当は今だって、こんなに感じるキスをシークエンサ以外の男の人としてはいけないはずだ。

　これから、シークエンサ様のお屋敷のあるイギリスに向かうのだから。

　そこで、男爵夫人になるのだから。

　フォスターはそんなスカーレットの心情を察知したのか、また唇を合わせてくれる。

　何度も緩やかに押しつけられ、開かされる唇。

　舌が差し入れられてきて、スカーレットの口こう腔くうをむさぼるように動く。

「ん……」

　ちょっと驚いたスカーレットが舌を避けようとするかのように、後方に身をずらそうとしたが、そこには白い欄らん干かんがある。

　フォスターはスカーレットの身体をさらにしっかりと抱き留めて、そしてさらに深く唇を求めた。

　しっとりと濡れた唇を離し、フォスターが見つめてくる。

　おそらくそれまでは閉じていたであろう彼の双そう眸ぼうは、月の光を受けて宝石のごとく輝く。

　スカーレットの〝人魚の雫〟と同じ、深い海の色で。

　驚いた眼でフォスターを見つめるが、彼はごく自然にそこにいて、恥ずかしがる様子もなく、堂々として魅力的だ。

　じっと見つめられて、どう反応していいのかわからない。

　感想を求められている？　それとも、頰を染めればいい？　でも頰はもう十分すぎるくらい真っ赤だと思う。火照っているのが自分でもわかる。

「慣れて……るのね」

　ついそんな言葉が口をつく。それは少し皮肉にも聞こえるかもしれないということは、口に出してから気がついてしまった。

「男だから」

「そう……よね」

　初めて同士よりは、いいのかも知れない。

　フォスターは、今までキスをしていた唇を笑みの形に曲げて、甘い声で囁いた。

「ねえ、姫のさ、〝人魚の涙〟……その〝雫〟の片割れの石。海の底でも、世界の裏側にでも、もしあったなら、俺がきっと手に入れてみせるよ。君のために」

「捜して……くれるの？　私のために？」

「ああ。天才奇術師に、捜し出せないものはないからな。でも今は、先にやるべきことができたみたいだ……！」

　にわかに彼の声のトーンが変わった。

　戦闘態勢。そんな感じの声。そして驚いて見上げるスカーレットの眼に映ったのは、ギラギラ輝くフォスターの青紫色の瞳。そして、敵に向かうような横顔。

「何？　ねえ……」

「スカーレットはここにいろ！　公爵を見つけた」

　フォスターはそう低く短く告げると、目の前の手すりを飛び越えて、一階下のデッキへと飛び降りる。

　スカーレットも手すりに駆け寄り、下を見下ろして口をつぐんだ。

　デッキには一段と冷たい風が吹きつけていて、そのせいか誰もいない。最初はそう見えたが、右う舷げんデッキの白い欄干の側で、人影が揉み合っていた。

　最初は一人かと思ったが、二つの影が重なっていたのだと気がつく。

　それは一人の男が、いきなり手にしていたワインの瓶を振り上げて、もう一人の男の胸ぐらに摑みかかったからだった。

　だが、ワインボトルを手に飛びかかっていった男は、数発の銃声と同時に仰のけ反ぞった。

　銃声自体はほんの小さなものだった。しかし、側のデッキチェアやテーブルをがたがたと倒しながら、男は血を流して転がったのだ。

　甲板に立つ、もう一つの影。その影は、倒れた男の傍らにしゃがみ込み、衣服の中を探ってでもいるようだ。

「大変……！」

　階段を駆け下りかけていたスカーレットが、思わず声を上げた。

　凶きよう漢かんが、その声でこちらに気づいたようだった。男はいったん収めた銃をスカーレットに向ける。

　月明かりに冷酷に輝く銃口。

「伏せろ！」

　デッキで身を隠していたフォスターがスカーレットに言葉短く命じた。

　スカーレットはとっさに体を低くした。

　フォスターの手元からマジック用のカードが数枚、夜空を鋭く切り裂き男を襲う。

　男の銃は数発火を噴いたが、それはスカーレットが身を伏せる甲板に穴を開け、周囲に木こっ端ぱを飛び散らしただけだ。

　男の手元はフォスターの投じたカードによって傷つき、狙いを乱されてしまった。

「う……！」

　絶え間なく投げつけられるフォスターのカードに、攻撃を断念した男は、三等客室へと通じる扉へと逃走した。

　フォスターは、スカーレットの元に駆け寄る。

　まだ他にも敵がいるのではないかと警戒したが、それ以上、二人を襲ってくる者はいなかった。

「大丈夫か？　スカーレット！」

　強い風がデッキを吹き抜け、スカーレットの金髪が乱れて翻ひるがえった。

「大……丈夫……怪我はないわ」

　正直、かなり驚いた。自分の周囲で銃弾が炸さく裂れつするなんて、初めてだ。

　フォスターはスカーレットを抱き起こすと、一度全身を眺め渡し、それから強く抱き締める。

　痛いくらいの抱擁に、胸が高鳴ってしまうが、今はそんなときじゃない。

「何しているの？　撃たれた人が……早く助けを呼ばなくちゃ」

「もう死んでる。あんな至し近きん距きよ離りから数発撃ち込まれたんだぞ。どんな素人でも外しようがない。しかもあの銃は最新式だな。高性能の消音装置を載せてる」

「最新式の銃って……」

　確かに、銃声は大きくなかった。スカーレットは男に近寄って、恐る恐る様子を伺う。

　甲板にうつぶせの男は、ピクリとも動かない。

　かなり恰幅のいい、大柄な男だ。そして白髪。暗がりでも上等とわかる身なり。

「ねえ、この人はやっぱり……」

　フォスターが、血に塗まみれた男の身体を仰向ける。

　背中も胸も、顔も真っ赤に染まっているが、それは紛れもなくダット公爵その人だった。

「ダット公爵……。私、間に合わなかったの？　やっぱりエメラルドの呪いのせいで、彼は殺されたの？」

「まあ、そうとも言えるのかも知れないが、若干……仕組まれた感じが強いな」

「仕組まれた？　じゃあ、エメラルドは関係なくて、単なる強盗の仕業なの？」

「それがそういうわけでもない」

　フォスターは、海風に曝さらされて徐々に硬く、冷たくなっていくダット公爵の上着の中に手を差し入れると、そこから革の上等な財布を取り出してみせる。

　中身はたっぷりと詰まっている。普通の物もの盗とりなら、この財布を置いて逃走するはずがない。

　ただし、彼の右手の小指にあったエメラルドの指輪は消えていた。

「エメラルドは持ち去られてる。〝ギロチン姫のエメラルド〟。それに、意外なものが置いていかれたようだな」

　そう呟くフォスターがまた別のポケットから取り出したのは、真っ赤なカードだった。

「〝海の魔物〟の犯行予告カード？　夫人じゃなくて、ダット公爵のところに来ていたってこと？　じゃあ、これはやっぱり怪盗の仕業なんじゃない！　人殺しはしないって言っていたけど、所詮は悪党なのよ。こんな酷いことして」

「怪盗〝海の魔物〟は、こんな風に人を殺して奪わない」

「じゃあ、一体どういうこと？　いつもは殺さないけど、今回たまたま殺してしまった？　それがエメラルドの呪いのせいだって言うの？」

　公爵の死体から流れる血の臭においが、潮風に混じって鼻をつく。

「このカードは偽にせ物ものだ」

「そんな、どういうことかさっぱり……」

　フォスターは気分が悪いというよりも、怒りを抑えているような表情で公爵を一いち瞥べつし、手にした予告カードを見つめている。

　そんなとき、上層階の窓の明かりが、不意に一つ二つ点ともった。

「中に入るぞ。客が騒ぎに気づいたようだ」

　スカーレットの手を取り、フォスターは足音を忍ばせてデッキの階段を上ると、船室へ続く扉へと導く。

「まだまだ〝殺す〟ぞ。あの呪いのエメラルドは」

　フォスターは呻うめくと、小さな室外灯だけが点る無人の通路を、足早に歩き出す。

「ねえ、どこに行くの？　エメラルドを盗んだのが誰か、目星がついてるの？　まさかいくら〝魔石〟だからって、宝石が勝手に歩き出したり、空を飛んだりはしないわよね」

「そんなことがあったら、かなり怖いな。ていうか、それを見み世せ物もの小ご屋やで呼び物にして、一生働かないで暮らせるな」

「そうよね。私もあのエメラルドを見るまでは、ここまでメルヘンなことを考えつくような人間じゃなかったんだけど……変よね」

「姫、間違ってるぞ。それ、メルヘンじゃなくてオカルトだ」

　でも、想像もつかないことばかりが次々起きるのだ。

　この船に乗ってからというもの、恐ろしいことも不思議なことも、胸がときめくようなことも次々と起こってきた。

　これはどういう現象だろう。

　呪いのエメラルドと、幸運の守り石、マーメイド・ブルーサファイア。

　二つの宝石を乗せた船が、スカーレットを未知の世界へと運んでいく。

〝運命〟という名の海を進んで───。

「ねえ！」

「なんだ」

「実はね、お茶の席で私もあのエメラルドに触っちゃったの。私も呪われてしまうのかしら。殺される？」

「スカーレットは大丈夫。腕にあるのはなんのための守護石だ？」

「……そうよね。でも、じゃあなんでそんなに急ぐの？　エメラルドの呪いを恐れてるのではないんでしょう？　もし盗んだ人に次に呪いがかかるなら、それはそれで天罰と言えない？」

「ああ、だがダット公爵を殺したのはエメラルドじゃない。汚れた欲望を抱く〝人間〟。怪盗を利用しようとしている腹黒い悪党だ」

　忌いま々いましげに、吐き捨てるような口調に感じる。

「怪盗じゃないって、どうしてわかるの？　それにもし怪盗の仕業じゃないのなら、私の〝人魚の雫〟や、〝ギロチン姫のエメラルド〟も誰が狙うの？　普通の人には知られていないことでしょ？」

「いるだろう。姫の知り合いで、公爵夫人とも面識があって、この豪華客船の情報にも詳しい……上手く工作すれば、濡ぬれ手に粟あわ。一いつ攫かく千せん金きんがたくらめる立場の奴が」

「え……？」

　スカーレットはわけがわからずフォスターの顔を見つめたが、彼の視線はすでに次の展開を見据えていた。

「着いたぞ。公爵夫妻の部屋だ。さて、鬼が出るか蛇が出るか。それともさ、悪魔かな」

　いつも余裕とゆとりを感じさせる彼にしては、少々険しい表情だ。

　スカーレットとフォスターがノックをしても声をかけても、いっこうに反応がない。メイドも今は自室に入ってしまったらしい。

　フォスターがドアノブを捻ると、扉はゆっくりと開いた。

「いいの？　勝手に入って」

「緊急事態だ」

　スカーレットも後に続き、人の気配がないことを確認する。

　その言葉で天井のシャンデリアもテーブルランプも、まだ淡く点っているから、就寝してしまっているとしてもそう時間は経っていないはずだ。

　夫人はあのまま、酔い潰れて居間のソファに転がっているのではないか。そう予想していたが、外れた。

　さっきのブランデーのビンはそのまま床に転がっていたし、三人が飲んでいたお茶のセットもそのままテーブルの上に置かれていたが、広い居間のどこにも夫人の姿はない。

　だがひとつ、先刻と違っている点があった。

　一人では抱えきれないほど大きなあの宝石箱が、テーブルから消えていたのだ。

「宝石箱が……ない……」

　いやな予感は次第に増すが、フォスターは承知していたようで、平然と侵入を続ける。

　フォスターは静まり返った暗い部屋の中を見渡すと、さらに奥への扉を開けて寝室へと向かった。

　まるで猫かというほど、物音を立てない。

　そしてフォスター自身、猫のように眼が鋭く輝いている。

「フォスター？　寝室にまで入っちゃ……」

「し」

　小声で言ったつもりだったが、それさえもフォスターに慎重な顔でたしなめられる。

　ものすごい緊きん張ちよう感。

　フォスターは、一度スカーレットを外に出そうという仕草を見せたが、スカーレットはそれを拒否した。

　寝室の中に明かりはなかった。満月の光が射し込むとはいえ、カーテンがほとんど閉められている空間は暗く、そのせいか夫人の使う香水の香りが濃く漂う。

　錬れん鉄てつでできたベッドの上に、人の横たわる膨らみ。

　スカーレットはそれを見てほっとする。カーミラ夫人に異変はないようだ。だが、その安堵の気持ちはまたすぐ不安へと変わった。

　声が聞こえた。

「クスクス……そう。やっぱりあの人は死んだのね……私の元に戻ってきた。望みは叶ったの……」

　夫人の声だ。まるで独り言のように右手をひらひらさせて呟いている。

「あなたは私の味方……あなたは私を選んだの。クスクス」

　酔っぱらいの独り言のようだ。

　ベッドに仰向けに横たわり、夫人の腕が天井へ向かって差し出されている。

　その指にはあのエメラルドが、差し込む光も少ないというのに冷たく妖しい光を放っている。

「よかったわ。あなたは無事に私の元に返ってきて……〝ギロチン姫〟……」

「ええ、何もかも計画通りです」

　そう答えたのは、呪いのエメラルドの少女の声ではなかった。

　いや、スカーレットは一瞬指輪の声が夫人に答えたのかと思った。だがそれはあの少女の声とはほど遠く、重くて低い男性の声だ。

「目撃者もいますが、かえって好都合。公爵の殺害はエメラルドの強ごう奪だつを企んだ怪盗〝海の魔物〟の仕業です」

　理知的で、事務的な響きの青年の声。

「赤いカード、予告カードも置いてきたわね？」

「ぬかりなく」

「そう。それは何より。本当にあなたに頼んでよかったわ。なんて頼もしいの。私のナイト。こっちにいらして」

　夫人の白い指先が妖しく伸びて、暗いカーテンの陰から、男が進み出てきた。

　部屋の闇が深すぎて、大柄で長身の若い男ということ以外、扉の隙間からかいま見るスカーレットにはわからない。

「あなたはこのままこの部屋で、何も知らずにいてください。そうすればやがて警備主任かパーサーがやってきます。お悔やみを述べたあと、公爵の遺体の確認を依頼されるでしょう」

「ええ、大丈夫よ。私、ちゃんと泣いてみせるから」

　夫人はとても楽しそうに彼に答える。

「問題はそのエメラルドの指輪です。現場から失われたことになっているものですから、しばらく誰の眼にも触れない場所に隠しておいてください。どれほど心を許したメイドにも話してはいけません」

「わかってる。船を下りるまでは、小箱に入れて金庫の中に隠しておくわ。そうしたら、そのあとは、完全に私だけのものになるのね。このエメラルドは私だけのもの。あの人が得意げに他人に見せびらかすなんて許せないわ。あの皺だらけで節くれ立った指になんか、この〝ギロチン姫〟は似合わないの。そしてこの美しい私も、あの醜い年寄りには似合わない」

「ええ。公爵の遺産も、すべてあなた様のものになります。城も、お二人で集められた宝石も、彼が蓄えてきた莫大な貯蓄も。すべてあなた様お一人のものです。カーミラ」

　二人の男女のやりとりはとても淫いん靡びで妖しく、艶なまめかしいが、その内容は物ぶつ騒そう極まりないものだった。

　公爵の殺人が、妻の差し金で行われたという事実。

　その動機が財産や〝ギロチン姫のエメラルド〟を独占したいがゆえであること。

　そしてすべてを怪盗〝海の魔物〟の罪にするために細工したこと。

　そして───。

「そうね。船を下りたらペンダントにでも仕立て直してもらうわ。もっと素晴らしく、たくさんのダイヤで飾りたてて。ああそう、ペンダントといえば、あれはちゃんと手に入るのよね？」

「ええ。今は金庫の中に。ですがもうすぐ運び出されます」

「そうよ、あの人を説得して、あなたが手配したこの船に乗り込んだのは、それが目的なんだから」

「私もいろいろ苦労いたしましたよ。すべてを上手く運ぶために」

　男の声はあくまで冷静で、感情は見えない。

　一方、夫人の声は嬉しさを隠しきれない風に弾んでいる。

「あの宝石が盗まれても……すべて〝海の魔物〟の仕業になるのね。本当に悪い怪盗さんねえ。警察に被害届を出して、捕まえてもらわなきゃ。義賊だなんて噂もこれで終わりね。公爵を殺し、宝石を奪い……そしてシークエンサ男爵まで襲う、完璧な悪者よ。〝海の魔物〟というより、人殺しの海の略奪者……」

　妖艶に、鬼き気き迫る笑みを浮かべる。

「では、私はまだ仕事がありますので、そろそろ」

　この声。この堅苦しい喋り方。

　信じたくはないが、思い当たる人物がいた。

（でも、まさか……）

　背後から月光を浴びる彼の顔は暗い影になっていて、まさにシルエットとしてしか窺うかがい知ることができない。

「いやよ。まだ大丈夫でしょ？　あとのことは仲間がやってくれるんでしょ？　ねえ、こっちに来て。そんなに急ぐことはないじゃない」

　男が夫人のベッドへ近寄ると、夫人はやおら身を起こして男のうなじに手を回す。

　妖しい仕草で自分の上に引き倒すと、男の広い背中を撫で回し、親密な男女のキスをずっと交わし合っている。

（やだ……何これ……酷すぎる）

　スカーレットは、思わずフォスターの服をぎゅっと摑んで握り締めた。

（来い）

　フォスターがスカーレットの腕を引いて扉の側から引き離そうとしたとき。バランスを崩した足下がよろけた。

（あ……っ）

　多分、吐と息いきのような小さな声すら出さなかったはずだ。だが、

「誰だ！」

　即座に寝室から鋭い声が飛ぶ。

「平気よ。メイドが起きたんじゃない？」

　絡みつく夫人の白い手を押しやって、男がベッドの上から飛び起きながら明かりをつける。

　フォスターは急いでスカーレットの身体を抱きかかえ、客室の出入り口へと踵きびすを返したが、男の動きの素早さにはかなわなかった。

　ごく小さな銃声が響いた。

　スカーレットの足下の高級絨毯に穴が空き、焦げ臭い煙が立ち昇る。

「動くな」

　男は銃を構え、狙いをスカーレットとフォスターから外さない。

「動かない方が身のためですよ。この場で二人とも死にたいなら別ですが」

「そういう格好いい台詞を吐いている間に、さっさと引き金引いて、撃った方が早いと思うけど」

　平然としたフォスターの軽口に、スカーレットは心臓が止まりそうになる。

　こんな場で挑発したら、それこそ一瞬であの世行きだ。相手は警告もなしに発砲してくるような男だ。素早く的確な射撃をする瞬発力と、冷静な状況判断のできる男。

　寝室から一歩ずつ、ゆっくりと近づいてくる男は、その顔立ちを淡いオレンジ色の明かりの下にようやく曝した。

「あなた……どうして……」

　打ち消してきた考えが現実のものになった衝撃で、喉から言葉が出てこない。

　現れたのはシークエンサの片腕であり、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せられている友である男───バトロイだった。
















　公爵を殺し、その血だらけの指からエメラルドを盗み取り、それを怪盗のせいにしようとしている男が、自らを〝シークエンサの犬〟とまで称したバトロイだなどと、スカーレットには想像もできなかった。

「これはこれは、思わぬところにいらっしゃる。カーミラ様にご用ですか？　まさかこのような深夜にシークエンサ以外の男性とご一緒とは。スカーレット嬢」

　バトロイは、とても今まで発砲しまくっていたとは思えない穏やかな声で、スカーレットに薄うす氷らひのような微笑を見せる。

「どうして……バトロイさんが？　あなた、シークエンサ様のために忠実に働いているとばかり……」

「働いていますとも。ですが、夜に美しいご夫人と語り合うくらいの自由は認めてもらっていますから、ご心配には及びません」

「でも！　あなたは……」

〝逃げなきゃいけない〟と思うのに、あまりの衝撃からか、足がまったく動かない。

「ああ、さっきの話を聞いてしまったんですね」

　何か他のこともたくらんでいそうなバトロイが、冷酷で凶悪な薄青の眼でスカーレットを見つめている。

「それはまずいな。いや、私にとってではありませんよ。あなたがたにとって……のことです」

「そう？　別に、俺はまずいとは思ってないけどね。むしろ、色々なからくりが聞けてすっきり爽さわやかな気分かな」

　フォスターが、本当に爽やかな笑顔を見せてそう言ったので、スカーレットは泣きたくなった。

　彼に自分たちの命運を握られているこのときに、なぜウィットに富んだ台詞せりふで相手を刺激ばかりするのだろう。

　ここは大人しくして、逆らったりしないということをアピールしまくるべきじゃないのだろうか。

　スカーレットはフォスターのシャツを握って、そう伝えようとするが、多分彼にはそんな繊細な意思表示は届かない。

「どうしたの？　まあ、フォスターとスカーレットさんじゃないの」

　ほろ酔い気分がまだ抜けていないのか、高いヒールのサンダルでよろめきながら寝室から姿を見せた夫人の指には、〝ギロチン姫のエメラルド〟が輝いている。

　お茶のとき、ディナーのとき、それぞれ見てきた輝きよりも、いっそう妖しく強い光だ。

　濡れたような艶やかな輝きは、見る者を惹き込んでいく。

　これが、人間の血を浴びた呪いの宝石の真の姿なのだろうか。

「こんな夜更けにどうしたの？　ああ、主人を捜しに行ってくださっていたのよね？　あの人見つかったかしら。まったく、こんな遅くまでどこで飲んでいるのかしらね」

　夫人は平然とそんな噓を口にする。

「公爵夫人。どうやらお二人にはすべて聞かれてしまったようですよ」

「あら、何を？」

　フォスターは不敵な笑顔。

「あなたがそこの彼に公爵殺害を依頼したこと。その〝ギロチン姫のエメラルド〟を独り占めしたいばかりにね」

「まあ、そうなの。それは……困ったわね」

「あなた的にじゃなく、俺たち的に、ですか？　彼と同じことを言う」

　また、スカーレットは泣きたくなった。

　今度穴が開くのは、この足下の超高級絨毯ではなく、自分の心臓か脳みそだ。

　というか、この絨毯に穴を空けるなんて、バトロイの無神経さに腹立たしくなってくる。

　スカーレットの城館では、色あせすり切れた広間サルーンの絨毯ですら、いつまでも買い換えができなかったのに。

「そうね。ではあなたたちには気の毒だけど、このまま海に落ちてもらいましょうか。シークエンサ様という婚約者がありながら、船上で許されない恋に落ちてしまった可か憐れんな令嬢。この世で結ばれぬなら、せめて天国で一緒になろうと、手に手を取って甲板から……なんて美しいの。素晴らしい悲劇だわ」

（〝婚約者〟……！）

　突然、思いも寄らずにカーミラ夫人の口から飛び出してきたその言葉に、スカーレットはドキンと心臓を震わせた。

　そして、ゆっくりと、スカーレットはフォスターの顔色を窺う。

　だが、彼の表情にはなんの変化もなかった。

「そうですね。このお部屋を血で汚すのは、私も悩むところでしたし、公爵夫人がそうお望みでしたら」

「ええ、シークエンサ様は大事な宝石を怪盗に盗まれた上に、可愛らしい婚約者を亡くしてしまうのね。なんてお気の毒。でもそうね、表向きは私も同じ立場になるのですもの、愛する人を失った傷を慰なぐさめ合ううちに、きっと心が通って……ああ、そうして私にすべての幸運と財産が舞い込んでくるのだわ。ねえ、〝ギロチン姫〟」

　夫人はうっとりとエメラルドのはまった右手を頰にすり寄せる。

　もう、その目つきは異常者のそれに近い。

「さあ、二人とも窓の方に歩きなさい」

　バトロイが、銃でバルコニーを示しながら二人に命じる。

「さあ！　早く」

　スカーレットは震えで足が動かなかったが、立ちすくんでいたら、また銃が足下に撃ち込まれた。履いていたのはシークエンサから贈られた、ビーズと金糸刺繡が細かく入ったシルクと革の赤い靴だ。

　銃弾で、靴に縫い込まれたビーズが弾けて飛び散った。

　シークエンサのお墨付きも納得の射撃の腕だ。

　だが、スカーレットの恐怖は、次第に怒りにすり替わっていく。

「───意味が……わからないわ」

「あら、なんの？」

　スカーレットの呟きに興味を示したのはカーミラ夫人だ。

「せっかくペルシャの職人さんが何年もかかって織り上げてくれた高級な絨毯に、いとも容た易やすく穴を空けて、今日下ろしたばかりの人の靴に傷をつけて。いったいどういう神経なの？」

　震える喉の奥からどうにか、ぎりぎり理性的な言葉を振り絞る。

「くっ、貧乏人はこれだからいやですね」

　バトロイの口から嘲笑を込めた侮ぶ辱じよくが飛び出した。

「せっかく私が口添えして、優柔不断なシークエンサにあなたを花嫁として迎える決意を固めさせたんですよ。落ちぶれた貧乏貴族の、まだ頭も体も未熟な娘を売り込むのに、どれだけ苦労したことか。なのに、ちょろちょろと動き回って、人の計画を台無しにしようとする愚か者は、罰が当たっても仕方がありませんね」

「あなたの口添えの話なんか、シークエンサ様から聞いてないわ」

「ええ。彼は誇り高き英国紳士ですから、そんなことはおくびにも出さないでしょうが」

「どうしてあなたは私を推おしたの？」

「あなたの〝価値〟は、その由緒正しい家名と、社交界でもてはやされる金髪であること、そのエメラルドのような瞳の色。ただそれだけですよ。ですがそれは、今後のシークエンサのイギリスでの地位の向上に大いに役立つ。しょせんイギリスは伝統と保守の国。シークエンサのような新しん興こう富ふ裕ゆう層そうはどこか軽くあしらわれてしまう。あなたを妻にすれば、見映えもしますしハクもつく。持って生まれたものをそれだけ評価されていたのですよ、あなたは。もっと嬉しがってください」

　バトロイの言葉は大人の論理のようでありながら、女性への侮ぶ蔑べつに満ちている。スカーレットは怒りを露あらわにした。

「そんなことで？　じゃあ、本当は一目惚れだなんて噓だったの？」

「シークエンサはあなたのことが気に入っていますよ。晩稲おくてに見えたのは、年齢の差を気にしていただけでしょう。でも───」

　彼はフォスターを一瞥する。

「船から船へと渡り歩いている、どこの馬の骨とも知れないような男だん娼しようと早速仲良くなって、夜遊びに興じるとはね。彼のような真っ直ぐな気性の人間には許し難い所業でしょうね」

「───！」

　スカーレットはうろたえる。

　確かにフォスターとはキスまでしてしまったのだ。

　何か、不思議な力に導かれるようにして───。

「最初から知っていたさ。俺は彼女があんたの陰謀に巻き込まれていることも知っていたけどね。それでも男爵が彼女を愛しているというなら身を引こうと思ってた。でも、やめた。スカーレットを本当に愛しているのはどう見ても俺だから」

　そう言うフォスターの眼差しの強さに、スカーレットはみじめさと嬉しさの両方の感情に挟まれて、じわじわ泣きたい気持ちになってくる。でも、こんなところで泣いてはダメだ。

（フォスターだけは助けなくちゃ。彼は、バトロイさんの謀略には何も関係ないんだから）

「バトロイさん。あなたのことだって、シークエンサ様は解雇するわ。彼の見ていないところで罪を犯して、夜は取引先の奥様と抱き合っているなんて。不潔だもの」

「まあなんとでもおっしゃい。あなたがよけいなことを言わなければ、彼はこのまま自分の仕事に邁まい進しんできる。私は彼の影として、汚れた仕事を片付けていく。それだけのことだ」

　バトロイはつかつかと近寄ってきて、スカーレットの腕を摑んだ。

「さあ、いつまでもくだらない話をしている時間はない。私にはまだ仕事が残っているんです。それに、今頃シークエンサと叔母上があなたのことを捜しているかもしれない」

「仕事ってなに？　さっき話していた、シークエンサ様の宝石を盗むこと？」

　バトロイは答えない。

「どうしてあなたがシークエンサ様の宝石を？　シークエンサ様のサポートをするのがあなたの仕事でしょ？　盗んで、あとで売るつもりなの？　それとも夫人に貢みつぐつもり？　そりゃあ、怪盗の仕業ってことにしたら、あなたは疑われないものね。そもそもあの犯行予告のカードだって、あなたが作ったものなんでしょう？」

「おやおや。探偵顔負けの推理ですね。でも、惜しい。最後のは不正解です。〝海の魔物〟の予告状は、あの夜本当に舞い込んだんです。まあ、そうでなくても、偽のカードの用意はしてあったので、きっかけ以上のものではありませんでしたがね。さあ、これで心残りなくあの世に行けるでしょう。死ぬ前に〝ギロチン姫のエメラルド〟を拝むことができただけでもよかったじゃないですか」

「───!!」

「かつて巷ちまたをにぎわせた有名な宝石コレクターの大貴族ヴィクトリアが、あなたの祖母だと知ったときは、私も驚きましたよ」

「───調べたの」

「気づいたのは偶然でしたがね。あなたの城を訪問するうち、奥の部屋に通されたことがありました。そこで見たんです。ミズーリの前国王が一緒に描かれた肖像画をね。おばあさまが持っていた〝人魚の雫〟。その後の調査で決定的になりました。神秘と幸運の人魚石を継承したあなたには、花嫁候補以上の付加価値が付いたわけです。それで、この船にシークエンサとあなたがたを乗せたんです」

「───〝人魚の雫〟は渡さないわ。〝十二の悪魔〟の宝石だって、すべてなくなってしまったの。誰に盗まれたのかもわからない。これからすべての呪い石を揃えようと思っても難しいわよ。だから、抑えの〝人魚石〟だって必要ないの」

「お喋りはいい加減にしましょうか。さあ、フォスター君とやら、君が先に飛び降りるんだ。君は吞み込みが良さそうだから、これから海に落ちるまでの段取りも心得ているだろう？」

　スカーレットの腕を左手で摑んでバルコニーに連れ出しながら、バトロイは前を歩かせているフォスターの背中に銃口を突きつけている。

　フォスターに出入り口を開けさせ、そして真っ直ぐ進むように指示を出した。

　従順に従う彼は、外に出ると欄干へと向かう。

　スカーレットはとりあえずの人ひと質じちのようで、バトロイのとてつもなく強い力で、腕を押さえられている。この逞たくましく鍛えられた腕を振り切って、青年の意に反したことをしようというのはどう考えても無理だ。

　フォスターは振り向き、その美貌に不敵な笑みを湛える。

「あなたが狙っているのは〝人魚の雫〟だ。そうでしょう？　この豪華客船にシークエンサ伯爵とスカーレット一行を乗せる算段を整え、公爵たちにもこの船に相乗りさせる。そして〝海の魔物〟からの犯行予告をきっかけに、シークエンサを脅して、今までスカーレットに贈った宝石と、彼女が持参した〝人魚の雫〟を船の金庫へと預けさせた。そこまでは予定通りきたわけだ。このあと怪盗〝海の魔物〟が〝今夜遅くにシークエンサ男爵と、ダット公爵を襲った〟ことにして、山ほどの財宝と〝人魚の雫〟を鮮やかに盗み出すという筋書きでしょう」

　欄干を両手で握り直し、フォスターは言葉を続ける。

「バトロイさんがまだ〝今夜やり残している仕事〟というのは、倉庫の金庫を運び出す仕事だ。早く行って、後部甲板のあたりからそろそろ到着しているはずの小さな輸送船に、シークエンサの金庫の中身を丸ごと積替える作業の監督をしなくちゃいけない」

「───！」

「だけどそうやって盗み出したお宝を、ちゃんと夫人に手渡すつもりがあるのやらないのやら」

　フォスターの皮肉めいた言葉に、バトロイの表情が変わった。口元がピクリと震える。

「バトロイ。どういうこと？　あなた、私のためにあの石を……〝人魚の雫〟を手に入れてくれる約束じゃなかったの？」

「カーミラ夫人」

「約束したわよね。今回の計画が成功したら私たち、結婚しようって。そうあなたは誓ってくれたわよね」

　顔面蒼白のカーミラ夫人がよろよろとテラスへとやってくる。

「あなたにはそのエメラルドがあるではないですか」

「これだけでは不安なの。絶望的なまでに美しいエメラルド。そして幸運のアミュレットである〝人魚の雫〟。その両方を手に入れてこそ、未来は明るく楽しいものになるわ……。そうでしょう？　あなたと結婚して、もっともっと、私は幸せに……」

「エメラルドに関しては、あなたは忠実に夫人の依頼に応えた。でも、〝人魚の雫〟に関しては、シークエンサのために、また戻してもいいと思っていたのでは？　なんだかんだ言っても、あなたはシークエンサと事業をもり立てていくことを一番の喜びとしているようだし、エメラルドや〝十二の悪魔〟のことを調べるうちに、だんだん宝石に潜む現実味リアリテイを感じ始めてきたところなんじゃないか？　主人の男爵と同じく現実主義者のバトロイ氏は」

「いちいち本当にやかましい男娼だな。子供のくせに知ったような口を利く！　さあ、早く欄干を乗り越えろ」

「バトロイ！　私のナイト！　フォスターを殺さないで。あなたが私を捨てるのなら、私、その子が必要だわ！　ねえ、噓でしょう？　私との約束を違たがえるなんて」

「───カーミラ。見てくれが綺麗なだけの少年なら、他にいくらでもいるでしょう」

「酷いなあ。これでも見てくれだけじゃなくて天才奇術師なんだけど。ああ、訂正させてもらうけど、男娼はしていないよ。断じてね。そんなことをしたら、俺の高貴な先祖たちが怒って墓から蘇よみがえってきてしまう」

　最後のフォスターのセリフは、スカーレットの方に視線を向けて言ったようだ。

　でも、スカーレットの頭の中は今、あまりに様々な人の思惑がごっちゃになって、もう何がなんだかわからない。

「お前の生い立ちなんて、どうでもいい！　さあ、飛び込め！」

「そうかな。うちの家系は結構血ち塗ぬられたごたごたがあって、なかなか聞きごたえがあると思うけど」

　フォスターは欄干に左手をかけながら、右手をバトロイに突き出した。

「バトロイ氏は、この指輪の紋章を知らないかな？　血塗られた一族の紋章だ。これはもとは白銀の美しいダイヤだったけれど、一族が憎み合い殺し合って殺さつ戮りくを繰り返し、苦しみ抜いて死んだ人々の血に濡れて真っ黒になってしまったんだ。そのエメラルドもよく見てごらん。今まで殺した人間たちの血が、揺らめいてるから」

「───！」

　夫人は、右手のエメラルドを凝視する。

　そしてわなわなと震えた。

「血……血だわ……本当に、初めて見る……エメラルドの中から血が慘にじみ出すなんて」

　呪いの宝石に傾けい倒とうし、執しゆう着ちやくし、崇あがめまくっているカーミラのことだから、フォスターの冗談に引っかかっているだけかと思っていた。

　だが彼女が掲げたその指輪から、確かに紅い血が流れ出し、手を伝って滴したたり落ちるのを見て、スカーレットはぎょっとする。

「血が流れてる……？　どうして」

『もっと……頂戴……もっと私に紅い血を……この冷たい身体が温まるような鮮血を……』

　また声が聞こえた。か細く囁くような少女の声だ。

「ギロチン姫のエメラルド……ギロチン姫の声が聞こえる」

　スカーレットの呟きを聞くやいなや、腕を摑んでいたバトロイが血相を変えて怒鳴りつけた。

「黙れ。そんなものが、呪いなんてものがあるわけがない！　宝石の呪いが現実の人間を殺すものか！　まやかしだ！　人を殺すのは……人だ」

「宝石だって人を殺すわ。公爵は死んだじゃない。この寂しがり屋のお姫様は、触れた人を自分と同じ不幸に陥おとしいれてしまうみたい。もしかして、あなたも触ってしまったの？」

　死んだ公爵の指から指輪を外したのは彼。これほどの大きい石だ。触れずに済ますことはできなかったはずだ。

「公爵は、私が殺した。宝石の呪いなんかじゃない！」

　公爵夫人は、魅入られたように滴る血の中のエメラルドに語りかける。

「実際手を下したとしても、それは宝石に操られたからってこともあるのよ。ねえ、ギロチン姫、姿を見せて」

『あなた……私に血をくれるの？　私が失った血を分けてくれる？　死んでくれるの？』

　声がさっきよりはっきりとした。

　気のせいかと思った。でも確かに空中に人の影のようなものが浮いている。

　スカーレットは目を凝こらした。

「───！」

　カーミラ夫人の目の前。虚空に、金髪の少女がいた。翠みどりの瞳を瞬きもせず見開いている、長い縦ロールの髪が、いく筋も肩や背に垂れている少女。髪も質素なドレスも褐色の血に汚れている。

　異常な光景。

　少女はぴたりと空中に止まったままで浮いているのだ。

　そして次の瞬間、少女はカーミラ夫人に両手を突き出し、突然細い首を摑んだ。

「ひあ……っ！」

　少女の白い指先が、夫人の皮膚を破り、肉にずぶりと食い込む。

　夫人の悲鳴は、ごくごく短かった。

「カーミラ夫人……そ…んな……」

　スカーレットが凍りつく中、ギリリと骨の砕ける音を立てながら、夫人の首が一八〇度回転した。
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　一瞬のことだった。首はさらに大きくねじれ、おそらく三六〇度以上回転しただろう。

　ゴトン！

　だらりと不自然に項うな垂だれた首をぶらさげた夫人の身体は、ゆっくりと倒れると、鈍く重たい音を立ててテラスの床に転がった。

　周囲は血の海だった。

　エメラルドから流れ出した血と、ねじれる夫人の首から噴き出した鮮血が、混じり合って広がっていく。

　まだ新しい床材は、血溜まりをどんどんと大きくし、夫人の淡い色のナイトドレスは真っ赤に染まる。

　幻の少女の腕でねじられた夫人の顔は恐ろしいほど蒼そう白はくで、カッと見開いた目は空中を凝視していた。

　一瞬のことだった。あまりの惨劇にスカーレットもフォスターも、バトロイも絶句し、動くこともできずに硬直している。

　だが、一番先に動いたのはフォスターだった。

　もうピクリともしない夫人の前で十字を切ると、彼女の指からエメラルドの指輪を外した。

　とたん、フォスターの目の前に先程の金髪の少女が出現したのだ。忽こつ然ぜんと現れて、忽然と姿を消していた少女は、今はフォスターの前にいて、彼と同じようにしゃがみ込んでいる。

『もっと……頂戴……私、寒いの……来て……誰か来て……私と一緒にあの人を捜して……』

　同じ目線で、真正面からフォスターを見据える少女は、そのエメラルド色の瞳を突如、カッとこぼれ落ちそうなほど見開いた。美しく可憐な少女の、激変した魔物の形ぎよう相そうだった。

「フォスター!!　逃げて！」

　スカーレットが叫ぶが、フォスターは動かない。その表情にも冴えた湖面のように怯おびえがない。

　そして予想通り、ギロチン姫がフォスターの体に手を伸ばした。また首をへし折るつもりかも知れない。だが、彼女は不意に電撃でも浴びたかのようにビリビリと全身から白い発光を見せ、痙けい攣れんし、慌てて手を引っ込めたのだ。

『あ……なたは……ダメ……あなたは……いらない。守られてる……もの。でも……』

　少女はすっと身を伸ばし、空中三〇センチほど浮いたところでくるりと振り向く。

　金の髪が固まった血でもつれ、乱れてかかる、エメラルド色の眼でバトロイを見た。

「く、来…るな。来るな……！　おまえなんて幻影だ。宝石の呪いなんてこの世にはない……！」

　バトロイが少女を見て呻うめく。その声でフォスターの青紫の目が、鋭えい利りな刃物のように冷たく光った。

　フォスターの険しい眼は、ずっとエメラルドに落とされていたが、バトロイに向けて固く結んでいた唇を開く。

「───これが宝石の呪いだよ。〝十二の悪魔〟に通じる宝石。呪い石。エメラルドに潜む呪いは、ギロチンで殺された少女の、永遠に終わらない処刑の記憶。俺たちにもやっと〝呪い〟の声が聞こえて、ギロチン姫の姿も見えたみたいだね。彼女に血をやったら、喜ぶと思うけど、どう？」

『───血の匂い……好き……生きているものの匂い。暖かな匂い。あなたが欲しいの……』

　少女はいつの間にかバトロイの前に立っていた。

　鼻と鼻がすり合うほど近くに顔がある。

　スカーレットの位置からも、少しの表情の変化も見分けられるほど、ギロチン姫はすぐ側そばにいる。

　金の髪も青白い肌にも、茶色く乾いた血がこびりつき、美しくどこかあどけない顔には、この世のものではない氷のような表情が張りついている。

　バトロイは、目と鼻の先、もしかしたら冷たい吐息すらかかる距離にある、命なき者の姿に怯え驚きよう愕がくした。

「やめろ！　どけ！　私にはおまえなど見えない！　見えない！　見えないぞ！」

　彼は手にしていた銃を、何度も何度も彼女に撃ち込む。

　それでも彼女の様子に変化はない。衝撃に微かに姿が震えるくらいだ。

　すぐにバトロイの銃は弾切れになって、彼は舌打ちすると、その銃を握ったままで、少女に殴りかかった。だが、銃も彼の腕も、すっと少女の身体を通り抜けた。

「こ…んな……はずは……ない……あるわけ……ない。これは現実じゃない……。現実ではあり得ない……。何か……何か、からくりが……!!」

　バトロイの困惑と驚愕の声は震え、そして掠かすれながら唇から漏れるように頼りなげになっていく。

『あなた……来て……私の側にずっといて……寂しいの。あの人、いないの……』

　ギロチン姫はバトロイの顔に血に濡れた両手を突き出して、その顔を挟むようにして摑んだ。彼は両手を振り回して抵抗したが、彼女の身体を己は素通りするばかりだ。

　だが何かの拍子に、血まみれの少女の首がごろんとデッキに転がった。

　彼女は首なしの胴体のまま、バトロイの心臓に摑みかかった。

「うわあああああああああああ」

　掠れるような絶叫。そのまま彼は腰が抜けたように、ずるりと床に座り込んだ。

「お願い！　バトロイさんから離れて……っっ!!　もうやめて！」

　祖母の大事にしていた宝石が、目の前で二人も人を殺すのは耐えがたかった。

　祖母はきっと、この惨さん劇げきを防ぐために、スカーレットをエメラルドが乗った船に導いたのかもしれない。

（それに、彼女が可哀想。彼女の望みはただ一つ、恋人に再会することだけなのに）

「もうやめて！　あとで私があなたを浄化してあげるから！　あなたを救ってあげるから！　今はエメラルドに戻って！」

　だが、ギロチン姫にはそんな声は聞こえない。少女の白い手は既すでにバトロイの胸に溶けるように潜り込み、彼は息もできずに、そのまま蠟ろう人にん形ぎようのように固まっている。

「スカーレット！　〝人魚の雫〟だ！　アミュレットをギロチン姫に突き出せ！　そして浄化呪文を唱えるんだ！」

　フォスターが、叫んだ。

「呪文、なんて……っ!?」

　言われた通り、袖に隠した〝人魚の雫〟を取り出し手に握ると、スカーレットはそれを少女へと突き出す。だが呪文がわからない。知らないのだ。必死になってまた声を張り上げる。

「ねえ、フォスター！　呪文はなんてっっ!?」

「〝私が綺麗にしてあげるっ！〟」

「噓！　絶対に噓！　早く！　ふざけないで！　怒るわよ！」

　バトロイが死んでしまう。殺されてしまう。こんな男でも、シークエンサの大切な友なのだ。

「〝ジェ・レクイス・トウト・デ・ヴォイス〟」

　フォスターが真面目な顔をこちらに向けた。

　今度の言葉は信用できそうだった。どこの言葉でなんていう意味か、そんなことはまったくわからなかったが、スカーレットは復唱した。

「〝ジェ・レクイス・トウト・デ・ヴォイス〟……っ!!」

　スカーレットの掲げた左腕の〝人魚の雫〟が一瞬、鮮やかな矢車草の光をまばゆく放った。

　その清らかな光は、少女を照らし、彼女の動きをぴたりと止めた。

　バトロイの胸からは血が流れ出していたが、彼女はバトロイの胸からやにわにその手を現す。

　少女は無言だった。もう、なんの声も囁きも、聞こえてはこなかった。

　スカーレットの背後。船内の灯ともしびが何故か急に、弱く強く点滅し、一度完全な闇に染まった。

　変電装置の故障なのか、それともこれもギロチン姫の魔力なのか。だが、しばらく後には、やがてすべての照明が元通り安定した明るさを取り戻す。

　明かりの戻ったテラスには、もうギロチン姫の姿はなかった。現れたときと同じく、いつの間にか霧のようにどこかへと消えている。おそらくフォスターが掲げ持ったエメラルドの中に戻ったのだろう。

「バトロイさん!?　大丈夫ですか!?」

　スカーレットは、呆然と座り込んだままのバトロイの方へ近寄る。

　バトロイは薄暗がりでもわかるほど、憔しよう悴すいし、胸からは血が流れていたが、その傷は何故か浅かった。とても少女の二本の腕が挿入されていたとは思えない、軽傷だ。

「おい、お姫様。そんな奴放っておけ。俺たち殺されるところだったんだぞ」

「でも！　お医者様を呼ばないと」

「───何もなかった……。医者などいらない。信じないぞ……、あんなものは信じない。私に対する脅しだろう。君は確か奇術師だった。どうせ……今のもそういう類たぐいの見世物……」

　バトロイの虚うつろな眼の下には、くっきりとクマが刻まれている。かろうじて精神状態を保っているという感じなのに、口だけは達者なようだ。

　だが、彼が吐いた悔しまぎれの捨て台詞ぜりふは、フォスターにもう一発キツイお仕置きをさせてしまうことになる。

「ふうん。あれでもまだ信じないなら仕方ない。本当の奇術を見せてあげるよ。ほら、あそこ」

　フォスターは、倒れ込んでいて歩けないバトロイを立たせてテラスの端に連れていく。

　欄干からは下のデッキが見えていて、そこにはなんの仕事しているのか、黒ずくめの男たちが数人、木箱を運び出しているところだった。

「あ……れは」

「そう。あれはあなたの手下が、シークエンサの金庫の中身を他の船に移そうとしているところ。あなたが監督するはずだったけど、待ちきれなかったんだろうね。もう運搬用の船も到着しているようだし」

　そう説明しながらも、フォスターは、いつの間にか手に銃を握っていた。

「は……ははは！　そんな銃でこの私を脅すつもりか？　あの荷物を戻すよう命令しろと？　いやだね。撃ちたいなら撃てばいい。どうせさっき死ぬ目に遭ったところだ。構わない」

　強がりか本心か、そううそぶくバトロイに、フォスターは銃口を向け、撃った。

　彼の額に向けて撃ったのだ。だが、バトロイの脳のう漿しようは炸裂しなかった。

　炸裂したのは白い薔ば薇らの花びらと金粉だった。

「まあ実際、誰に撃っても平気なんだ。これ、奇術で使う特別の銃だから。でも今度あの荷物に向けて撃ち込んだらどうなると思う？」

　今の銃声で、下のデッキの男たちは、警備員に見つかったと思ったのか、大あわてで右往左往を始めている。状況確認に走り、荷物の周囲は手薄の状態だ。

「ふん、また花が飛び出すのか？　おめでたい銃だな……」

　シニカルに嗤わらうバトロイの横で、フォスターは真面目な顔付きになって、突如発砲した。

　バンッ!!

　大きな音が響いた。

　今、ちょうど運び出されようとしていた、シークエンサとスカーレットの宝石や貴金属の詰まった木箱が、爆音と炎を上げて吹き飛んだのだ。

　金やオレンジ。きらめく火の粉が薄暗い闇に弾けて、宝石のように美しい。

　輝きとともに、頑丈な木箱は完全に破壊され、海風が破片を巻き上げている。

　あの様子だと中身はすべて黒焦げになり、海の藻も屑くずとなってしまっただろう。

　運んでいた男たちは、運よく難を逃れたようだ。

　爆発に驚き、豪華客船に横づけされた輸送船へ我先に飛び降りていく。

「そんな……なぜだ、同じ銃であんなこと……！　シークエンサの財産が……！」

　バトロイの顔色が驚愕に歪む。

「ねえ、これが奇術だよ。それにしても、思ったよりも派手に吹っ飛ぶものだね。花火みたいで綺麗だったじゃないか。いま使ったのは、あんたがたが密輸しようとしている〝高性能サイレンサー付き、小型で高性能、造形も美しい新型銃〟だって気づいてた？」

　フォスターの陽気な声に、バトロイは悔しげな表情を隠しもしない。

「おまえ、あの部屋に入り込んだのか？　その銃はあそこからくすねてきたのか」

「一番奥の特別室、調べてみたら予約した名前に該当する乗客がいない。変だと思ったんだ。普通なら、あんたが押さえるはずの部屋だからね。一体どなたがその部屋にお泊まりになっているのかと思ったら、そりゃあ美しい人殺しの道具が箱詰めになっていくつも積んであった。悪者の証だよ」

「奥の特別室には、密輸する銃器を入れてあったの？」

　スカーレットは啞あ然ぜんとしてバトロイを見つめる。

「金庫に入れた宝石や金目の物はご覧の通り弾け飛んだ。新事業を担う新型銃は俺が遠くで処分してきてあげる。部屋にはもう、ひとつも残ってないよ」

「おまえ……ただの奇術師じゃなかったのか」

「そう！　なにしろ天才奇術師だからね。しかも、勝手な大人の欲望で気高き名前を貶おとしめられた日には、燃えるわけだ。甘く見るなよ」

「もういい……もういい、勝手にしろ。あの金庫には……ミズーリ国の〝人魚の雫〟も入っていたというのに、大馬鹿者めが！」

　強がりを言いながらも、バトロイは心底ショックを受けたらしい。今もくすぶり続けている木箱の残骸を呆然と見つめている。

　それを横目に、フォスターは皮肉げな笑みを浮かべた。

「まあ、予想以上に驚いてくれたみたいで光栄だよ」

　客に大トリックの奇術を見せ、大成功して拍手喝采を浴びているときのように、フォスターは得意満面だ。

　そのとき、廊下の方から微かな足音が聞こえた。

「まずいな」

　それまでのゆとりの表情から、フォスターは気を引き締めてスカーレットの手を取った。

「この船に残った奴の仲間が状況を確認しに来たんだろう。逃げるに限る」

　二人は寝室へ戻り、裏口の扉から廊下に抜け出た。正面の戸口の前に黒い衣裳の男が数人いるのを確認して、逆方向へと廊下を走る。しかしすぐに感づかれ、男たちはスカーレットたちのあとをぴったりとつけてくる。

　三等船室と二等船室との間の扉をフォスターが開き、スカーレットは急いで扉を閉め切ったが、銃弾が飛んできて、背後の扉を次々と撃ち抜いていく。

　二人は、可能な限り急いで走り、廊下をジグザグに通って階段を駆け下りる。

　一般客が出入りするフロアに出れば、さすがの敵も銃は使わないと踏んだのだが、今は真夜中。銃を撃つ男たちを目撃するような客もいなければ、銃声のほとんど出ないよう開発された新式の銃の使用では、誰も気づきはしない。

　フォスターは一番ハッチの扉を開け、船せん首しゆ楼ろう甲板に飛び出した。もう先はない。

「バカめ！　こんな所に出て逃げられるとでも思っているのか!?　行き止まりだ！」

　その頃には、もうずいぶんと距離を詰めていた男たちが同じハッチから飛び出してきて、スカーレットとフォスターを囲んだ。

　じりじりと男たちの輪は小さくなり、フォスターとスカーレットは追い込まれていく。もう後ずさりはできない。スカーレットの背中に欄干が触れている。

　その下を心臓をバクバクさせながら覗き込む。真っ黒な海面が、無限の広がりを見せている。

　まるで海の魔物がそこに棲んでいて、人間が落ちてくるのを口を開けて待っているかのようだ。

（恐い……。高い……。こんなことになるなんて……海に落ちて死ぬなんて……）

「フォスター……！」

　フォスターがスカーレットを庇うようにして、男たちの矢や面おもてに立っている。

　スカーレットは、フォスターの背中にしっかりとしがみつきながら、いつ男たちに撃たれても、海に落ちてもいい覚悟を決めている。

「フォスター。最期だと思うから、私言っちゃう。言わせてね。私、あなたのこと好きだった。婚約者が決まっていても、それでもあなたのことが好きだった」

〝恋と愛と幸運の守り石〟を一度なくしている自分だ。好きな人となんか絶対に結ばれない運命だとは、もうわかっている。

　でも、こんなのもいいのかもしれない。

　結婚をしなくてはいけない身。それはもう諦めている。知られて当然のことだったし、きっとフォスターはとっくに知っていたのだろうと思う。

　本当は、死ぬかも知れないときにこんなことを言いだす女の子なんて、ふしだらなのかもしれない。でも、あのエメラルドのお姫様みたいに、愛する人を求めて永遠にさまようことになりたくなかった。ここで想いのたけを伝えてしまえば、きっとすべて吹っ切れる。

　諦めきれる。

「スカーレット……。大丈夫だ。俺が君を守るから。二人の対の宝石が、俺たちを守るから」

「え……」

　唐突に、横合いから何かが飛んできて、それをフォスターが摑み取った。

　ロープだ。

　ロープが蛇のごとく唸うなり、追っ手の男の顔を叩き、手にしていた銃を払いのけたのだ。

「スカーレット！　逃げろ！」

　フォスターは、摑んだロープを自分の腕にぐるぐると巻きつけると、もう片手でスカーレットの腰を抱く。

　スカーレットの全身はあっという間に空中に攫さらわれ、海風の吹きすさぶ虚こ空くうを斬り、弧を描いて追跡者の頭上を擦り抜ける。

「───ひ……あぁぁぁ……っ!?」

　スカーレットは悲鳴を上げ、目の前で鳶とんびに油揚げを攫さらわれた格好の男たちは、驚きに目を剝むき、口をぱっかりと開けていた。

　だが彼等にはそんな余裕はなかったのだ。

　フォスターは二人の体重のすべてを預けたロープの他にも、別のロープを摑んでいた。

　そのロープをぐいっと力任せに引っ張ると、甲板で二人を見下ろしていた男たちは足を攫われ、皆海の中に叩き落とされてしまったのだ。

「うわあああ!?」

　ざぶんと音がして、男たちの姿は一度海中に消える。だがすぐに浮上してあっぷあっぷともがき始めた。

　彼等が海中でもがく姿をしばらく愉たのしそうに見ていたフォスターは、一番下のデッキに無事着陸してロープを手放す。輸送船にも見捨てられそうな数人の男たちにデッキに据え付けられていた浮き輪を投げてやると、

「さてと。ちゃんとジェイは仕事してるかな。奴らも回収させないと」

　そう言いながら、指にはまっているブラックダイヤモンドをくるりと回転させた。途端、強い輝きが宝石からほとばしる。

　磨いていない、手入れもろくにされていない宝石から溢れ出るとは思えないほど鋭い光だ。

　指輪の放つ光は白い壁に当たると赤い文様を浮き上がらせた。壁面に、甲板に、王冠をかぶり、髪の毛の生えた二頭のイルカの姿が浮き上がる。

　はっきり言って、愛あい嬌きようさえ感じる変な紋章だ。

（でもこれ、どこかで見たことのある紋章……よね。ずっと昔、親しい誰かが持っていたような……）

　だが、スカーレットがその記憶をたぐる時間はなかった。

　ヴィーナス号の見張り台のあたりから、フォスターの光に応えるようにまばゆい光がモールス信号を送ってきたのだ。

「行くぞ！　スカーレット」

　フォスターに腕を引かれて、外階段を上がり、そしてボートデッキを目指す。

　いくつもの非常用のボートが積んであって、整然と固定され並べられている甲板。

　二人は普通は客が使うことのない、側壁のはしご階段を伝い降りて、今まさに吊り下げ途中の小型救命ボートに飛び乗る。

「来い。スカーレット！」

　先に飛び乗ったフォスターが、スカーレットの方に両手を広げる。

「なんでこんな所にボートがあるの？　もしかしてさっきのバトロイさんの手下の人が使う予定だったボート？」

「違う。これはもともと俺が用意したものだ。奴らとは逆側を使ってる」

　確かにさっきスカーレットが見ていた男たちの積み出し作業は、船の進行方向左。左舷の方だった。このボートは右舷にぶら下がっている。

　そしてフォスターが飛び移ったボートは、今もどこかからの操作により、今もゆっくりと、滑車を使って海面に下ろされていたのだ。

「誰が操作を……？」

　すぐにわかった。

　ボートを下ろしているのは、最上甲板の懸けん垂すい装そう置ちを操作するジェイだった。

　ジェイがこちらに向かって手を振りながら、ボートをゆっくりと下ろしている。

　下にもう一回り大きな船がやってきていて、どうやらこれはその小型船に乗り込むための繫ぎのボートだ。

「ヴィヴィ！」

　カンテラがかざされ、ぐるぐると合図のように回されている。

「遅いから心配したよ。それに波もどんどん荒くなってきてる。嵐になるかもしれないってさ」

　ジェイも、小型船も、フォスターがやってくるのを待っていたのだ。

　そして小型船に目を凝らすと、舳へ先さきのほうに小さくマークが入っている。

　さっき白い壁に浮き上がったあの紋章だ。しかもはためく旗に微かに読み取れる文字は、〝海の魔物〟だった。

「怪盗〝海の魔物〟の船が？　どうしてフォスターを……？」

　フォスターが指にはめている呪いのブラックダイヤモンド。その下に印刻されている、妖しい悪魔のような顔と長くうねる髪を持つイルカの文様。その船には文様の全容が描かれていた。髪の長い、男だか女だかわからないようなものが下半身を円形にうねらせて持ち上げている意い匠しよう。

　なんとその人物の下半身は魚だ。

「魚……まさか……あれは人魚？　イルカじゃなくて、人魚の紋章だったの。でもそれじゃあ、あの犯行予告カードの紋章と同じってこと？」

「ああ。あれは俺の一族の紋章であり、怪盗〝海の魔物〟はあれを逆版にして作った印を使っている。あの紋章を君も知っているはずだ。スカレーット、君の母国ミズーリの紋章。現国王は新しい紋章を定めたから、今これを見て気づく人は少ないけれどね」

「───う……そ……。あなたが……怪盗〝海の魔物〟？　そうなの？」

「ああ、今回の船旅はおかしな大人の思惑に翻ほん弄ろうされて散々だったけどね。でも欲しかったものは手に入った」

「───う……そ」

　スカーレットは、ただただフォスターの顔を見つめて、言葉も出ない。

「そうよね。昔はその人魚の紋章をよく目にしたわ。祖母の隣にいるカイラ王の、その指輪に。そしてその孫のヴィーの指にも……。でも、まさか……」

「王族の男子は、ある年齢までドレスとスカートで過ごすってことは知らなかった？」

「───！」

　はっとしてフォスターの顔を見る。穴が開くほど見つめる。でも、驚きすぎたから、今のこの告白が唐突すぎたから、なかなか言葉が出てこない。

「───信じられない……。あなた、ヴィーなの……？」

　彼女はちゃんと生きていた。

　心のどこかで死んだはずはないと思っていたけど、やっぱり生きていたのだ。

（ヴィー……）

　じんわりと、両の目に涙が溢れてきて、スカーレットは慌てて俯うつむく。

　俯いて、手に握り締めていたあの〝人魚の雫〟をじっと見た。

　ヴィーは多分、あのときなくした石を見つけられなくて、ずっと見つけられなくて、子供心にもそのまま会いに来られなかったのだ。やがてカイラ王が亡くなり、弟の新王はヴィーたち皇太子の一家を迫害した。これまでずっと、彼も大変な思いをして生きてきたのだ。

　意志が強くて、自分の発言に責任を持っていて、そういう、妙に意い固こ地じなところのある子だった。

　そう、今となんにも変わらない。

「国を追われてからは、ずいぶん理不尽な目に遭ったんだ。それでも君の行方ゆくえはずっといつも気にしていた。父上からもヴァンス家のことは気にかけるように言われていた。やっと君を迎えに来られるくらい、財産も力も身につけた」

「ヴィーは……昔知っていたその子は、いつも素敵なドレスを着ていたわ。そっか、当時の私は小さすぎてわからなかったけれど、王族だったからなのね。彼女は……ヴィーは……いつもすごくキラキラしてた」

　フォスターは、言葉では答えない。ただ、柔らかな矢車草の瞳でスカーレットを見つめている。

「ねえ、もっと俺の側にいて、これからもずっとキラキラ輝くマジックを見たくはないか？　スカーレット」

「すごく……見たいわ」

　また、あの白クジャクを使った大技を見せてほしい。トリックがあるなら教えてほしい。

　もしかしたら彼の黒ダイヤの中に誰かの幽霊が棲んでいて、その魔法を可能にしているのかもしれない。もしかしたら、幽霊でなく妖精の仕し業わざかも？　だって彼のキスも、魔法のように素晴らしかったから……。

　今はそんな自分の甘い夢想も、そう突とつ飛ぴだとは思えなくなっている。

「俺のところに来てくれないか？　一緒に、昔なくした大事なおはじきを、世界に散らばってしまった〝十二の悪魔〟の宝石たちを取り戻して、浄化して、二人で暮らす館の奥でひっそりと眠らせよう。醜い人間のエゴで汚れないよう、俺たちで、永遠の美を守っていかないか？」

「守りたいと思うわ。思うけど……」

　昔みたいに───。

（あの海岸で遊んでいたのは、フォスターと私だったのね。そして二人は同じように不幸になった。本当に、私たちよく似てる……）

　兄きよう妹だいよりも深く、繫つながっている。

「じゃあ、わかるだろう？　お互いがお互いを必要としていることが。この気持ちが。だから俺と来てほしい」

「いつか故郷の美しい国の王座を取り返す、王子様の婚約者として？」

「そう。俺の将来性に賭けてほしいな」

　フォスターは真剣な顔で、スカーレットに手を伸ばす。

「怪盗〝海の魔物〟の首領の花嫁として？」

「そう。響きがいいだろ」

「天才奇術師の恋人でもいいけど」

「いいね。君はシークエンサにはふさわしくない。あの男爵様は君を幸せにはできない。大金と宝石でがんじがらめの、つまらない貴婦人にしてしまうだろう」

「でも、シークエンサ様は私にとって必要な方なのよ……」

「とてつもない金持ちだものね」

「そう、半端じゃないお金持ちなの。一族みんなを救えるほどに」

「金目当てで結婚するんだ」

「そうよ。悪い？」

「俺を捨てて？」

「みんなお金は好きでしょう？　お金がないとすごく困る。食べ物も着るものもなくなっちゃうのよ？」

「愛を食べて生きればいい。いつも裸でいればいい。抱き合って夜を過ごせば何もいらない」

「あなたはね、似合ってるから。でも私は……」

「俺よりも金を取るんだ？　そうだね、俺がいなくても金があれば生きていけるけど、俺がいても金がなければ君は生きていけないんだよね」

　鋭く長い棘とげが刺さった。

　その棘からは毒がじわじわ流れ出て、胸が締めつけられるよう。

「あなたのことは……」

　シークエンサはスカーレットにとってというより、ヴァンス家の人間皆にとってかけがえのない存在だ。

　彼の援助なしには、今のヴァンス家は成り立たないのだ。

「スカーレット！　君はそれでいいのか？」

　フォスターは、魔術で自分を助けてくれた。バトロイから命を救ってくれた。

　シークエンサの成功の陰で、やってはいけないことまでやって、道を踏み外そうとしていた彼を戒いましめてくれた。

　ロマンスなんて諦めていた自分に、ときめきを教えてくれた。ちょっとスリリングな冒険もさせてくれた。

（───でも!!）

「でも、仕方ないの」

　今のヴァンス家を救えるのはシークエンサだ。祖母と同じように、すべての財産と地位を策略家の新王に奪われた現在の彼には、今、自分と一家を救うことはできないだろう。

　彼はきっとフォスターほど情熱的には愛せないかも知れないけれど、婚約者としてなくてはならない相手。

　自分がここでフォスターの手を取って、向こうの船に乗り移ったら、メリーアンも、父も母も路頭に迷う。

　どんなに落ちぶれても、貴族としてしか暮らせない人たちなのだ。

「フォスター！　もうボートを海に下ろすぞ！　時間がないんだ」

　上でジェイが叫んでいる。救命ボートはまたゆっくりと下がり始める。

「仕方ないことなんてない。スカーレット。俺は君に来てほしい。どこにいても一緒に君と過ごしたい」

　スカーレットは、ゆっくりと自分から遠ざかっていくフォスターを上から見つめ、どれだけ一緒に行きたいかと告げそうになる。

　だが、それは赦ゆるされないことだ。

　彼が、いろいろないきさつをすべて知っているのだとしても、自分の口からは言ってはいけないことだ。

（でも……！）

　スカーレットは欄干をグッと握り締め、そしてひらりとそれを越えた。そして船体に打ちつけられているはしご階段を必死に、できるだけ急いで下りていくと、ボートに飛び降りフォスターに抱きついた。

　彼の首に両手を回し、思い切り唇を求める。
















　抱き締めて、抱き締めて、フォスターの身体が自分の腕に溶け込むほど、唇と唇が溶け合うほど、キスをした。

　舌と舌を絡め合わせてキスをした。

　ぽろ……っと、透明な水晶のような涙がこぼれる。

「ご……めんなさいね。本当にごめんなさい……私、すごく……」

　スカーレットはフォスターのさらりとした黒髪に触れ、首筋から手を離した。

　そしてフォスターが手を伸ばすより早くボートからまた船の側壁のはしご階段へと摑まった。

「スカーレット！」

　未練が残らないよう。またフォスターの元に下りたい衝動がこみ上げないよう、氷のように冷たい鉄のはしごを摑んで速く速く、よじ登る。

「ジェイ！　ボートを止めろ！　下ろすのをやめろ！」

「もう無理だよ！　それにこのヴィーナス号の速度がまた上がってきてる！　諦めろ！」

　ジェイはすでに上から出てきていて、ロープを身につけ側壁を弾むように蹴りつけながらボートに飛び乗ってきた。

「スカーレット……！」

「王子！　どうぞお静かに。乗組員に見つかってしまいますってば」

　ジェイが抑えた声でたしなめる。

　フォスターも、もうそれ以上スカーレットに声をかけてくることはなかった。

　ただただ、自分とスカーレットの空間が、距離が、どんどんと広がっていくのを感じながら、じっと唇を嚙み締めて見つめている。

　瞬きの間すら惜しいように、じっと。

　そしてスカーレットもドレス姿の少女とは思えない身軽さで欄干までよじ登ると、そこで着水するボートをじっと見つめている。

　暗くてフォスターの姿は海面と、ボートの影で見分けられない。

（フォスター……）

　もう一目、顔が見たかった。姿が見たかった。でももう無理だ。

　そのとき───。

　夜空に大きな音が轟いた。

　一つ、二つ、三つと花火が次々と上がった。

　美しい赤とオレンジと、そしてときどき青白い色の火花が夜空に円形の花を描いて彩る。

　フォスターの姿が花火の光で浮かび上がった。

　漆黒の髪と白い肌と、スカーレットがかつて失ったマーメイド・ブルーサファイアによく似た、矢車草色の瞳。

〝人魚の涙〟と同じ色の瞳。

　どんどん豪華客船〝ヴィーナス号〟から遠ざかっていくボートは、少し離れたところで彼らを待っている小型船へと近づいていく。

　暗がりの中、もうフォスターたちはあの小型船に乗り移った頃だろうか。

　さっき、ぼろぼろと何粒も流れた涙は、いつしか風に掠さらわれ止まっていた。

　そして、三等客室の方の甲板が騒がしい。きっと、さっきの爆発音で、さすがの乗客も起き出してきたのだろう。

「なあ、なんだろう。花火の中から綺麗な小石が降ってきたぞ」

「光る砂だ。花火から飛び出てきたぞ！　光る石だ。宝石が降ってくる！」

「ダイヤじゃないか？　おい、これはダイヤモンドだ！　サファイアのネックレスも、ルビーの指輪もある。真珠もだ！　空から宝石が、金貨も降ってくるぞ」

「きっと怪盗〝海の魔物〟が俺たちに分けてくれたんじゃないか？　きっと悪い貴族様からぶん取った宝石だ。綺麗だね」

「本当に……綺麗……」

　スカーレットの足下にも、何か輝くものが降ってきた。シークエンサがくれた、婚約指輪だった。今空から降っているのは、あの爆破された箱の中に入っていた宝石類だ。

（すごいマジック……さすが天才奇術師ね）

　密かに、誰にも気づかれずに、ゆっくりと遠ざかっていく、黒い船影を見つめながら、スカーレットは乗客たちの歓声を聞いていた。
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「スカーレット！　スカーレット!!」

　翌朝早く。普通、紳士なら女性の部屋の訪問をまだ遠慮するような早い時間。シークエンサがスカーレットの部屋に慌ただしくやってきた。

　一いつ睡すいもできずに、一晩中プリンスを抱いて窓の外を眺めていたスカーレットを見つけると、その身体をしっかりと抱き締めた。

「よかった……！　よかった。大丈夫だったんだね。スカーレット。大変だったんだ」

「シークエンサ様？」

「君がいなくなったと聞いて、船中を捜させていたんだ。そうしたら爆発事故の報告を受けて、倉庫に行ったら金庫が丸ごと盗まれていて、君へ贈った宝石が……すべて……」

　彼がこれほど取り乱しているのを始めて見た。言葉遣いもいつものようにどこかよそよそしい距離のあるものではなく、親しい者同士の打ち解けたもの。

「シークエンサ様……。私は平気です。ご心配をおかけして申し訳ありませんでした」

　シークエンサはほっとしたように腕に力を込めながら、髪の中に顔を埋める。

「よかった……スカーレット。大事な宝石を失って君に申し訳がたたないと、どれだけ気を揉んだことか。でももういい。怪盗〝海の魔物〟にはなんだってくれてやる。君さえいれば、贈り物の宝石は、また金を稼いで買えばいい。このところずっと商売ばかりにかまけていた罰ばちが当たったな。これからはもっと地道に……事業に取り組むつもりだよ。金儲けより、君の方が大切だとやっと気づいたんだ。僕は大事な物を見失うところだった。今までよりもっと見事なものを買って贈るよ。大事なスカーレット……」

　シークエンサが独り言のように繰り返す。

　彼だって失ったものは少なくないはずなのに、ただひたすらスカーレットの身を案じてくれていた。

　窓から見える遠い水平線上の遙かな空は、ほのかに白みつつあって、柔らかな群青色に染まっている。もうじき日の出だ。それを予感させる美しい空。

　まるでスカーレットの左腕にある〝人魚の雫〟のような色。

「さあ、君も疲れているだろう。君が無事だとわかっただけで安心したよ。今はゆっくりとお休み」

　シークエンサはそう言って、スカーレットを特別室までエスコートする。

　スカーレットは、静かな気持ちで彼に寄り添う。

　ゆったりと、時間をかけてこの人を好きになっていけたらいい。婚約者として好きになれたらいい───。




「スカーレット様。私ゆうべ、スカーレット様と、プリンスを捜してくださった方がご一緒のところを見かけました」

　マイアが着替えを手伝いながら、ふとそう告げてきた。

「そう」

「とても愉たのしそうでしたわ。あんなに生き生きとして笑っているスカーレット様のお顔は、久しぶりに拝見しました」

「……そう」

「ご実家のことも大事ですけど、お嬢様はご自身のこともお考えになっていいと思います」

「でも私がいなくなったら、マイアも困るでしょ」

「私のことはご心配なく。メリーアン様とも、結構うまくやっていけているんですよ。それに昨晩、メリーアン様とシークエンサ様はずっとご一緒にいらして、スカーレット様を心配なさってました。お年も近いからか、お二人はずいぶん気が合うようですわ。もしかするとスカーレット様とよりもお似合いかもって思うくらいに」

「そう」

　マイアの口ぶりは冗談めかしていたが、スカーレットが抑え込もうとしていた気持ちは、胸の奥でじんじんとうずいた。

『───ねえ、寂しいの。あの人は……どこ？』

「ああ、ごめんなさい。あなたのことを忘れていたわ。エメラルドのお姫様」

　スカーレットは部屋の窓辺に〝ギロチン姫のエメラルド〟をコップに入れてセージをたっぷり振りかけ、一昼夜置いておいた。

　それだけで、エメラルドから聞こえる少女の声も寂しい感情も、すっかり薄れて、落ち着いていた。一時しのぎだとしても、この方法は結構有効なのかもしれない。

　繊細な露を飾った美しい細かな葉よう脈みやくのようなクラックが、様々な思いを刻むエメラルドを見つめているうち、スカーレットは夢を見た。

　さざ波の音のする浜辺で、おばあさまの大事な宝石をハンカチに載せて、おはじきをする。

　色とりどりの透明な輝きは、見ているだけで幼いスカーレットを幸せにした。

　そして海辺の別荘では、いつも大好きなヴィーが一緒だった───。







　そして───。

　豪華客船は、いよいよサウザンプトンの港に近づいていた。

　出迎えの人が埠ふ頭とうに大勢押しかけている。

　バトロイはあの晩以来、どことなくぼうっとしていて、かつての精彩に欠けていた。

　船長も乗務員も、三等客室の乗客が二人いなくなったことにはまったく触れず、他の客たちも、麗うるわしい天才奇術師の少年のことや、快活で人好きのする少年ジェイのことをまるで最初から知らないかのように、話題にすることはなかった。

　港で乗り込んで来た警官の姿を見た客は何事かとひそひそ話をし、ダット公爵夫妻が何者かに襲われて殺されたらしいという話だけ、時折一等船室の客の間で囁かれていた。

「私、当分船旅はたくさん。早くシークエンサ様のお屋敷でゆっくりと落ち着きたいわ。サウザンプトンでこれですもの、ロンドンはさぞかし、噂通りに汚れた街なんでしょうね」

　デッキに出て景色を眺めるメリーアンの言う通り、船の上から見ただけでも、サウザンプトン港の空はどんより暗く濁にごっている。

「おいおい、酷く率直な言い方だね。メリーアン。これでもイギリスは私の故郷。ロンドンはイギリスの首都だよ。君にもスカーレットにも、早く慣れてもらわないと」

　あの晩以来、すっかり親しくなったシークエンサとメリーアンは、お互い歯に衣着せぬ会話を楽しんでいるようだ。

「でも、我が本邸のある地域はもっと田舎で空気も綺麗だし、湖水地方まで行けばさらに自然豊かでのどかな場所だよ。リゾートにはそこに行こう。ロンドンより少し北だ」

「湖水地方？　噂には聞いていたけれど、とても綺麗な所なんですってね。ぜひ行きましょう。シークエンサ様、お休みはきちんと一カ月以上お取りになってね。その間、お仕事はいけませんわよ」

　叔母の小言も、どこか柔和になった。

「ねえ、スカーレット」

「はい。叔母……メリーアン」

　部屋の中で二人の話をぼんやりと聞きながら、スカーレットは上の空だ。

　気がつけばフォスターのことばかり考えていて、あの日から左腕が定位置になってしまった〝人魚の雫〟を、こっそりと覗き込んでは見つめてしまう。

「スカーレット、支度はできたかい？　もう行くよ」

　生まれ故郷のイギリスに戻ってきて、潑はつ剌らつとしているシークエンサがスカーレットの傍らにやってきた。

　この人は本当に前向きで野心家だ。

　スカーレットが湖水地方で静養したいと言えば許してくれるかもしれないし、プリンスのために日光と綺麗な水が必要だと頼めば、大金を支払ってそれを揃えてくれるかもしれない。

（でも……）

　心の奥がちくんと痛む。

　下船のため階段を下りていく淑女が、綺麗な矢車草色の宝石を身につけているのを見るたび、フォスターを思い出してしまう。

「スカーレット！　船が着いたわ！　タラップが下ろされるわよ。早くなさい」

　もう乗降口にいるメリーアンがキンキン声で呼んでいる。

　ポーターを大勢予約して、荷物を運び出す準備は万端だ。

　スカーレットは籐の籠を一番最後に荷物としてくくりつけ、眠そうなプリンスをストールにくるんで抱きかかえた。

　デッキに出ると空を見上げ、溜め息をつき、諦めと共に埠頭を見下ろす。

　大勢の出迎えの人々は手をぶんぶん振っていて、その歓迎に応える乗客は、やはりデッキから手を大きく振っている。

　スカーレットには、知る人のいない港だ。

　他人事のように眺めて、検けん疫えきの順番を待つ人や荷物を興味半分で観察する。

　イギリスの人はやはりどこか違う気がする。

　装いだろうか。髪の色だろうか。顔立ちだろうか。連れているペット？

　そんなことを考えていたスカーレットの前に、いきなり何かが舞い落ちてきた。

「え」

　目をしばたくが、気のせいではない。足下に真っ赤な封筒が落ちている。

　胸がドキンとざわめいた。

　この赤色は見たことがある。

　怪盗〝海の魔物〟の予告状。あの予告状と同じ赤。

（でもまさか……。そうだわ、きっとイギリス製の封筒やカードはみんなこの赤なのよ。きっと他の色の染料はすごく高いとか……）

　ドキドキとはやる心臓をなだめるようにして、足下に落ちた手紙を拾い上げる。

　封ふう蠟ろうが捺おしてあった。王冠をつけたその不思議な人魚の紋章には、見覚えがあった。

　フォスターの黒い指輪の紋章。ミズーリ国の王族の紋章。

（でもまさか）

　周囲を見回すが、こちらに注意を向けている人は誰もいない。皆が皆、眼下の埠頭に向かって大騒ぎをしている。

「〝我がスカーレットへ〟」

　封筒の表書きは、それだけだった。

　そして封筒の中には、湖水地方行きの列車のチケットが一枚。そして、大粒のダイヤモンドが封入されていた。

（本物の極上のダイヤモンド。無色で不純物もないわ。三十カラットはあるんじゃない？　噓よね？　誰がこんな）

（まさか、フォスターがここにいるの？）

　心臓が次第に鼓動を速めていく。

　腕のマーメイド・ブルーサファイアが、その輝きを増している気がする。

　惹かれ合う二つの石。元は同じ原石だった双子石。

「噓よね？　プリンス……だってそんな」

「スカーレット!?　ちょっと！　待ちなさい！　スカーレット！」

　メリーアンの声が追いかけてくるが、スカーレットは手紙を握り締め、プリンスを抱き締めて、タラップへと駆ける。

　きっと、近くにいるに違いない。

　船を下りたらすぐ、マジックみたいに唐突に、でもとても優雅に現れるに違いない。

　埠頭と船を結ぶタラップが掛けられたなら、一番早く渡れるように、少しでも早く側に行けるように、一いち目もく散さんに走り出す。

　混雑している乗客をかき分けて、文句を言われながらも前へ、前へと進み出る。

　タラップを駆け下りて、ごった返す人の群れの中をスカーレットは、くるくる回って差出人を探し求めた。

「やだ、プリンス。どうしたの？　おまえは下に降りちゃダメ」

　プリンスが急に腕の中でもがきだして、包まれていたストールごと、スカーレットの腕をすり抜ける。

「や！　プリンス！」

　ストールからプリンスの身体が覗いて落下する。下は硬い石畳だ。打ち所が悪ければ、甲羅が割れてしまう。

　慌てて手を伸ばしたスカーレットは、自分より先にプリンスの身体を掬すくってくれた手に手を重ねてしまっていた。

「あ、ごめんなさい」

「いいえ、どういたしまして。いつものことです」

　差し出される紳士的な手。美しい指先。よく響いて、まっすぐ澄んだ、男前の声が自分の名前を呼びかけた。

「スカーレット姫。そしてプリンス。ようこそ、イギリスへ───」

　彼の手首には、スカーレットと同じように黒いベルベットのリボンが巻かれ、その先には〝人魚の雫〟とそっくりな宝石が輝いていた。





ｆｉｎ．　　













あとがき






　こんにちは。

〝スカーレットは紺碧の海に燃える〟～略奪の花嫁～

　を、お手にとって頂いて嬉しいです。

　最近の少女小説にしては、少々変わったタイトルかもしれません。

（〝紺碧の海に燃える〟は、〝紺碧の海に萌える〟のほうが可愛いかったり……）




　さて、お話の舞台は、ヴィクトリアンな時代の超豪華客船です。

　一応、第一次世界大戦ちょっと前。イギリスは産業革命を経て大いに盛り上がっている頃。

　イタリアの近くに小国ながら多くの島を所有し、金鉱やらダイヤモンド鉱山やら、とても資産資源の豊富な国がありまして、そこが物語の発端となっております。

　主人公のスカーレットは、元はその小国の大貴族の家柄。

　そのおばあさまは国王様と共に様々な島を巡り、宝石発掘の場所にも同行するほど、宝石の魅力にとらわれ、詳しくなった女性伯爵。

　宝石を『地球が贈ってくれた奇跡的に美しい宝物』と純粋に愛しています。

　古代から、権力者は美しい地中の石を愛してきましたが、幸いなことに現在では庶民の私でも、ちょっとした小粒の宝石はそばに置いて愛でることができます。




　最近は自ら敢あえて買いに出かけたりはしなくなったのですが、一時期はミネラルフェアなどにも赴きまして、珍しい宝石鉱物、化石の類にうっとりとしたものでした。

　三つ子の魂なのか、前世がカラスなのか、かなり幼い頃からキラキラした物が好きで、まあ四、五歳から十代のころはビー玉とかビーズの類を集めるのが好きでした。

　今も色石のはめられているアクセサリーなどは大好きですが、ガラスはともかくプラスチック系よりは、どちらかというと天然石にこだわるかもです。

　天然石はやはり地球の贈り物ですよ、うん。

　というのも、ものすごく長く〝宝物〟にするタイプなので、プラスチック製品類だと変色したりしてしまうんですね。

　天然宝石は、まずほとんどそうい言う経年劣化はないので、安心です。

　劣化したとしても、味になるんですよね。




　このお話に多く出てくるエメラルド。

　大粒のエメラルドカットのものは、かなりインクルージョンが多く、色味もかなり薄いものから濃すぎてあまり綺麗に見えないものなど、素人の私がみても、エメラルドの最高級に輝くものは少ないような気がします。

　割れやすい性質なので、原石からカット、研磨されたあとの大きいものも少ないのかもしれません。

　アンティークのエメラルドだと、濁って輝きを失っているものも多いような……。

　なので、このお話に出てくる〝十二の悪魔〟のうちの一つ。大変大粒で見事な輝きを保っているエメラルドは超貴重なのだと思います。

　内部クラックが葉脈のように入っていて、メロンソーダ水のように小さな小さな気泡がたくさん、雨粒のように入っているエメラルドがあったら綺麗でしょうね……という願望から出てきた宝石です。

　そして他に、このお話にはマーメイド・ブルーサファイアという宝石が出てきますが、それは一応架空のもの。サファイアも色味は様々ありますが、でもその色味が深く美しいブルーであるものがもっともよいとされ、産地により〝コーンフラワーブルー〟〝ロイヤルブルー〟などと呼ばれているそうです。

　サファイアは目標を貫徹する意志を持ち、惰性に流れないようにしてサポートしてくれる石。カリスマ運、勝利運、金運なども高めてくれ、邪気を払ってくれる石だそうですよ。

　うーん、なかなかすごい効能ですね。そこにスカーレットの宝石の場合、〝マーメイド〟がつきますから、不老長寿とか、海難事故から身を守る、などの効能も期待できそう。

　そりゃあ、こんなすごいお守り石をなくしたら、不幸にもなろうってものです。




　対して、フォスターの身につけていた指輪の石、ブラックダイヤモンド。

　現代、通常ではブラックダイヤモンドというのは、人工的に着色してあるもののことを言うようですが、このお話では天然石であり、より高い価値があるということで登場します。

　宝石というのは、奥が深いこともあるのですが、基本的には綺麗だから好きです。

　あの甘い色合いが、キラキラ感が、ドロップみたいでとってもとっても美味しそう。（スタジオジブリの映画〝火垂るの墓〟で有名な（？）、サクマの缶入りドロップみたいな）




　このお話は、そんな宝石たちがテーマになったラブストーリーでした。甘くてキラキラで、ちょっと哀しく、ちょっと恐い？　そんなスリリングなドキドキ感を味わっていただけたなら、とても嬉しいです。

　そして購入してくださった方に密かなる特典です。この本の帯をぴらっと捲めくって、裏表紙を見てみてくださいね。ほうら、そこにとっても可愛いものが。




　ではでは、この本に携わってくださった方々に、そして読んでくださった方々にも多大なる感謝を込めて───。
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古い物も新しい物も大好きです。なのでお菓子や食品の新商品が出るとものすごく試してみたくなります。

この季節も新商品がたくさんお目見えしているようで、中でもすごく気になっているのが某紀文豆乳の「焼き芋味」。焼き芋味の豆乳って一体!?　今度あの紫のパッケージを見かけたら絶対買います。
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少しでもこの素敵な物語に貢献することができたなら光栄です！
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